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「しつれいしまーす」

　職員室に入るときは、いつも緊張する。今日は特に落ち着かない気持ちだった。

　普段は呼び出されてばかり。

　だけど今日は自分から来たから。


　さっそく先生の机に向かおうとするけど…………いない。



「あっ！　そっか。変わったんだ」

　今日から五年生だ。高学年の仲間入り！

　新しい教室。

　新しい先生。

　新しいクラスメート。

　ワクワクすることばかりだけど……でも今日はすごくゆううつ。長期休暇の終わりって不登校になる子がめちゃ増えるっていうけど、あれすごくわかる。後悔しかないもん。

　もっと早くから宿題やっときゃよかったなー、みたいな？　そんな感じ。

　いつだって取り返しがつかなくなってから後悔する。そんで呼び出されて怒られる。そんなことの繰り返しだ。

　卒業するまでそれがずっと続くんだと思ってた。

　ううん。それどころか、卒業する日すらずっと来ないような気がしてた。

　でも夏休みの終わりが来るみたいに、終わりは突然やって来る。

　新しい先生は入り口のすぐ近くに座ってて、こっちに気付いて声を掛けてくれた。

「先生。実は……」

　職員室にはテレビがあって、夕方のニュース番組が流れてる。




『新年度を迎え、大阪万博おおさかばんぱくを誘致するための活動が本格化しています。道頓堀どうとんぼりでは早くも商店街の若手経営者たちが戎橋えびすばしから川に飛び込むなど盛り上がりを見せており、警察は行きすぎたＰＲ活動を控えるよう注意を呼びかけて──』




『《浪速なにわの白雪姫しらゆきひめ》が、史上初の女性プロ棋士へ挑戦です。大阪在住の空そら銀ぎん子こ三段が、明日から開幕するプロ棋士への最終関門・新進棋士奨励会三段リーグに挑みます。空三段は今日から東京とうきょう入りし、明日の対局に向けて調整するとのことで、将棋連盟を通してコメントを──』




『次のニュースです。大阪の大手製薬会社のタナカ薬品工業が、欧州最大手のファーブルを買収することが決定的になりました。両社は昨年から水面下で交渉を──』




　……ニュース番組が終わる頃には、こっちの話も終わってた。

「しつれいしましたー」

　きちんと礼をしてから、ドアを閉める。

　新しい先生は若いけどすごくしっかりしてて、こっちの話を真剣に聞いてくれた。不安だったけど相談してよかったと思った。

　さてと……今日はもう一人、相談しなきゃいけない人がいる。

「家に帰ってから、みんなと連絡を取って、お泊まりの準備をして──」

　指を折りながらそんなことを考えてると、爪先に何かが当たった。

「ん？」

　職員室の廊下に何かが落ちてる。すごく見覚えのあるものが。

　でも……あれぇ？


「…………どうして？　何でこれがここにあんの？」



　足下に落ちてたそれを拾い上げる。





　それは────将棋駒しょうぎこまの形をした、ストラップだった。
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花「お久しぶり！　今日はよろしくね？」

鹿「はいッス！　こちらこそ、対談の相手に選んでいただいて光栄ッス！」

花「ちょ、ちょっと珠たま代よちゃん？　キャラ変わってない？　そんなに畏かしこまらなくても……」

鹿「いえ！　自分にとって薊あざみ姐ねえさんはマジ尊敬する人なんで」

花「私も産休育休に入ってから将棋の中継をよく観るようになったけど、鹿路庭ろくろば女流二段の聞き手の技術は素晴らしいと思ってます」

鹿「恐縮きょうしゅくッス！　……とはいえ、解説ばっかでお恥ずかしいッス。姐さんみたいにタイトル戦に出たいッス……」

花「それだけ下の世代に才能のある子が集まってるということでしょうね。奨励会三段になった空そら銀ぎん子こ女流二冠の存在は大きいです」

鹿「史上最年少で小学生名人を獲ってそのまま奨励会入り。十五歳で三段リーグ参戦ですからね。テレビも雑誌もネットもじゃんじゃん取り上げてますし、今後さらに女子のレベルは上がっていくと思います」

花「銀子ちゃんよりも前に小学生名人になって、奨励会に入った女性もいたけど……初段の壁は破れなかった。三段リーグに女性がいるなんて数年前でも想像すらできなかったわ」

──今年の小学生名人も女の子でした。

鹿「準決勝と決勝戦はスタジオ収録で、大盤解説おおばんかいせつの聞き手として対局を見てました。強いですよ。五年生とは思えないほど将棋が完成されてて。しかも性格はメチャ個性的で」

花「楽しみね。女流棋士になりそう？」

鹿「本人は奨励会に進むつもりみたいでした。実はこの子、とあるプロ棋士の妹さんで……そのうち大きな話題になると思います」

花「小学五年生の女の子というと、話題の九頭竜くずりゅう一門と同学年ね？　どっちが強いか興味があるわ」

──夜叉神やしゃじん天衣あい女流二段と雛鶴ひなつるあい女流１級ですね。夜叉神さんは言わずと知れた女王戦挑戦者。雛鶴さんも凄くて、女流デビューしてから公式戦無敗です。

鹿「姐さん、あの二人に面識は？」

花「実は……あります。女王戦の途中で、八や一いちくんが二人を我が家に連れて来てくれたの」

鹿「そっか！　あのクソチ……夜叉神天衣が第三局で立て直せたのは姐さんのアドバイスがあったからだったんですね!?」

花「うふふ。そんな話が銀子ちゃんにバレちゃうと、また対局でキツーいお灸きゅうを据えられちゃうけどね？」

鹿「その前に竜王の命が危ないけどねー（笑）」

花「ねー（笑）」

──雛鶴さんは女流じょりゅう名跡みょうせき戦で予選決勝まで駒を進め、女流１級へと昇級。次も勝てば史上最年少で挑戦者決定リーグ入りです。急成長の理由は何でしょう？

花「確かに、あいちゃんは女流デビューから無敗を貫いてる。けど……常に序盤で失敗して、時間も使い切って危なくなってからそれを終盤でひっくり返すという将棋を繰り返してます。成長しているかというと疑問かな？」

鹿「ぶっちゃけ相手に恵まれましたよね」

花「将棋の内容だけならマイナビ一斉予選で祭神さいのかみさんに勝った時がピークかしら？　あの時も序盤で悪くしたけど……《捌さばきのイカヅチ》を頓とん死しに追い込んだ勝負術は、棋譜きふを見ただけでも寒気がしました。でもその次の月つき夜よ見み坂ざかさんとの本戦は惨敗でしたね。いくら終盤が強くても序盤で失敗すれば取り返せない。そこを見切られてしまったような気がする」

鹿「九歳がピークで、十歳でもう衰えてる（笑）」

花「才能派はそういうところがあります。小学生や中学生で女流棋士になって『どこまで伸びるの!?』と思ってても、そこからが伸びない」

鹿「耳が痛いッス」

花「珠代ちゃんは別よ？　確かに中一で女流アマ名人になって次の年には女流棋士になったけど、あなたはそうじゃない」

鹿「才能が無いから（笑）」

花「違うわ。ずっと努力してるもの」


鹿「ッ!!　…………あざッス」（目を潤うるませる）



花「雛鶴あい女流１級には危うさを感じます。才能があるのは間違いない。でもそれだけでタイトルが獲れる時代は終わりました。詰将棋つめしょうぎがどれだけ早く解けても、実戦には無意味です。かなり危機感を持って取り組まないと本戦に出る前に潰される」

鹿「同世代のお友だちと研究会をやってるだけなら意識が低すぎますね」

花「お友だちと研究会？」

鹿「あるんですよ。竜王が自宅に幼女を連れ込んで、弟子のお友だちと泊まりがけでやってる『ＪＳ研』とかいうのが。それが何かもうヤバくて……私なんてニコ生の解説中に目の前で六歳くらいの幼女とチューしてるの目撃しちゃってますからね」

花「うわぁ……大丈夫なの？　それ……？」

鹿「幼女四人、密室、将棋。何も起きないはずがなく……そろそろガチで問題になるんじゃないですか？　逮捕されたらタイトルってどうなんの？　剝奪はくだつ？」

──少し話が脱線したので戻しますが……ではお二人が今年度最も注目する新人は、どなたになるでしょう？

鹿「私はずっと夜叉神天衣女流二段が来ると思ってて、その考えは今も変わらないです。女王戦はストレート負けでしたけど、第三局で《浪速なにわの白雪姫しらゆきひめ》に千日せんにち手てを選ばせたのは勝ちに等しい引き分けでした」

花「じゃあ私は、その天衣ちゃんに勝った人を推します」


鹿「え？　…………誰です？」



花「女王戦が盛り上がってたからそれに隠れて話題にならなかったけど、天衣ちゃんは女流名跡戦の予選で敗れてます。勝ったのは、デビューしたばかりの女流２級」

鹿「はぁ!?　に、２級って……何かの間違いじゃないんですか!?」

花「その女流２級は……空銀子に先んじて女性で初めて小学生名人を獲得し、私たちの世代における最高の天才と称賛された。最初から女流棋士の道を選んでいたら間違いなく私の代わりに初代女王になっていたはず。そして女流名跡戦予選決勝で戦う相手は、雛鶴あい女流１級」

鹿「ま……まさか!?　でもあの人は……あの人は……!!」

花「そう。帰って来たのよ……《不ふ滅めつの翼つばさ》が」
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「ししょーただいま帰りました将棋指しましょう師匠ししょうっ!!」

　始業式を終えて帰ってきた弟子は、トレードマークの白いベレー帽に積もった桜の花びらを落とす間もなく早口言葉のようにそう言って俺の部屋に飛び込んできた。

　ベッドに寝転がって将棋雑誌の最新号を読んでいた俺は、ビックリして思わず雑誌を落としてしまう。

「そ、そんなに焦あせらなくても……今日は家で研究会するんだし、どうせ夜通し将棋は指せるだろ？」

「でもでもでもっ！　研究会だと師匠に二人っきりで指導していただける時間が減っちゃうじゃないですか！」

　真っ赤なランドセルを背負ったまま、あいは俺の上に飛び乗っておねだりする。

　その理由は──

「女流名跡戦の予選決勝はもうすぐなんです！　あと一つ勝てば女流名跡リーグに入れるんですっ！　次の将棋は絶対に負けられないんですっ!!　今は一分一秒でもたくさん将棋のべんきょーがしたいんですーっ[image: ]」

「わ、わかった！　わかったからベッドで師匠の腰に馬乗りになるのはやめなさいっ！」

「もっともっと勉強してぜったいぜったい天てんちゃんより先にタイトルを獲るんですっ！　そうしないと……そうしないと……！」

「その気持ちは頼もしいけどな？　な？　騎じょ……馬乗りは、な？」

　ＪＳが上に乗って跳ねながら「もっとぉ！」とか言ってる状況はヤバすぎる。

　あいの妹弟子いもうとでしに当たる夜叉神天衣は一足先にタイトル挑戦を果たした。それが、あいの競争心に火を点けたに違いない。

　しかもその天衣が女流名跡戦の予選一回戦で早々に負けたのも、あいを刺激した。初めて天衣に実績で勝てるかもしれないから。

　その証拠に、聞き取れないほど小さな声で何かを呟き続けている。


「……まさか天ちゃんがあんな大胆なことを言うなんて……あれは完全に宣戦布告……恋は戦争……絶対に負けられない戦いがそこにある…………！」



　……あいちゃんちょっと興奮しすぎじゃない？

「そんなに息が上がってたら将棋なんて指せないだろ？　まず落ち着いて学校の話を聞かせてくれよ。新学期の初日はどうだった？」

「えっと……とっても楽しかったです！」

　あいはちょっと考えるような素振りを見せたものの、笑顔でそう言った。

「今年も澪みおちゃんと同じクラスでしたし、美み羽はねちゃんも一緒だったから、みんなでちょーもりあがりましたっ!!」

「そっかー。そりゃよかったね！」

　遠い北陸から転校してきたあいにとって、小学校でできた友達はかけがえのない宝物。寂しさを癒いやしてくれる特効薬。

　俺も一人で転校してきたので気持ちはよくわかる。


　とはいえ俺は下宿先の清滝きよたき家に帰れば優しいお姉ちゃんの桂けい香かさんや年下のくせにクソ生意気で死ぬほど厳しい姉あね弟子でしが待っていたから寂しいってことはなかった。苦しかったり痛かったりしただけで…………ブルブルブル……。



「ししょー？　どうしたんですか？　そんなに震えて」

「い、いや……大丈夫。大丈夫だから……」

　今の俺は、かわいい弟子と二人暮らし。この楽園は絶対に守護まもる……！

「と、ところでクラスのお友達について詳しく聞いていいかな？　美羽ちゃんっていうのは、どんなタイプの子なんだ？」

「美羽ちゃんですか？　オシャレでかわいくて物知りで、よく本を貸してくれる子です。大学生の彼氏さんがいて、男子からもいっぱい告白されてて……どうしてそんなこと聞くんです？」

「うん。ちょっと、あいのクラスメートに興味があってね」

「……狙ってるんですか？」

「ナニを狙うのかな!?」

　警戒するように声を低くした弟子に抗議する。

「ったく……師匠を何だと思ってるんだ？　俺が興味あるのは、あいが新しいクラスで快適に過ごせそうかってことだけだよ。それによっては指導方法も変わってくるし」

「しどう？　それって……将棋の指導のことですか？」

「そりゃそうさ。クラス分けは将棋の成績に直結するからな。だから将棋を指す前に確認したかったんだ」

「ふぇ!?　学校のクラスが将棋に関係するんです!?」

「するする。超します」

　対局に勝ってる時は問題ない。

　でも負けたり伸び悩んでる時にリラックスできる場所は必要で、一日の半分を過ごす学校の、その中でもクラスの環境は非常に重要だ。

「あいは内弟子として師匠おれの家に住み込んでるだろ？　将棋も大変、家でも大変、学校でも大変ってなったら気が休まる場所がなくて精神的に参っちゃうからね……で、どうだった？　何か変わったことは？」


「…………」



　あいは急に静かになった。何かあったんだろうか？


「………………師匠、あの……………………み…………」



「み？」


「い、いえ！　あの、その……………………たっ、担任の先生が変わったんですっ！」



「担任が？」

　保護者にとって担任の先生は学校への唯一の窓口。

　それが変わったとなると影響は大きい。

「はい。前の先生が定年になっちゃったので」

「そっかー……優しそうでいいおじいちゃんだったのにな。将棋にも理解あったし」

　将棋の修業のために転校してきた弟子のことを優しく見守ってくれた、棋士にとって理想的な先生だった。

　あいは俺の竜王戦に同行したりマイナビ本戦に出場したりと平日に学校を休むことがあったけど、それを許してくれたのだ。

　将棋も指せたし棋界についてもそれなりに知識があったから、他にも色々と配慮してもらえたんだが。

「将棋の公式戦は基本的に平日だからね……あいはもう女流棋士だから記録係もやらなきゃいけないし、平日に学校を休むことも増える。勝てば勝つほど忙しくなっちゃうからなぁ」

「ふくざつなしんきょーですー[image: ]」

　あいは学校の友達が大好きで、授業や行事も休みたくないんだろう。

　学校も大好き、でも将棋も大好き。どっちも大好きで困っちゃうって感じ。

　そんなポジティブな板いた挟ばさみならまだマシなんだけど……。

「俺が中学までで学生生活を投了とうりょうしたのも学校との両立に苦労したからだし、姉弟子が俺と同じ中学校に進学しなかったのもそれが理由だと思う」

「そうだったんですか!?」

「小学校はまだよかったんだけど……中学からはマジで大変だったよねー……」

　思い出すだけでも体重が減りそうだ。

　俺が通ってた中学はごく普通の公立で、将棋に対する理解はゼロに等しかった。部活程度に思われてたんだろう。

　記録係や奨励会で欠席するのが許されなくて仮病けびょうを使ったりしたっけ。

　クラスメートとは仲が良かったから救われてたけど……学校の理解がもうちょっとあったら半年くらい早くプロになれてたかもしれん。

「そんな俺を見てたから、姉弟子も師匠の家から実家に戻って、そっちの学校に行ったんだよ。ま、あの人は小学生の頃からタイトル獲って有名だったから芸能人みたいな感じで理解してもらえたってのがあるけど……」

　あいも将棋界じゃ有名になってきたけど、一般社会での認知度はまだまだゼロに等しいので説明は難航しそうだ。

　しかもなぁ……内弟子だからなぁ……。

　未成年の男と女子小学生が師弟していの契ちぎりを結んで、それで一緒に暮らしてるとか、普通に考えたらあり得ないもんなぁ……。

「あいの前の担任の先生は学年主任だったし、そういう人が協力的だとホント助かるんだけどなぁ。今度の先生はどんな人なんだ？」

「すごく若い先生です。あと、女の人です」

「ほう」

「あっ！　そういえば」

　あいは思い出したように一枚のプリントを差し出す。

「担任の先生が変わったから家庭訪問があるんでした」

「家庭訪問？」

　プリントを受け取りながら、俺は急激に背筋が寒くなるのを感じていた。

「ん？　待って？　若い女の先生が家うちに来るの？　いつ？」

「今日です」

「へ？」

　ピンポーン。





[image: ]　　家庭訪問






「はじめまして。雛鶴あいさんの新しい担任、鐘ヶ坂かねがさか操みさおと申します」

　玄関先に現れたのは、いかにも学校の先生という感じの女性だった。ピシッとスーツを着こなしている。ものすごく賢くて真面目まじめそうだ。

　年齢は……二十代前半といったところだろうか？

「は、はじめまして！　ようこそいらっさいました！」

　突然のことで心の準備ができてないからちょっと嚙かんじゃったが、俺はあいの保護者として恥ずかしくないよう、しっかりと礼をする。さっきまでベッドの上で馬乗りぴょんぴょんしてたなんて絶対に悟られない。悟られたら全てが終わる。

　鐘ヶ坂先生は俺の頭から爪先までざっと見ると、こう言った。

「さっそくですが、雛鶴さんの保護者でいらっしゃる九頭竜八一さんにお目にかかりたいのですが。ご在宅ですか？」

「俺ですが」


「…………………………は？」



　首を傾げる鐘ヶ坂先生に、俺は怯ひるんだ様子を見せないようはっきりと名乗る。

「俺……いや私が！　雛鶴あいの大阪おおさかにおける保護者の、九頭竜八一と申します！」

「保護者？　あなたが保護者なんですか？　保護者の方の息子さんとかではなく？」

「はい」

「失礼ですが……おいくつですか？」

「今年で十八歳になります」

「今は十七歳ということ？　だったらまだ高校生じゃない」

　先生は急に砕けた口調になると、露骨に胡散うさん臭くさそうな視線をこっちに向けた。

　俺はちょっとムッとしつつ、

「年齢的にはそうですけど、もうちゃんと働いてて収入もあります。この部屋も自分の稼ぎで借りてますし、あいのことも十分に養えていると自負しています！」

「そうです！　あいはちゃんと養っていただいてます！　とっても幸せです！」

　俺の隣で、あいも援護射撃をしてくれる。思わず胸が熱くなった。

　将棋の師匠として、俺はまだまだ未熟。

　家事だってあいに頼りっぱなしだ。

　十分になんて養えてないことは自覚しつつも、ここで引くわけには絶対にいかない。

　俺とこの部屋で暮らすことが、あいの成長にとっても最善と信じている。それだけの覚悟を持って一年間、内弟子として育ててきた。しかも今は女流棋士として非常に大事な時期。

　あいの環境は……俺が守護まもる!!

「ふむ……なるほど。そうですか」

　俺たちの覚悟が伝わったからか鐘ヶ坂先生は口調を元に戻して、

「確かに雛鶴さんは成績も生活態度も模も範はん的です。その点は素直に認めざるを得ない部分ではありますね」

「そうでしょうそうでしょう」

「この年齢の女の子が親元を離れて、これだけしっかりと成長するのは並大抵のことではないと思っていました。だから今回の家庭訪問で保護者の方にお会いできることを、私はとても楽しみにしていたのです。あまりにもお若くて驚いてしまいましたが……」

「大丈夫です。若さで誤解されるのは慣れてるんで」

「で？　九頭竜さんは雛鶴さんの何に当たるわけですか？　従兄弟いとことか？」

「将棋の師匠です」

「ええと、福島ふくしま区の児童相談所の番号は──」

「ちょっと待ってください！　問答無用で通報しようとしないで！」

　鞄かばんからスマホを取り出そうとする鐘ヶ坂先生の手を必死に抑えながら、詳しい事情を説明する。

「確かに若いですけど俺は弟子を取ってもいいことになってるんです！　プロですから!!」

「小学生を扱うプロとはどういう意味ですか？」

「こっちが聞きてえよッ!!」

　誰もそんなこと一言も口にしてないだろ!?　どういうプロだそれ!?

「い、いや……すみません興奮しました」

　プロのロリコン呼ばわりされて弟子の担任を思わず怒鳴どなりつけてしまった。

　いかんいかん。怒ったら負けだ。冷静に説得しないと……。

「玄関先では何ですから、とりあえずお上がりください。色々と資料などをご覧いただきながら説明させていただくほうがいいと思いますし」


「…………では」



　少し迷っていたようだが、鐘ヶ坂先生は鞄を床に下ろして靴を脱ぎ始めた。

　その隙に俺は弟子を呼んで耳打ちする。

「……あい。ちょっと……」

　背伸びして耳を寄せてくるあい。俺は腰を屈めて指示を出す。

「……隙を見て桂香さんに連絡してくれ。どうも俺一人じゃ分が悪い……」

　あいはピシッと敬礼してから「いそいでお茶の用意をしなきゃー」とわざとらしく大きな声で台所へ。

　俺は鐘ヶ坂先生を和室へと案内した。

「っ！　……ほう、これは……」

　和室に足を踏み入れた鐘ヶ坂先生は、感心したように声を漏らす。

　ちょうどいいことに今日は金曜日で泊まりがけの研究会を開く予定だったので、脚付きの立派な将棋盤がいっぱい並べてあるからだ。

「ここは俺とあいの仕事場になります。この近所にある関西将棋会館で行われる公式戦が一番大切なんですが、その対局に勝つために、普段はここに仲間を呼んで研究をしたり将棋の指導を行っているんです」

「将棋……ですか」

　先生は不思議そうに言う。

「雛鶴さんからも聞きましたが……将棋というのは遊びでしょう？　ご高齢の方が縁側とかでパチパチやってる、あの将棋でしょう？」

「ええその将棋です。確かに遊びですよ。野球やサッカーと同じようにね」

「……」

「そして同じように、将棋にもプロ制度があるんです。俺はそのプロの世界で活躍するために六歳からあいと同じように師匠の家に住み込んで修業を始めました」

「ろっ、六歳!?」

「ええ。俺も福ふく井いの田舎いなかから。この近所に住んでる清滝鋼介こうすけ九段の家に内弟子として十年間」

「そんな幼い年齢で……？」

「スポーツ選手でも十代から活躍する人がいるでしょ？　あんな感じです。もっと言うと、将棋のプロは四段から九段まであります。実績によって収入なんかが違うわけです」

「……なるほど。おっしゃりたいことは理解しました」

　わかってもらえたようだ。この部屋に通して正解だったな。

「それで？　九頭竜さんは何段なんですか？」

「竜王です」

「バカにしているんですか？」

　鐘ヶ坂先生はブチ切れた。あれー？

「どこの世界に自分のことを『竜王』だと名乗る社会人がいるんですか？　漫画の読み過ぎですか？　中二病というやつですか？　やっぱり児相に──」

「そ、そうじゃなくてですね！　将棋界には段位より上のタイトルっていうのがあって……ほら『名人』とかって聞いたことありません!?　ありますよね!?」

「もちろんです。教科書にも載っている方ですからね」

　マジで？　相変わらずスゲーな……。

「俺はその名人に勝ったこともあるんですよ!?　これが証拠です！」

　本棚に並んでいた将棋雑誌を次から次へと取り出すと、あの竜王防衛戦や、それからあいが女流デビューした時の記事なんかを広げて見せる。

「なるほど……九頭竜さんが将棋の世界で有名な存在だということも、雛鶴さんが十歳にして既に活躍していることも、どうやら本当のようですね……」

「わかっていただけましたか！」

「しかァし!!」

　先生は俺の言葉を鋭く遮って、

「どれだけ将棋が強いとか将棋で何千万何百万というお金を稼いでいるとか、そういうことはどうでもよろしい！　要するに十歳の女の子と十七歳の男の子が二人だけで生活している状況が問題なのです」

「……ご懸け念ねんは理解しているつもりです」

　ここが勝負所だ。

　俺は鐘ヶ坂先生の目を真っ直ぐ見て、答える。

「ですが将棋は頭脳競技であると同時に、日本の伝統文化でもあります。その根幹を成す師弟制度というものは、千四百年の歴史によって磨きに磨き抜かれてきました。私利しり私し欲よくといった不純なものが一切取り除かれたからこそ今も残っているんです！」

「では、いかがわしいことは何も行われていないと？」

「もちろんです！　将棋を指しているだけです！」

「師し弟てい愛あいが恋愛感情に発展することがないと誓えますか？」

「もちろんです！」

「たとえば青年漫画のようにあいさんがベッドで馬乗りになってきたり、あいさんがお友達の小学生をこの部屋に呼んで九頭竜さんが指導と称してその女の子たちに不埒ふらちな行いをしたり、いたいけな幼女と結婚の約束を交わしたりといったことは絶対にないわけですね？」

「も……ちろんです！」

「今ちょっと動揺しませんでしたか？」

「してませんが？」


　桂香さ────ん[image: ]　はやくきてくれ──────っ[image: ]



　心の中で助けを求めた、その時。

　ピンポーン。

「あっ！　はいはいはいはいはい！　ちょ、ちょっと出てもいいですか!?」

　鐘ヶ坂先生が何かを言う前に、俺は和室を飛び出して玄関へと駆ける。

　台所でお茶の用意をしていたあいが俺に向かって何か言いたそうにしてたけど、そんなの聞いてる余裕はない。

　状況は厳しい。あと数手で詰みそうなほど追い込まれている。

　──それでも桂香さんなら……桂香さんならきっと何とかしてくれる……!!


　起死きし回生かいせいの一手を求めて玄関を開けた俺の前に現れたのは────
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　終わった……。
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「え……？　しゃ、しゃるちゃん？　どうして……？　ＪＳ研はもっと遅い時間からのはずだったんじゃ……？」



　ぽんぽんと靴を脱ぎまるで自分の家のようにナチュラルに上がり込んできた金髪の天使を追いかけながら、俺は尋ねた。

　この日は金曜日なので、お泊まりでのＪＳ研を開催する予定ではあった。

　和室の将棋盤はそのための準備。

　でも集合はもっと遅い時間のはず。だからこそ俺は無警戒に玄関を開けてしまった……自らの手で死の天使を招き入れてしまった。

　ちなみにあいはヤカンを火に掛けているため台所から離れられず、困った顔でこっちを見たり玄関を見たりしている。あいも知らなかったようだ。

　そして天使は早く将棋が指したいらしく、脇目もふらず和室に降臨。

　鐘ヶ坂先生は突然現れた金髪激カワ幼女の存在が信じられないようで、呆然ぼうぜんと尋たずねた。


「あなたは…………どなた？　天使……？」



「しゃうだぉー？」

「しゃう……さん？　日本人じゃないわね？　そんな子が、どうして──」

「しゃうね？　きょーね？　みんなでしょーぎのけんきゅーかい、すぅの」

「研究会？　それは何ですか？」


「んーと、んーと…………おとまりっ！」



「お泊まり」

　俺はこの時ほどシャルちゃんの日本語の拙つたなさを恨うらんだ瞬間はなかった。

　鐘ヶ坂先生は何かに気付いたように尋ねる。

「……あなたも九頭竜さんの弟子？　なの？」

「んーん」

「違う？　じゃあ九頭竜さんとはどういう関係──」

「しゃうはね？　ちちょのね？　およめたんなんだよー」

「　　　　　　　　」

　鐘ヶ坂先生の顔から、表情というものが抜け落ちた。

「しゃうね？　ちちょにね？　でてぃにしてっていったの！　でもちちょ、しゃうはでてぃにできないって。だかぁね？　かぁりにね？　およめたんにしてくれたんだぉー」

「そうですか……弟子にはできないけど、お嫁さんに……」

　あわわ……あわわわわ……。

「けぉね？　しゃうね？　およめたんもいいけぉね？　しょーぎいっぱいいっぱいべんきょーして、ちちょのでてぃに──」

「九頭竜さん」

　まだ何かを必死に喋しゃべり続けているシャルちゃんを見詰めたまま、鐘ヶ坂先生は言った。

「児童相談所への通報は、やめます」

「えッ!?　ありがとうございます!!」

「警察に通報します」


　ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ!!



「言うでしょ!?　小学校の先生だって言うでしょ!?　小さい子に『好き！』って言われて冗談で『じゃあ結婚してあげる！』って言うことなんていくらでもあるでしょ!?」

「そうですね」

「だったら──」

「でもその幼児を自分の家に連れ込んでお泊まりさせたら犯罪ですから」


「反論できねぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」



　がっくりと膝から畳に崩れ落ちる俺に、シャルちゃんが「ちちょ、だいじょーぶ？　げんきでるおまじない……すぅ？」と優しく声を掛けてくれた。

　なおシャルちゃんの『元気出るおまじない』は頰にチューすることなので、そんなこと今されたら元気は出るけど刑務所に入ることになる。

「どうして前任者はこのような暴挙を見過ごしていたんですか!?　こんなものは修業でも何でもありません！　不純ロリ交遊ですッ!!」

　不純ロリ交遊!?

　あまりにも斬新な鐘ヶ坂先生による罵ば倒とうに衝撃を受けていると──

「シャルちゃん！　一人で先に行ったら危ないです！　はしゃぎすぎなのです！」

「あやのんだって、くじゅりゅー先生に早くあのことをお願いしようって集合時間を三時間も繰り上げたじゃーん！」

「あうあう……そ、それとこれとは──」

　新たに顔を出した二人のＪＳ。

　そのうちの一人を見て、鐘ヶ坂先生はびっくりした顔をする。


「あなた…………水越みずこしさん？」



「わっ！　鐘ヶ坂せんせーだ！　なんでここにいんの!?」

　そういえば澪ちゃんは今年もあいと同じクラスらしい。

　つまり鐘ヶ坂先生は澪ちゃんにとっても新しい担任だ。

　しかし澪ちゃん……俺の名前は未だに正確に発音できないのに、同じくらい難しい鐘ヶ坂先生の名前は既に完璧に発音できるのは何故なんだい……？

　そんな澪ちゃんはゴールを決めたサッカー選手がするみたいに膝から滑るように床に正座すると、両手を突いて深々と頭を下げた。膝スライディング土下座どげざである。

「くじゅるー先生！　今日は澪、先生にお願いがあるんです！」

「ん？　お願い？」





「澪たち────みんなで『なにわ王将戦』に出ようと思うんですっ!!」






「なにわ王将戦って……つまりアマチュア小学生の将棋大会に？」

　俺は他の二人の顔を見つつ、

「綾あや乃のちゃんとシャルちゃんも？」

「はいです。研修会の日程とも被ってないですし、力試しのためには大会に出るのもいいと、幹事の久留野くるの先生からも勧められたのです」

「おー！　しゃうもでぅよー！」

　大会……ねぇ。

　俺が最後に出たのは、もう十年近く前の小学生名人戦だけど……。

「出るとなると、澪ちゃんと綾乃ちゃんは高学年の部で、シャルちゃんは低学年の部か。男女の区別がない厳しい大会だけど……今のみんななら上位入賞も夢じゃない」

「「ほんと!?」」

「ただ研修会より持ち時間が少なかったり、一日でかなりの数の対局をこなさなきゃいけないからね。それに合わせたトレーニングをしないと勝ち上がるのは難しいよ？」

　アマチュアの将棋大会は、プロの対局とは違った難しさがある。

　だから退会した奨励会員がアマ大会に出ても最初はコロッと負かされるなんてのはよくある話で。


「それは澪もわかってます！　研修生だからって勝てるとは思ってなくて……今年の小学生名人戦も、府大会で負けちゃったし…………でもっ!!」



　澪ちゃんは土下座したまま悔しそうに唇を嚙むと、

「だからこそ！　くじゅるー先生に鍛きたえ直してもらいたいんです!!」

　今まで見たことがないほど真剣な表情で訴えてくる澪ちゃん。

　今年の正月、俺はこの子に『女流棋士になりたい！』と相談されて、こう答えた。

『学生のうちにアマチュア女子で日本一になりなさい』

　それを澪ちゃんなりに真剣に考えた結果が、こうして大会に出るということなんだろう。

　そして澪ちゃんに火を点けたのは、俺の将棋と、俺の育てた二人の弟子だった。

　だとしたら俺には……この子を鍛えてあげる責任がある。

「……なにわ王将戦には、どのみち俺も対局で行かなきゃいけないからね。だから当日のコーチ役はできないけど、それでいいならもちろんＯＫだよ！」

「『賞金王戦』ですよね!?　出場おめでとうございます！」

　賞金王戦とは、獲得賞金上位十二名のみが出場できるという棋戦だ。

　全国各地のこども大会に併設される形で開催される変わった公式戦で、公開対局＋和服着用という、小学生への将棋普及に思いっきり舵かじを切った棋戦でもある。

　ちなみに俺の対戦相手はもう決まってて、小学生がメチャ喜びそうなヤツが大阪にやって来る予定だ。ＪＳ研のみんなも来てくれるなら気合いも入るってもんだぜ！

　と、そんなことを考えていると。

「九頭竜さん。今のお話ですが──」

　俺の肩をつんつんしながら、鐘ヶ坂先生が尋ねてくる。

「部活の大会みたいなものですか？」

「そうですね。それの全国大会規模のものを思い浮かべていただければ。なにわ王将戦は小学生を対象にした西日本で最大規模の大会で、千人以上が集まります」

「雛鶴さんもそれに？」

「いえ。あいはもうお金をもらって将棋を指すプロの一種なので、こういうアマチュア大会には出場できないんです」


「…………」



　鐘ヶ坂先生はしばらく何か考え込む。

　そして唐突とうとつにこんな提案を口にした。

「……わかりました。ではこうしましょう」

「はい？」

「九頭竜さん。あなたが水越澪さんを指導して、その大会で優勝させてあげてください。そうすれば雛鶴さんの保護者としての資格ありと認めましょう」

　ええ!?

　俺が澪ちゃんを……優勝させる？

「で、でもそれを言ったら、あいはもっとすごい大会で結果を残してて……それで女流棋士になれたわけで……」

「雛鶴さんはもともと才能があったからこそ石川いしかわ県からわざわざ転校して来たわけですよね？　いわば越境入学で獲得したスポーツ特待生のようなもの」

　さすが教師だけあって鐘ヶ坂先生は上手い表現をする。

「その点、水越さんは最初から我が校の生徒でした。九頭竜さんの指導力が純粋に問われると思いませんか？」

「そ、それは確かに……」

「学校側も協力を惜しみません。そうだ！　うちのクラスで将棋の授業をやってみませんか!?　あなたの仕事ぶりも拝見できますしね。そうしましょう！」

「ええ!?　お、俺が……あいの小学校で授業を!?」

「不服が？」

「い、いえ。むしろ小学校に将棋普及ができるなら、こちらとしても願ったりではあるんですが……」

　鐘ヶ坂先生が言ったような感じで小学校に将棋の出前授業をすることは、かなり頻繁に行われている。プロの中には東大の客員教授もいるほどだ。

　公立小学校の授業への将棋導入は連盟の悲願。

　理事会に相談してもまずノーとは言われまい。

「せっかく学校の近くですし将棋会館へも行きたいですね！　職場体験学習ということにして、雛鶴さんがお仕事？　対局？　してる現場をクラスで見学……うん！　色々できそうです！」

　澪ちゃんが目をキラキラさせながら叫んだ。

「じゃあさっそく今日から大会の日までくじゅるー先生ん家ちで合宿していい!?」

「ダメに決まっているでしょう」

　鐘ヶ坂先生は即答した。ですよねー。
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　そんなわけで鐘ヶ坂先生は澪ちゃんたちを連れ去ってしまい、我が家でのＪＳ研開催はしばらく禁止。

　あいの内弟子修業については保留ということになった。

「気がつけばすっかり日も暮れてるな……あい、今日はもう疲れたから出前を取ろう」

「わーいでまえー！　あいピザ食べたいです！」

「ピザね。注文しとくから先にお風呂に入っちゃいなさい」

「了解ですー」

　ぽんぽん服を脱ぎながら、あいは脱衣場にとっとこ駆けていく。

　疲れ果てた俺は自室のベッドに倒れ込みながら、

「……けどあの先生、将棋に理解があるのかないのかよくわかんないよなぁ？　なにわ王将戦の話をしたら急に態度変わったし……」

『さすが師匠です！　お見事な説得でした！』

　バスルームから返ってくる弟子の声に苦笑しつつ、俺は答える。

「とにかくあいは女流名跡戦に集中してくれ。それが俺にとって一番嬉しいし、あいにとっても必要なことのはずだ」

『はい！　ぜったいに女流タイトルを獲りますっ!!』

「頼むぞ？　マジ頼むぞ？　最近あいのお母さんからもプレッシャーが強くてな……この前の女王戦で久しぶりに『ひな鶴』に行ったら将棋ミュージアムという名の娘の記念館みたいなのおっ建ててたんだぞ？　しかもそこには既にもうあいが女流タイトルを獲得した時のためのスペースなんかも作られててだな……」

『師匠すみませんー。そろそろあたま流しますー』

「ああ、うん。こっちこそゴメン。どうぞ……」

　しゃわわわわー……。

　あいはシャワーで髪の毛のシャンプーを流し始めたようで、会話が途切れた。

「出てきたら、将棋を指す前に髪を乾かしてあげないとな……」

　あいと一緒に暮らし始めて季節が一巡りした。

　弟子に取った時、ご両親とした約束は──

「……中学卒業までに女流タイトル獲得」

　あいは破は格かくの天才で、とんでもない勢いで伸びてはいる。

　最近は妹弟子である夜叉神天衣の活躍に刺激を受けてやる気も十分。さらに一つ上のレベルに行ける絶好のタイミング!!

　では、あるんだけど。

「だからって簡単にタイトルが獲れるほど、女流棋界の現状は甘くない……か」

　俺は読みかけの将棋雑誌をパラパラめくりながら呟く。

　そこには《茨いばら姫ひめ》こと花立はなだち薊女流五段と、《研究会クラッシャー》鹿路庭珠代女流二段の対談が掲載されていた。

「あいの序盤が穴だってことまでご丁寧に指摘してくれてるな。確かにデビュー以来、そこを突かれて苦戦してるのは事実だけど……」

　現在、女流タイトルは六つ。

　そのうち女王と女流玉座じょりゅうぎょくざは姉弟子が持ってる。これは、まず獲れない。

　では女流じょりゅう帝てい位いを狙うか？

　タイトル保持者ホルダーは《捌きのイカヅチ》祭神雷いか。才能だけなら姉弟子よりも上の化け物で、プロ棋士との対戦成績は互角以上。

「あいは雷に勝ったことがある……とはいえ、あれは持ち時間が少ない公開対局で、しかも相手が思いっきり油断してたからな。長時間の番勝負で雷に勝つには経験が圧倒的に足りない」

　じゃあ女流玉将じょりゅうぎょくしょうは？

　月夜見坂さんが持つこのタイトルは三番勝負で、しかも早指しだ。

　終盤力ならあいにも分がある。

「ただ……月夜見坂さんは雑なように見えて研究家だ。特に横よこ歩ふ取りや相あい掛がかりといった空中戦では無む類るいの強さを発揮する……」

　そこから付いた異名は《攻める大天使》。あいは得意戦法の相掛かりで、月夜見坂さんに赤あか子ごの手を捻ひねるが如く簡単に負かされた。

「あの一戦がきっかけになって、あいの弱点が序盤にあるって露ろ呈ていした……花立さんや鹿路庭さんが言うように序盤の知識を詰め込めば多少は有利に戦えるんだろうけど」

　でも俺には、それをしたくない理由があった。

「それをやってしまうと……あいは間違いなくタイトルを獲れない」

　ならば山城やましろ桜おう花かはどうか？　《嬲なぶり殺ごろしの万智まち》は同じ関西所属。あいが這はい上がるには必ず破らなければいけない壁だ。

「それだけに向こうも対策を立ててるのは間違いない。観戦記者でもある供御飯くぐいさんは他のタイトル保持者とは比較にならないくらいあいの情報を摑んでる……」

　しかも天衣の観戦記を書く際に供御飯さんはあいに色々吹き込んだようで、いつの間にか『鵠くぐい師匠』と呼んで絶大な信頼を寄せるようになっていた。

「そうなると将棋も勝てなくなるんだよなぁ不思議なことに」

　女め狐ぎつねめ……戦う前からリードを奪いやがった。

「こうなってくると妹弟子の綾乃ちゃんの存在すら疑わしくなってくるよなー。ＪＳ研が結成されたのは偶然なのか？　まさか供御飯さんが……」

　もしＪＳ研を利用してあいの情報を得ているとしたら、研究会の存在はかえって足枷となりかねないが……さすがに考えすぎか？

　経験、序盤の知識、盤外ばんがい戦術を含むメンタル。

　どれも今のあいには圧倒的に足りないものだ。そして、それを伸ばしてる時間はない。

「となると、最後に残るのは──」

　女流名跡。

　釈迦堂しゃかんどさんは研究会で姉弟子を吹っ飛ばすほどの豪腕ではあるが、将棋自体は古い。

　そして何より……桂香さんでも勝ててしまう程度には衰えている。

「女流棋士会長としての仕事も忙しいだろうし、将棋教室もやってるから弟子の育成にも気を配らなきゃならない」

　過去の経験値と信用が他の女流棋士と比べて隔絶かくぜつしているため強いはずだと思い込んでしまうが、確実に衰おとろえてる。

「……その証拠に、他の棋戦じゃもう何年も結果が出てない。力は衰えてる」

　特に終盤力の衰えは隠しようがない。

　そしてその終盤力を誰よりも持つのが、雛鶴あい。

　五人の女流タイトル保持者の中で最も相性のいい相手といえる。

　おまけに同じブロックに入ってた天衣が予選で早々に負けた。ビッグチャンスだ。

「……喜んでいいんだか、悪いんだか」

　あいはこれまで天衣に勝てたことは一度もない。二人の棋力には明確に差がある。そして天衣は現時点で既に他のタイトル保持者と互角に戦いうる力を持っている。

　勝ち上がってタイトルに挑戦できるのは、一人。

　天衣がいる以上、あいはタイトルに挑戦することすら極めて難しい。

　その天衣が予選一回戦なんかでコロッと負けた。女王戦があったからそっちに意識を持って行きすぎてたんだろう。

「今の天衣にはそういう甘さがまだある。すぐに消えるだろうけど」

　あいにとって重要なのは、これが女流名跡戦だったってことだ。

「女流名跡戦は予選を抜けて挑戦者決定リーグ入りすれば九局も指せる。強豪を相手に貴重な実戦経験を積める……」

　将棋を覚えて二年に満たないあいにとって、経験値は一番不足しているもの。

「歯車さえ嚙み合えば……強くなれる。はず」

　公式戦という真剣勝負で経験を積みながら強くしていく。

　そして今の釈迦堂さんに五番勝負で三つ勝つ。

　綱渡りじみたプランだが……。

「……もしかしたらこれが最後にして最大のチャンスかもしれない。そのためにも次の女流名跡戦予選決勝は絶対に勝たなきゃいけないんだけど……」

　次の相手は、油断したとはいえ序盤の天才である天衣に勝ってる。かなりの序盤巧者こうしゃだろうし……雑誌に載ってる花立さんの言葉によれば、そもそも相当な才能の持ち主のようだ。

「小学生名人だって？　《不滅の翼》か……聞いたことないけど、どんな人なんだ？」

　ネットで調べてみようとスマホを手に取った、その時。

　ピンポーン。

「はぁーい！」

　インターホンが押されて、俺は返事をする。こんな時間に誰だろう？

　ピンポーン。ピピピピピピンポーン！

「はいはいはいはい！　いま出ますから連打しないで！」

　あいが風呂入ってる時に誰か来るっていうのはフラグというか嫌な予感がもりもりするんだけど姉弟子は東京とうきょうで行われる三段リーグの初日に備えて今日からもう向こうのホテルに泊まってるからあの時のような襲撃はあり得ない。安心だね！

「でも……だとしたら誰だ？　桂香さんかな？　それとも鐘ヶ坂先生が何か忘れ物でもして引き返してきたとか？　出前ピザが届くにはちょっと早いけど──」

　そんな予想をしつつ玄関を開ける。

「はいはい。どちら様？」
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　マジ………………どちら様？



「きさまが竜王ドラゲキンじゃな？　わらわを玄関先で待たせるとは万ばん死しに値するぞ」

　目の前のロリは、幼女特有の舌っ足らずな口調で、妙に芝居がかった喋り方をする。

　何だろうこの子？　既視感が……。

「くっくっく。わらわの急襲に驚いて声も出ぬようじゃな？　噂どおり関西棋士は鈍いのじゃ」


　のじゃ……？



　ロリ……？


　獣耳………………小学生…………？



「おいドラゲキン！　さっきから何を黙っておるのじゃ!?　わらわのことが見えぬのか！」

「あっ！　ごめん。ちょっと意識飛んでて」

「ふん……雑草ざっそうめ」

　ざ、雑草？

　随分と特徴的な喋り方をする子だ。小学校で流行ってんの？

「えーと……あいのお友達とか？　かな？　悪いけど今ちょっとお風呂に入っちゃってて、もしよかったら上がって待っててもらっても──」

「友じゃと？　笑止！　わらわと並び立つ者など誰もおらぬのじゃ」

「へ？」

「真の王たる『小学生名人』は天上天下てんじょうてんげにわらわただ一人っ！　あとは有象無象うぞうむぞうの雑草にすぎん！」

　のじゃロリ獣耳ＪＳはそう言って薄っぺらい胸を張る。

　口から飛び出る言葉の大半はわけがわからなかったが、聞き捨てならないセリフがあった。

「小学生名人……だと!?」

『小学生将棋名人戦』。

　それは年に一回東京で開かれる、小学生を対象とした将棋の全国大会。

　その歴史は四十年以上にも及び、歴史・格式・そして参加する人数も他のこども大会とは比較にならない。

　なにわ王将戦も大きな大会ではあるが……予選も含めれば三ヶ月もの時間をかけて日本全国で唯一の勝者を決める小学生名人戦とは、比べるべくもない。

　準決勝と決勝は地上波テレビで放送されるから注目度も抜群。

　そして何より……小学生名人戦は単なる将棋大会の枠を超えた役割を担っている。

　小学生名人の肩書きは将棋を指す全ての少年少女の憧あこがれだった。

　それが──


「…………こんなんになっちゃうのぉ？」



「失礼なヤツじゃな!?」

　のじゃロリは獣耳を逆立てて怒る。どうなってんのこれ？

　でも将棋関係者じゃなかったら俺の住所とか調べられないはずだし、それはそれで色々と謎は残る。

「そういえば……そろそろ小学生名人戦の決勝戦をやる時期か。最近はテレビで放送されるまで結果を知りたくなかったから見ないようにしてたけど……」

　でも連盟のＨＰや新聞には結果が出てるはずだ。

　スマホを操作して検索する。今年の小学生名人の名前は──




『神鍋かんなべ馬莉愛まりあさん（東京・５年生）』




　謎は全て解けた。


「歩夢あゆむの妹だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ────────ッッッ!!」



　思わず絶叫していた。

「うわすっげ！　そっくりじゃん!?」

　俺はマリアちゃんを抱き上げて顔をまじまじと確認する。このヘンテコリンな感じが昔の歩夢にそっくりで急に親しみを覚えるわ。抱っこして頰ずりしちゃう。かわいいかわいい。

「のじゃじゃじゃじゃじゃじゃじゃじゃ!?」

「あっはっは！　そりゃあの兄貴と一緒に暮らしてりゃ変な格好や喋り方するようになるし、将棋も強くなるよなぁ！」

「や、やめるのじゃー！　わらわを子供あつかいするにゃー！」

　そんな感じでマリアちゃんとイチャついてると、


「師匠!?　どうなさったんですか!?　そんな大きな声、出し……て………………」



　玄関先での騒ぎに驚いて、裸のまま風呂場からあいが飛び出してきた。

　そして……お風呂で温まっていたはずなのにその視線と声は一気に氷点下ひょうてんかに突入して、さらに下がっていく。

「……ししょう？　なんで獣耳を付けた女の子を抱っこしてなでなでしてるんですか……？　さっき鐘ヶ坂先生にあれだけ言われたのに、もう不純ロリ交遊ですか……？」

　俺は顔面蒼白、マリアちゃんもびっくりだ。

「す、すっぱだかの幼女じゃと!?　おのれロリ王！　聞きしに勝るクズっぷりよ！　わらわも裸にひん剝いて貴様の薄汚い孕はらみ袋ぶくろにするつもりじゃな!?」

「お前の兄貴や関東の連中は俺のことを何て言ってるんだよ!?」

　こんな小さな女の子に何を吹き込んでんだあいつら!!

「そこにいるのは俺の内弟子の雛鶴あい！　女流棋士だから知ってるだろ!?　あい、この獣耳は歩夢の妹の神鍋馬莉愛ちゃん！」

「ゴッド先生の!?」

「聞け。雑草」

　俺に抱っこされたままマリアちゃんは家で考えてきたであろうカッコいいポーズを取る。

「わらわこそが《白銀しろがねの聖騎士シュヴァリエ》ゴッドコルドレン歩夢の妹にして、気高き《永遠の女王エターナルクイーン》釈迦堂里奈りな女流名跡の弟子になるべき者！　雑草とはちがうのじゃ!!」

　兄貴のように堂々と名乗りを上げたマリアちゃん。

　嚙まずに言えたのは立派だけど──

「あれ？　歩夢じゃなくて釈迦堂さんの弟子に？」

「我がマスターの御おん名なを気安く呼ぶでない！　この孕ませドラゲキンめが！」

　は、孕ませドラゲキン……。

「歩夢など……ヤツは小学生名人を獲れなかった不肖ふしょうの兄なのじゃ。失敗作じゃ。わらわこそがマスターの最高傑作なのじゃ！　それなのにマスターは……ぶつぶつ……」

　何だろう？　事情がありそうだけど……。

　あいは色々と警戒した様子で尋ねる。

「マリアちゃんも女流棋士を目指してるの？」

「貴様のような素人と一緒にするな雛鶴あい！　小学生名人たるわらわが目指すものはプロ棋士のみ！　女流棋士など最初から眼中にすらないのじゃー!!」

「ッ……!!　奨励会受験するってことか……！」

　さっきは説明しそびれたが、小学生名人戦には他の大会にはない大きな役割がある。

　奨励会への登竜門とうりゅうもんとしての役割だ。

　あの名人も、そして俺も姉弟子も、小学生名人を獲得してから奨励会に入った。


　なぜなら小学生名人は────奨励会の一次試験が免除されるから。



　それだけの実力と才能があるという証明なのだ。小学生名人とは。

「なるほど……さすが歩夢の妹。変な格好してるだけじゃないな。頑張れよマリアちゃん！」

「マリアちゃん言うなし!!」

　怒られた。知り合いの妹だとつい子供扱いしちゃうな。

「わらわこそがコンピューターネイティブ世代の最強！　古き将棋の破壊神にして新しき将棋を創造する超ゴッドコルドレン!!　次世代の名人は空銀子でも歩夢あにでもない！　将棋界の新たなる歴史と秩序はわらわが産み出すのじゃッ!!」

　いろいろ加えまくって超スーパーサイヤ人ゴッドみたいになってるの最高に小学生みある。かわいい。


「…………ししょう？」



　何かを察知したあいが俺の太腿ふとももに爪を立てて痛い痛い痛い！　血が出るから!!

　俺はマリアちゃんを床に下ろして適度な距離を取ると、調子を合わせるように叫んだ。

「お、おそろしいヤツ！　どんな目的があって我が家に踏み込んで来たんだー!?」

「くっくっく。わらわが孕まされる危険を冒してまでドラゲキンの巣を訪れた理由は二つ……」

　マリアちゃんは小さくてぷにぷにした指を二つ立てて宣言する。

「一つは、この関西にも我が一門クランの名を轟とどろかせるため！」

　……どういう意味だ？

「小学生名人に続き、なにわ王将戦もわらわが獲る！　そのための下した見みに来てやったのじゃ！」

「なにわ王将戦に出る……だって!?」

「空銀子、夜叉神天衣、雛鶴あい、そしてドラゲキン……貴様ら一門のせいで最近の将棋界は『西高東低』などと呼ばれておるが、わらわがなにわ王将戦を制し、そして賞金王戦でも我が一門が貴様に勝つことで大阪を完全に征服してやるのじゃ!!」

「ッ!!　……そうか。そういうことか……！」

「どういうことなんですか師匠!?」

「まだ一般には発表されていないが……なにわ王将戦と同時開催される賞金王戦で俺と席上対局するのは、マリアちゃんの実兄・神鍋歩夢六段!!」

「ええ!?　ご、ゴッド先生と……師匠が!?」

　驚くあいをバカにしたように見つつ、マリアちゃんが尋ねる。

「雛鶴あい。貴様、詰将棋がたいそう得意だそうじゃな？」

「ふぇ？　う、うん。『将棋図ず巧こう』と『将棋無む双そう』は解いたけど……マリアちゃんも解いた？」

「無双図巧を!?　……ふん！　つ、詰将棋などという前時代的なトレーニングなど無意味！　時間の無駄なのじゃ残念じゃったなバーカ!!」

　負け惜しみのように言うと、マリアちゃんは話を戻して、

「そして、ここに来たもう一つの目的は──!!」

「「もう一つの目的は!?」」


「…………」



　マリアちゃんは口を引き結ぶと、じわりと目に涙を滲ませて、絞り出すようにこう言った。


「………………おさいふ、おとしちゃって…………おかねない……」



　世の中、世知せち辛がらいのじゃ……。




　要するに……知り合いが一人もいない大阪の地で無む一いち文もんになってしまったマリアちゃんは、兄貴から聞いて知っていた俺の家に助けを求めに来たのだった。

　その後マリアちゃんはちょうど対局のため関西将棋会館に来てた関東の鳩待はとまち五段（関東奨励会の幹事で俺も歩夢も奨励会時代にお世話になった）に引き取られ東京へ帰っていった。

　間抜けだ。のじゃかわいい間抜けだ。

　けど……澪ちゃんたちは、あの子に勝たなきゃいけないわけか。

　小学生名人を獲った、同世代最強の天才に。





[image: ]　　澪の事情






「ただーいまー」

　家に帰ると、テレビを見てたママがびっくりした。

「あら？　今日は九頭竜先生のお家に泊めていただくんじゃなかったの？」

「そうだったんだけどねー」

　ランドセルをソファに向かって放り投げる。ぽすん。

　そのまま自分もソファに座って、ランドセルからタブレットを取り出しながら、ママに言う。

「おなかへったー！　何かない？」

「お泊まりだと思ったから、大したものは作れないわよ？　冷凍したご飯があるから……シーチキンでピラフ作ってあげるわ」

「わーい！　ぴらふぴらふ～」

　澪、ママの作るピラフ大好き！

　あいちゃんの作るご飯が食べられなかったのは残念だけど、ピラフならいいかな。

「パパはー？」

「お仕事で会社。今日も遅くなるって」

　もう一週間くらいパパの顔、見てない。

　澪はパパのこと好きだから寂しい。今日は金曜で、くじゅるー先生の家にＪＳ研のみんなでお泊まりできるから寂しがる暇なんてないって思ってたけど……。

　でも仕方ないよね。だってパパの会社は──

「澪」

　髪の毛を括くくりながら台所に立ったママが、コンロの火を点けて、言う。

「あのこと、もう学校のみんなには話したの？」


「…………担任の先生には言った」



「そう。月曜の家庭訪問で、お母さんもちゃんと先生と相談するから。あんたもすっぽかすんじゃないわよ？」

「んー」

「ちょっと澪？　聞いてるの？」

　あんま聞いてなかった。もう頭のスイッチがピラフから将棋に切り替わってたから。

　タブレットの将棋アプリを起動させると、通信対戦モードで三分切れ負けの対局開始！

「よーし！　勝つぞぉー!!」

　なにわ王将戦で絶対に優勝するって決めたから、ちょっとの時間も無駄にできない。

　一局でも多く指す。一点でもレートを上げる。

　ピラフができてからも対局を続けてたから、ご飯が冷めるってママに怒られちゃった。
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　二一歳の誕生日。私は──────死んだ。







「………………負けました」



　三連勝しなかったら奨励会を退会となるその日、三局目で私は頭を下げていた。

　一局目はギリギリ勝てた。

　二局目は圧勝。

　けど三局目はボロ負けだった。

　連勝で気が大きくなって、先せん手て番ばんで珍しく序盤から積極的に攻めていって、それで自分から転んで負けた。


「…………ま、こんなもんだよね……」



　人生最後の例会がこんな終わり方だなんて冴えないけど、情けなさや悔しさよりも『やっぱこうなるよね』みたいな感情が勝った。二一歳で２級。才能も努力も明らかに足りない。

　その例会では仲のいい二段の先輩も退会になった。

　同門の兄あに弟子でしで、研究会で将棋を教わったり東とう京きょうでの生活の面倒も見てくれた、本物の兄のような存在。

　退会の日まで一緒になることなんてないのにと思いつつも……一人でひっそり奨励会を辞めなくてもいいことに少しだけ慰めを感じていた。

「……これまで、ありがとうございました」

　二人で一緒に奨励会幹事の先生に挨拶あいさつをしに行った。

　奨励会幹事は二人一組でこなす。年輩の先生と、若い先生。

　無数の奨励会員を見送ってきた年輩の先生は淡々としてたけど……若いほうの鳩待はとまち先生は、私たちの将来をとても心配してくれた。

　二人とも高校すら卒業してない。将棋以外のアルバイトもしたことがない。

　特に、兄弟子はもう二六歳になっていた。

　私はまだ二一歳。とはいえ故郷の大分おおいたに帰ったところで、特に何かできることがあるわけじゃない。やりたいことも思いつかないし、そもそも帰ってどうなるかとも思う。昔の友達とも切れてしまってるし。

　ぼんやりとそんなことを考えてると、事務局の中が急にざわつき始めた。

「騒がしいですけど……何かあったんですか？」

　私が特に何も考えずに尋ねると、鳩待先生は少し言いづらそうに、

「ん？　ああ、関西でやってる奨励会編入試験の件でね」

「辛香からこさん……でしたっけ？　元もと奨しょう三段の……」

　十四歳で三段になったのに、そこから年齢制限で退会。

　でもアマ大会で無双して、また三段リーグに挑もうとしてる辛香将司しょうじさんのことは、奨励会員の中でも様々な議論を呼んでいた。関西の出来事ということもあり、関東では否定派が圧倒している。私も兄弟子も否定派だ。往生際が悪いと思う。

「辛香さん、さっき勝ったみたいでね。最終局に結果が持ち越されたんだ」

「それでこんなに盛り上がってるんですか……」

　退会はひっそり、入会は騒がれて……奨励会はそういう場所だ。私も入会の時は……。

「いや、それだけじゃなくてね」

「他に何か？」

「次の試験官が《浪速なにわの白雪姫しらゆきひめ》なんだ。ほら、彼女もあと一勝で三段に上がることができるから。鬼おに勝負しょうぶってわけで、テレビ局とかから問い合わせが殺到してて」

「そう……なん、ですか……」

《浪速の白雪姫》──空そら銀ぎん子こ女流二冠。奨励会二段。

　関西の奨励会員だから対局したことはなかったけど、面識はある。私は女流のタイトル戦で彼女の棋譜きふを取ったことがあった。

　もう四年ほど前のことで、その頃はまだ奨励会の４級とかそれくらいだったはず。

　それが……いつのまにか私を抜いていた。


「三段…………十五歳で、三段……」



　神様は不公平だと思った。あんな妖精みたいに綺き麗れいで、若くて、おまけに将棋まで強い。

　けど……逆に諦あきらめもついた。

　あんなに輝いてる人じゃなくちゃ将棋も強くなれないんだ……私なんて最初から無理だったんだ……乾いた笑いが自然と浮かぶ。

　鳩待先生は兄弟子に優しく語り掛けていた。

「今は何も考えられないかもしれないけど、落ち着いたら連絡をしてくれ。きみは塾生としても真面目まじめに取り組んでくれた。将棋以外の道に進んでもきっと成功できるから。いくつか紹介できる会社もあるから……」

　兄弟子は無言で頷うなずいていた。

　確かに先生が言う通り、兄弟子は人に好かれるし、要領もいい。

　そんな兄弟子のことが私はずっと羨うらやましかった。将棋界から出ても、兄弟子なら立派にやっていけるだろう。

　でも……私は……。

　そして鳩待先生は私の方を向く。死刑宣告をするかのように。

「岳がく滅鬼めきさん」

「はい」

「女流棋士になれるけど、どうする？」





「……………………はい？」



「知らないの？　この前の棋士総会でそういう規程ができたんだよ。奨励会で２級以上の女性は、その級位で女流棋士に編入することができるって」

　ぐにゃり、と世界が大きく歪んだ。


「え……？　そ…………ええ？」



「まあ当然といえば当然の規程なんだよ。奨励会で２級といえば、ほとんどの女流棋士よりも強いんだからね。きみならタイトルにも手が届くんじゃないかな？」

　女流棋士？

　タイトル？


　私は……今日で将棋を辞めるんじゃ……？



「女流棋士になるなら早いほうがいい。女流名跡じょりゅうみょうせき戦のエントリーは今日で締め切られてしまうからね。今ここで申請していけばギリギリ間に合うはずだ」

　ぐらぐらと床が揺れていた。何を言われてるか、さっぱりわからなかった。

「いいね？　女流棋士になるってことで」


　私は……私は────




「は…………い」



　そう、頷いていた。

　その瞬間の兄弟子の顔を、私は一生、忘れないだろう。

　……でもだって、仕方ないじゃない？

　私は兄弟子と違って……将棋の他に何もないんだから……。

「おめでとう……と言っていいのか」

　兄弟子の手前もあってか、先生は複雑そうな表情で、新たな女流棋士の誕生を祝福した。

　いつの間にかその後ろに来ていた連盟職員が、一枚の紙とペンを私に差し出す。

「岳滅鬼先生。さっそくですが、こちらの申請書にサインしていただけますか？」

　死んだはずの私は……『先生』と呼ばれるようになっていた。

　隣にいたはずの兄弟子は、音もなく事務局から消えていた。

　一人ぼっちで社会そとに放り出される兄弟子を、私は見捨てた。

「先生。サインを」


「………………」



　言われるがままペンを持ってその紙にサインした。




　そしてそのままトイレに行って、胃の中のものを全て吐いた。
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　モーニングコールが鳴る前に目が醒めた。


「………………三時間か。眠れたほうかな……」



　前日入りした東京のホテル。眠れないのは枕が変わったからじゃなく、奨励会の前日はだいたいこうだ。

　シャワーを浴びて頭を覚醒させると、テレビの電源を入れる。

『こちらが今朝の将棋会館前です！　まだ《浪速の白雪姫》は到着していません！』

「……でしょうね。ここにいるから」

　思わずテレビに向かって突っ込んでしまった。

　身支度する手を止めてチャンネルを切り替える。

『大阪おおさかからやって来た将棋界の姫が、史上初の快挙に挑みます！』

『遂に始まる三段リーグを今朝は徹底解説！　空銀子ちゃんのプライベートにも王手です！』

『今日のトップニュースはもちろん白雪姫！』

　どの局も私の話だ。プライベートに王手って……。

「……もっとほかに報道することがあるでしょうに」

　諦めて、身支度を続ける。

『空さんと最初に当たる相手は坂梨さかなし澄すみ人と三段！　二五歳という、奨励会ではかなり年長の部類になります』

『銀子ちゃんは十五歳でしょ？　だったら才能は銀子ちゃんが上じゃん』

『でも坂梨三段は先期の三段リーグで昇級まであと一歩だったんです！　残念ながら順位の差でプロにはなれなかったんですが……十三勝五敗という、昇級した人と同じ勝ち星を挙げてるんですね！　今期の三段リーグに参加する中で順位一位の超強豪です！』

『そんな人と最初に当たっちゃうの!?　銀子ちゃん大丈夫？』

『しかもそれだけじゃないんです！　実はこの坂梨三段には、意外な経歴が──』

　私はそこでテレビの電源を切った。

　対局相手の情報には飢えている。関東の奨励会は棋譜が手に入らない。

　新人戦など例外的に奨励会員が出場できる若手棋戦の棋譜だけが頼りだけど……でも結局それも数が少なくて参考にならなかった。

「中途半端な先入観はむしろ邪魔になる。そんなことに振り回されるより、自分の力を出すことに集中しないと……」

　けれど不思議なことに。


「…………坂梨澄人三段。私、この人のこと知ってる……」



　しかしそれが何故なのかは……どれだけ考えても思い出せないのだ。

　連盟職員に付き添われてタクシーで千せん駄だヶが谷やの将棋会館に到着すると、建物の前に待機していた凄まじい数の報道陣に取り囲まれた。

「対局後にコメントを発表します！　今は取材はお控えください!!」

　津波のように殺到するカメラ。

　職員さんが身を挺ていして庇かばってくれたおかげで、私は何とか建物の中に滑り込む。

　だが関西将棋会館とは違って、売店のパートさんも警備員さんも他の職員も、私のことを物珍しそうに見ている。

　そんな視線から逃れるように、対局室がある四階へ。


　──……早く将棋に集中できる場所に行きたい……。




　対局室なら他人の視線に心を乱されることはない────という考えは余りにも甘かった。



「ッ……!!」

　そこで目にした光景に私は圧倒され……言葉を失った。

　関西奨励会の数倍にも及ぶ、奨励会員。

　６級から三段まで部屋にギッシリと詰まったその全員が、私を見ていた……。


「…………失礼します」



　それだけ言って、部屋の隅に腰を下ろす。関西から遠征してきた数人は、同じようにポツンと隅で孤立している。

『関西はよそ者』という空気が、室内に満ちていた。

　午前九時。ミーティングが始まる。

　奨励会の幹事はベテランの先生と若手の先生が二人でタッグを組む。ミーティングを仕切るのは若いほうのプロ棋士だった。

　居場所のない私は部屋の隅に正座して、それが終わるのを待つ。関西は点呼が終わればすぐ対局に移るけど、関東は記録係を決めたりと、やたらと時間が掛かった。

　──いつ終わるの？　焦じれったい……。

　そんなジリジリとした時間に平常心を奪われそうになる。いろんな感情が混ざり合いすぎて心臓が破裂しそうだった。

「では三段は特別対局室に移動して一局目を始めてください」

　三段リーグの特別対局室とくたい。

　それは将棋界におけるあらゆる対局場の中で、最も神聖な場所。

『これまで俺は挑戦者決定戦の特対も、Ａ級順位戦の特対も、タイトル戦の特対も、全部経験してきた』

　いつだったか、生石おいし先生がポツリとこう漏らしたことがあった。

『だがな銀子ちゃん。同じ特対でも三段リーグの特対にだけは……特に最終局の特対にだけは、タイトルを獲った今でも軽々しく入ることはできない』

　まさに聖域。

　遂に女性として初めてその聖域に足を踏み入れた私は、自分が戦う相手の姿を求めて室内を見回す。

　──いた。あの奥の人……。

　対局したことは、もちろんない。

　女流タイトル戦で私の記録係をしたこともないはず。

　つまり一度も面識はない。

　それなのに私は、そこに座っている人が誰なのかわかった。

「坂梨さん？」

「座れよ」

　やっぱり正解だったようだ。私は会釈えしゃくだけして腰を下ろす。

　坂梨澄人三段は、聖域の……特別対局室の中を見回しながら、不意にこんなことを言った。

「ここは生いけ簀すだ」

「……？」

「三段リーグにはイワシとサメがいる。昔はよくそうやって、自分が当たる相手を分類したもんさ」

　分……類？

「わからないか？　喰う側サメと喰われる側イワシにだよ」

「ッ……!!」

「リーグ表が発表された瞬間から、俺たちは星勘定を始める。こいつはサメ、こいつはイワシ……不思議なことに、誰をどっちに分類するかは話し合わなくても自然と一致する。『格』ってヤツはな」

　坂梨さんは別に私に同意を求めるでもなく、上位者が扱うべき駒箱を摑む。

　今期の順位が一位のこの人にはその資格があった。

「イワシに分類されたヤツは悲惨だよ。そこは絶対に取りこぼせないから、誰もが死に物狂いで勝ちに来る。集中して狙い撃ちにされるのさ。だってそうだろう？　イワシになんて負けたら、それこそ自分が寄よって集たかって食い物にされちまうんだからな」


「…………」



　高校一年生で、初参加で、しかも女。

　他の三段が私をどんな目で見ているかは……聞かなくても理解できる。

　坂梨さんは駒箱を開けて盤上に駒を散らすと、こう宣言した。

「俺はサメだ」

　そして王将を自陣に打ち付けながら、

「空銀子。お前はどっちだ？」

　私は答えることができなかった。

　自分でもまだ……この場にいることに現実感が伴わないから。

「ま、いいさ。対局が終わる頃にはわかることだ」

　部屋の中では対局開始を告げる対局時計の電子音が一斉に鳴り響き始めていた。

「始めようか」

「……お願いします！」

　私は対局時計のスイッチを押し、坂梨さんは飛車を中央に振る。





　この瞬間────第63回三段リーグが始まったのだ。






　対局は、坂梨さんの先手中なか飛び車しゃに対して、私の居い飛び車しゃ穴熊あなぐまという形で幕を開けた。

　戦型を早々に明示すると、序盤は互いに防御を固める。

　奨励会有段者の将棋には、派手な一手など存在しない。

　奇襲も華麗な最新戦法も必要ない。

　互いに防御を固めた後は、ひたすら相手の手を殺すことに専念する。

　そして何より大切なのは……最初のチャンスは見逃すこと。

　優勢になっても決して冒険はせず、より確実な次のチャンスを待つ。

　勝勢になっても斬り合うことを拒み、遠回りに遠回りを重ねてじわじわと相手の心を折る。

『友達をなくす指し方』だ。

　それは泥臭く粘り強い関西将棋とも違う。

　もっと暗く……陰湿な、相手に絶望を与えるために将棋を利用するような、そんな戦い。

『楽しく将棋を指したい』なとどいう自分の心を殺してそんな指し方に徹することができた者だけが、相手に死を与えることができるのだ。

　そんな手を、お互いに積み重ね。


　長い長い中盤戦の末にリードを奪ったのは──────坂梨さんだった。




「くっ……！」



　──分厚い！　これが関東の三段の将棋……!!

　このまま攻め合っても、非力な私では到底攻め潰せそうにない。

　──勝負に出る？　それともこのまま我慢して、出るかわからない相手のミスを待つ……？

　私は奥歯を食いしばって考える。

　貴重な時間は刻一刻こくいっこくと過ぎていく。

　緊張なのか、それとも相手の気合いに圧倒されているのか……思考は空転して、まるで夢の中にいるかのように判断がまとまらない……！

　その時だった。

「……俺はこれまで二度、昇級あがるチャンスがあった」

　不意にそんなことを坂梨さんが語り始めた。

「一度は先期。そしてもう一度は……三年前の、第57期三段リーグ」

「……？」

「最終局で俺が勝てば昇級。負ければ対局相手が昇級の鬼勝負で……俺は勝勢まで行ったのに最後の最後で間違えて負けた。その一敗のせいで次点にもなれなかった。俺より明らかに弱かったはずの相手に負けたせいで……そいつはたった十五歳だったんだからな」

　まさか……!?

「九く頭ず竜りゅう八や一いち三段」

「ッ……!!」

　息を飲んで顔を上げた私に、坂梨さんはその名を告げる。

「そうさ。九頭竜は……お前の弟おとうと弟子でしは、俺を倒して四段プロになったんだ。史上四人目の中学生棋士にな」

　それでようやく腑に落ちた。

　──だから私は坂梨さんを憶えてたんだ……。

　将棋雑誌や記録映像で何度も見たはずだ。

　しかしそれは坂梨さんの顔じゃない。

　八一がインタビューを受ける間ずっと俯うつむいている、後ろ姿を。


「あの時もし俺が勝ってたら…………今頃、俺が…………俺が……ッ!!」



　勝者は永久に記憶される。

　しかし敗者の記憶は曖昧あいまいだ。たった一局が、二人の人生を……その後の将棋界を大きく変えた。

　八一の活躍を見るたびに、坂梨さんはあの勝負を悔やんだろう。


　そこにいるのが自分だったかもという想像は、将棋を指すたびに坂梨さんを苛さいなみ続けたんだろう。自分が…………竜王になっていたかもしれないという想像は。



　もしかしたらその時に負った疵きずが、先期の昇級を逃した原因だったのかもしれない。

　だとしたら──

「お前を倒して俺が上がる。悪く思うな」

　悪く思うな……か。

　戦いの中で、私はふと妄想もうそうする。

　──もし八一もまだ三段リーグにいて……ここで一緒に戦ってたら？

　坂梨さんが鬼勝負で勝ってくれていたら。

　それはきっと私にとって幸福と思える妄想だった。


　──……そこで満足しちゃってたかもね。同じ盤を挟めるのなら。



　けれど現実は、そうではなく。

　私は一人で三段リーグを戦い、八一はもう、プロの頂点に立っている。


　公式戦で八一と戦うためには…………長い長い階段を上がらなくちゃいけない。




「…………私だって……」



「ん？」

「上がるためにここにいるんです！」

　棋力も、経験も、才能も。

　私は坂梨さんに及ばないかもしれない。ここにいる誰よりも下かもしれない。

　けれど昇級やいちへの想いならば──

「絶対に！　私がッ!!　勝つッッ!!」

　気合いと共に、私は強襲を敢行した。

　ありったけの歩を突き捨て、持ち駒を惜しげもなく投じ、その代償として竜を作る。

　穴熊の固さを活かして無理矢理にでも坂梨さんの玉を脅おびやかそうという連打！

　しかし。

「穴熊だからと驕おごりやがって！　そんなんで三段リーグが戦えるかよぉ!!」

　坂梨さんは待ってましたとばかりに、私の攻めを全て受け潰す。

「結局お前はイワシさ。ピカピカ光る外見が珍しいだけの、喰われるために生まれた雑魚ざこだ」

　私の格付けを終えた坂梨さんは、そう言ってこっちを見た。サメのように獰猛どうもうな目で。


「…………！」



　それでも私は駒台に残った最後の金まで投入して坂梨さんの玉に迫ろうとする。

「言ってるだろ？　そんな直線的な将棋が三段リーグで通じるか！」

　ここで坂梨さんに、私の金打ちを受けるために二つの選択肢が生じた。

　銀を打つか。

　それとも、歩か。

「……イワシの攻めなんぞに銀はもったいねぇ。歩で十分だ」

　そう言って駒台から歩を摘み上げると、高い駒音と共に盤に打ちつける。

　──かかった!!

　だが、それは私が垂らした釣り針だった。

　私が持ち駒から虎とらの子この金まで手放したのを見て、坂梨さんは自分の銀を温存してしまった。

『銀を残せばカウンターで倒せる！』

　そう思って、坂梨さんは最初のチャンスに飛び付いてしまったのだ。

　それは奨励会のセオリーから外れた一手だった。

　私はノータイムで金を突入させ、坂梨玉に王手を掛ける。

「往生際の悪いイワシだなぁ!?　お前の攻めはもう見切ったんだよぉ!!」

　私がまだ攻め続けるのを見て坂梨さんはそう叫んだ。

　しかし次の一手を見てその顔が一気に青ざめる。重大な見落としにようやく気付いたのだ。


「竜を引いた？　………………あ!?」



　裏返せば、昇級に懸ける想いが私を上回っていたということなのかもしれない。

　三段リーグで戦い続けた経験が、順位一位というチャンスが、そして九頭竜八一の姉あね弟子でしという私の存在が、坂梨さんから冷静な判断力を一瞬だけ失わせていた。

　──悪いけど利用させてもらったわ。

　私にとって渾身こんしんの勝負しょうぶ手てだった。もし歩ではなく銀を打たれていたら立場は逆だったろう。

　あとは針に掛かったサメをじわじわと仕留めるだけ──

「ふざけんなッ!!　イワシごときに俺サメが喰えるとでも思ってんのか!?」

　しかし劣勢に陥った坂梨さんは自ら囲いを崩すと、猛然と玉を上がってカウンターを仕掛けてくる！

　──この状況でまだこんな手を!?　さすが三段ッ……!!

　受けるのが難しい中段玉で、坂梨さんは暴れ回った。

　身を捩よじって釣り糸を嚙み切ろうとする。近寄ったら逆に喰い殺されそうなその相手サメを、私は離れた場所から確実に弱らせていく。時間と体力と神経を磨り減らす我慢比べ！

　既に互いに一分将棋。

　鋭い牙に引き裂かれないよう距離を取り、釣り糸を切られないようにしつつ、追い込む。

　そして。

　──あと一撃！　あと一刺しで倒せる!!

　行き場をなくした敵玉サメが狭い岩場に追い込まれたのを見て私は勝利を確信するが──

「あっ」

　次の瞬間、自分が致命的なミスを犯したことを悟る。

　針が切れたのだ。

　坂梨さんはサメがぐるぐると回遊するかのように、駒の狭間はざまで玉を反復運動させる。

　それは、つまり。


「せ…………千日せんにち、手て…………？」



　ここで？

　ここまで追い詰めて……また一から戦うの？

　──でも次はもう、さっきみたいな心理戦は通用しない……。

　体力的にも限界に近い。

　しかも今日はまだもう一局ある。

　どうする!?　どうすればいい!?　近づいて仕留める!?　詰みを逃せば逆に喰い殺されるのに!?


　私は……私は………………!!



　──千日手になったっていい！　指し直しで先手が取れるならむしろ有利ッ!!

「千日手だとぉ!?　このド終盤で!?」

「受け容れるつもりか!?　噓だろ!?」


　打開しなかった私の指し手を見て周囲でそんな叫び声が上がったが────腹を括くくってしまえば、焦らずに局面を眺めることができた。



　なぜ千日手を選ぼうとしたのか理解できないほど圧倒的な局面だった。

　──詰んでる。しかも……難しい詰みじゃない。

　熱くなっていた身体が急速に冷えていき……まるで夢から醒めたかのように冷静な自分が、そこにいた。

　聖域のように思われた特別対局室を、単なる古びた部屋だと感じた。

　目の前に座っている強豪が、対局前よりも遥かに小さく見えた。

　坂梨さんが弱くなった？　それとも私が強くなったの？


　──…………読めた。



　完璧に詰みを読み切った私は、顔を上げて言う。

「悪く思わないでくださいね？」

「くっ……!!」

　そして千日手を打開し、坂梨さんを即そく詰づみに討ち取った。

　手数は一四〇。

　いま行われた対局の中ではブッチギリの最長手数。盤から顔を上げて見れば、対局を終えた全ての三段が部屋に残って私たちの勝負を観戦していた。

「……坂梨さんが負けたぞ……」

「……思ったより強いな……」

「……九頭竜の……あの……王の女なんだろ？　研究手でも何でも教えてもらい放題なんだろうさ……」

　そんな声が聞こえた。

　終局が遅くなったため感想戦は行われず、坂梨さんは見たくない現実を搔き消すかのように終局図を崩す。

　震える手で駒箱に駒を片付けると、呻うめくように言った。


「お前…………サメだったんだな……」



「サメでもイワシでもないわ」

「……？」

　フラつきそうになる膝に力を込め、できるだけ優ゆう雅がに私は立ち上がる。

　そして不思議そうな顔でこっちを見上げる全ての三段に向けて、静かに名乗りを上げた。

「私は《浪速の白雪姫》。世界で一番、将棋が強い女」

　平然とした表情を保てたのは、十分間にも満たない短い間だけだった。


「…………ぁ…………はぁ、はぁ…………かはっ……！」



　幹事に勝敗の報告をすると、私は女子トイレに転がり込む。

　個室に入って鍵を掛け……ようやく自由に息をすることができた。

　ベニヤの壁にぐったりともたれかかる。

　──古くて狭いトイレだけが安息の地ってわけね……上等よ。

　ここが《浪速の白雪姫》に与えられた領地。私のお城。

　みじめだけど、それが奨励会員だ。

　──味方なんて一人もいない……でも盤の前に座ればどうせ一人だもの……。

　初めての三段リーグ。

　初めての特対での対局。

　将棋が長くなったというのもあるけど、疲労度は想像以上だ。

　──こ……こんな状態で、もう一局指すの……？

　けど、逃げるわけにはいかない。指し方を変えることもできない。


　せめてゆっくり休める場所があればと思いつつ呼吸と身なりを整えて女子トイレから出ると…………そこに、赤毛の女が立っていた。



「よォ」

　わざとらしく壁に背中を押しつけるポーズで立っていたその女は、やはりわざとらしく声を掛けてきた。

「お昼休みに便所飯べんじょめしか？　性格が悪すぎて友達を無くしたオメーにお似合いだな」


「…………」



　安い挑発だった。対局も無い日に連盟までわざわざ嫌味を言いに来たんだろうか？

　無言で前を通り過ぎようとすると──

「五階の隅に女流棋士室ってのがある」

　赤毛の女……月つき夜よ見み坂ざか燎りょう女流玉将じょりゅうぎょくしょうは、そんなことを言った。

　足を止めた私の背中に向かって、さらにこんなことを言う。

「ほとんど倉庫だけど便所でメシ食うよかマシだろーし、オメーが使うぶんには誰も文句を言わねーと思うぜ？　なんたって女流二冠サマだからよ」

「……」

「たぶん今は誰もいねーし。二局目が始まるまでは誰も来ねーと思うし」


「…………」



　女流棋士室は本当に倉庫みたいに狭くて汚かったけど、誰もいなくて静かだった。そして女流玉将が言った通り、二局目が始まるまで誰も来なかった。

　だから私はそこで心と身体を休めることができた。

　認めたくないけど……それがよかったんだろう。

　二局目も勝った。一局目以上の泥仕合で。
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「連勝か。さすが《浪速の白雪姫》だね」

　若いほうの幹事の先生がそう言った。

　勝者はリーグ表に敗者の分もハンコを押す。つまり再び幹事の前に来たということは、私が勝ったことを意味していた。


　今日────私の表には『○○』と白星が二つ並んだ。



　それを見てようやく喜びが胸の中に広がっていく。

「空さんも含めて、関東の対局で連勝者は四人でした。これからも頑張ってください」

「……ありがとうございます」

　平静を装ったけど、本当は嬉しくて身体が浮き上がりそうだった。さっきまで疲労で鉛みたいになってた足が、今はステップを踏めそうなほど軽い。

　連勝。

　一時的とはいえ三段リーグの中でトップ集団に入ることができたのは、とてもとても大きな自信になった。

　自分の両隣の欄も見る。そこは空欄だった。

　──辛香さんも創多も関西で対局だからまだ結果はわからない……か。

　開幕戦がアウェイの関東、しかも相手は順位一位ということで連敗も覚悟していただけに、正直なところ『これが地獄の三段リーグなの？』と拍子抜けする気持ちもある。

「あの……これで帰ってもいいんでしょうか？」

「もちろん」

　幹事の先生は不思議そうに頷いてから、

「そういえば関西の奨励会は、朝じゃなくて対局が終わってからその日の結果を踏まえてミーティングをするんだったね？　あれ気まずくない？」

「それが当然だと思っていたので……」

　確かに退会者が出たりすると気まずい。

　自分に勝って昇級した相手に拍手するのも、かなり悔しい。

　特に関西の奨励会は昇級や降級の大一番にライバルを当てるのが伝統だ。

　そしてそれは多くの場合、最も仲の良い者を意味する。

「関東だと、退会者が出た時はどうするんです？　次の例会にわざわざ来て挨拶をするわけじゃないですよね？」

「僕が奨励会にいた頃はそういうこともあったけど、今はなくなったね。そもそも退会の挨拶がしたいっていう子もほとんどいないし。みんなひっそり辞めていくよ」

「……」

「少し前にも級位者の女の子が退会になってね。その子の場合は女流棋士に編入することになったから将棋会館に来ることもあるし、奨励会員には僕から『女流棋士になった』ということだけは伝えておいたけど……」

　幹事の先生はつらそうに溜め息を吐いてから、

「でもその子、前より将棋会館で見かけなくなったなぁ。やっぱ気まずさもあるだろうから」

　その人の気持ちは私にもよくわかった。

　仮に自分が四段に上がれなかった場合、どうするだろう？

　女流棋士になる？

　それとも将棋をやめる？


　もしくは…………人生そのものをやめる？



「すごく期待されてた女の子だったからね……僕も幹事として責任を感じちゃって。そのせいってわけでもないんだろうけど、順位戦の最終局でも二歩なんて打って昇級を逃すし……」


「っ……！」



　その時ようやく私は、この幹事の先生が自分の人生にどう関わっていたのかを思い出した。

　鳩待覚さとる五段。

　Ｃ級２組順位戦で八一と最後まで昇級を争い……この人が反則をしてくれたおかげで、八一は大逆転で昇級を果たした。

　あの時、八一は私の膝に顔を埋めて泣きじゃくっていたっけ……。


「…………すみません」



「あっ！　いやいやいや！　空さんや九頭竜くんに対して嫌味を言ったわけじゃないんだよ!?　むしろ感謝してるんだ」

「え？」

「奨励会幹事として、自分はもっとやれたんじゃないか……心のどこかでそれを後悔してることに気付けたんだからね」

　だから退会したその女性についても、できる限りのことをしたい……鳩待先生はそう言ってから、話を戻す。

「三段リーグの場合、昔は退会が決まった時点で残りを不戦敗にする人もいたけど、今は最後まで指す子が多いかな？　そういう場合って不思議と連勝か連敗に偏かたよるんだよねぇ」

　勝負の緊張が切れて連敗するか、プレッシャーから解放されて連勝するか。

　将棋には体力も必要だけど、つくづく心の格闘技なんだと思った。

　──そういえば……。

　ふと気になって、一局目の相手だった坂梨三段の結果に目をやる。


　順位一位のその場所には────『●●』と、黒い星が連なっていた。



「えっ」

　思わず声が出る。

　──連敗!?　去年、十三勝もした人が……？

「空さん」

　連盟の広報職員に声を掛けられて、私は顔を上げる。

「あと十分でタクシーが来ます。それまでに報道用のコメントをいただけますか？」


「あ…………は、はい」



　坂梨さんのことを頭から追い出すと、私はコメントを考え始めた。




　報道陣を割ってタクシーが進み始める。

　鳩森はともり神社の脇を抜け、東京体育館を横に見ながら千駄ヶ谷駅前の交差点で赤信号に引っ掛かり停車すると、助手席の女性職員が口を開いた。

「このまま品川しながわ駅で大丈夫ですか？　どこか寄らなくても？」

「はい。土産みやげは駅でも買えるでしょうし」

「お土産ですか？　ご実家用？」

「いえ、師匠ししょうに。一門の集まりがあるんです。今日の結果も報告──」

　ふと窓の外を見て、言葉を失う。

　私の視線は、横断歩道前の人集ひとだかりに吸い寄せられた。

　そこに見知った人がいたからだ。

「あ……」

　坂梨三段だった。

　歩いて千駄ヶ谷駅へ向かう途中だろうか？

　けれど対局の時は獰猛なサメのように見えたその姿は、まるで別人だった。

　俯き、背中を曲げて……何倍にも小さくなったように見えた。

　しかし私が絶句したのは、もっと恐ろしいものを目の当たりにしたからだ。





　坂梨さんは────立ったまま泣いていた。







「っ…………！」



　それは異様な光景だった。

　二十代半ばの男性が道の真ん中に突っ立って、さめざめと泣いているのだから。

　信号が青になっても、坂梨さんは横断歩道を渡ろうとはしない。

　いつからそこに立っているんだろう？

　何度信号が変わったんだろう？

　誰もが見て見ぬ振りをして足早に通り過ぎる。

　まるで坂梨さんが存在しないかのように、そこを避けて追い抜いて行く。

　泳ぎ疲れて群れから脱落し、ただ喰われるのを待つ小さな魚を、見捨てるかのように……。

　唐突に、私は気付いた。

　三段リーグは半年間で十八戦。

　昇段ラインは十四勝前後。

　つまり負けていいのは四回までで……連敗してしまえばもう、許される敗北は半分になってしまう。




　──あの人は今日、半分死んだ。




　開幕二連勝。

　無敗でトップ。

　しかしそれはかろうじて命を繫いだという意味でしかない。


　──……もし一局目に負けてたら…………今頃は、私が…………。



　羽が生えたように軽かった身体が、急に重くなったように感じた。

　足首に何かが絡み付いている。

「……？」

　ふと見れば、足首には地獄の亡者の手が絡みついていて。


　そしてその亡者は………………坂梨さんの顔をしていた。



「ひっ……!!」

　私は妄想を振り払うかのように足をぶんぶん振る。

　驚いた連盟職員が再び後部座席を振り返って、

「空さん!?　どうしました!?」

　今になって全身から冷や汗が流れ出す。

　呼吸ができないほど心臓がドクドクと跳ねる。胸が痛い。苦しい……。

「空さん？　大丈夫？　気分が悪いなら引き返します？」


「…………何でもありません。行ってください」



　横断歩道を渡ることができず泣き続ける坂梨三段イワシを置いて、車は再び走り出す。




　第63期三段リーグはこうして幕を開けた。

　地獄が。
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「わしは……嬉しい！」

　弟子や孫弟子を前にして清滝きよたき鋼介こうすけ九段は上機嫌に語り始めた。

「我が清滝一門も、プロ棋士二人に女流棋士三人、そして奨励会三段が一人という大所帯おおじょたいとなった……しかも女流タイトルも合わせれば三冠を保持する！」

　その日、俺とあいは師匠の家に呼び出されて夕飯をご馳ち走そうになっていた。桂けい香かさんが作ってくれたお好み焼き。あいの大好物だ。

　ちなみに天衣あいも呼んだらしいけど、欠席。

　いくら同門とはいえ姉弟子にタイトル戦でストレート負けしたばかりだから、さすがに顔を合わせるのは気まずいだろう。仕方の無いことだ。

　……なお、天衣に関しては俺が最初に連絡したけど返事がなかったため桂香さんが改めて連絡した。っていうか最近はＬＩＮＥをしても既読スルーされることが多くなってるんだが……それは今回の欠席と何ら関係ないはずだ。

　関係ない……よね？

　俺、避けられてるとかじゃない……よね？

「同門でタイトルを争い、あいちゃんも女流棋戦で勝ちまくって遂に女流名跡リーグ入り一歩手前まで来とる。おまけに銀子は三段リーグで連勝……今年は清滝一門の年と言っても過言やない！　そういうわけで──」

　風呂上がりのビールをグビリと飲み干して、師匠は言った。

「今年こそは我が一門から誰かが出席せんと顔が立たんくなった」

「『棋士総会』に、ですね？」

「そうや」

　俺の言葉に師匠は頷くと、声を低くしてつけ加える。


「特に今年は重要な案件が出る…………いう、ウワサを聞いた。気がする」



　不正確……。

　関東から遠く離れた関西棋士おれたちにとって将棋連盟の運営はほぼ他人事。

　そんなわけで東京で年に一度開かれる棋士総会は、関西棋士にとっては割とどうでもいいというか……ぶっちゃけ東京まで行くの面倒。ちゃんと行く人に委任状を押しつけて関西でお留守番というのが定跡じょうせきだ。

「こうして集まってもらったんは他でもない。誰が一門の代表として出席するか、それを決めるためや」

「とはいえ投票権を持つのは師匠と俺だけですからね。どっちかが行くわけですが……」

「えっ？　あい、出席できないんですか？　女流棋士なのに？」

　びっくりした表情のあいに、離れた場所に座っていた姉弟子が答える。

「棋士総会に出席できるのは日本将棋連盟の正会員だけ。つまりプロ棋士と、女流棋士なら四段以上かタイトル経験者よ。そんなことも知らないの？」

「し、しってましたよ？　そんなの当たり前ですよ？」

　絶対に知らなかった子の反応だわこれ。

「でも……おじいちゃん先生？　だったらどうしてみんなを集めたんです？」

「二人やったらさすがにメンツが足らんからな」

　その瞬間、俺と姉弟子に緊張が走った。

「ッ……!!　どっちが行くか、やはりアレで決めるわけですか？」

「うむ。アレや」

　ニヤリと不敵な笑みを浮かべながら頷く師匠。

　一人だけ理解できないあいは、俺たちの顔をキョロキョロ見ながら叫ぶ。

「ししょー!?　アレって何なんですか!?　いったい何をするんです!?」

「長い戦いになる……あいはもう寝なさい」

「ええー!?」

　パジャマ姿のあいは姉弟子を指さしながら抗議した。

「そんなの不公平です！　おばさ……空先生だって棋士総会に出席できないんですよね!?　だったらどうしてわたしだけ──」

「私は奨励会員だから正会員になれないだけで、仮に女流棋士だったらとっくに正会員になってるもの。悔しかったら女流タイトルを獲れば？」

「とるもん!!　あい、女流名跡リーグに入ってタイトルほるだーになるもん！」

「はぁ？　釈迦堂しゃかんど先生からタイトル獲るとか、あんたみたいな幼児にできるわけないでしょ。冗談は蒙古斑もうこはんが取れてから言いなさいよ」

「……つるつるのくせに」

「そんなに出席したいならさせてあげるわ……あんたの葬式にね!!」

　うちの一門は今日も平和です（ニッコリ）。

　特にあいは、学校の問題なんて全く気にしてないみたいだ。将棋は強くなってもまだまだ子供だなと苦笑しつつ、俺は弟子の頭に手を置いて言う。

「もう九時を過ぎてるからあいは寝なきゃダメだろ？　ほら、二階に連れてってやるから」


「…………はぁーい……」



　弟子を二階の子供部屋に寝かしつけて（おねむだったようで、布団に入ったらすぐに寝息を立てていた）居間に戻ると……着々と準備が整えられていた。

　清滝一門の会議において、重要な案件はゲームの勝敗によって決定する。


　全世界で愛される不動産売買ゲーム────『モノポリー』である。



「モノポリーは棋士にとって大切なものが全部詰まっとるからな」

　今まで何百回と聞いた説明を師匠は繰り返す。

「将棋界にモノポリーを持ち込んだんは絶対王者である名人や。若い頃はタイトル戦が終わった打ち上げの席で対局相手と仲良くモノポリーして『勝負が終わればノーサイド』いうスポーツマンシップを体現しておった……単にモノポリーがやりたかっただけという説もあるが」

「絶対そっちよね」

「そっちですよね」

　ゲームであれば何でも極めないと気が済まない人だから……。

「その名人とタイトル戦で月光つきみつさんが戦った際に関西に持ち帰って来られ、それ以来、関西棋士に愛されるゲームになったのや」

「サイコロを使うから運の要素が強いけど、それも新鮮よね」

「気分転換になりますよね！　あと、交渉してゲームを動かせるのも好きだなぁ。将棋は一対一だけどモノポリーは複数のプレーヤーの心理を読む必要があるから、リーグ戦の戦略を立てるトレーニングになったりすると思うし。たぶん」

　もちろん楽しいことばかりではない。

　モノポリーの勝者は一人。その他は破産……つまり将棋でいう全駒での負けになる。形作りなどという概念が入り込む余地はなく、泥臭く粘り強い終盤戦が求められるのだ。まさに俺たち関西棋士にうってつけのゲームといえた。

　タンスの中からモノポリーを取り出しながら、桂香さんが師匠に尋ねる。

「通常版にする？　それとも大阪版？」

「もちろん大阪版や」

　ちなみに『大阪環状線版』もあって、これには関西将棋会館も登場する。だから連盟の売店でも売ってるんだよ！




　そんなわけでゲームが始まった。

　十一年前からこの四人でずっとやってるので全員が手の内を知り尽くしており、結果として序盤は牽制けんせいし合って動きが少ない。

　俺のプレースタイルは、交渉によって場を引っかき回すタイプ。人の心の裏を読み、混沌こんとんの中から勝機を見出すのが好きだ。

　その準備としてまず世間話を振り……『交渉する空気』を作り出す！

「ところで姉弟子。三段リーグと高校の両立は大変じゃないですか？」

「別に？　どっちもぜんぜん順調だし」

　その言葉通り順調に資産形成を行いつつ、姉弟子は答える。

「学校の人たちもすごく優しいし。三段リーグが始まる前にサプライズで色紙とかくれたわ」

「寄せ書きってやつですか」

　すげー人気だな。

「姉弟子の高校って《浪速の白雪姫》のために制服のデザインも変えようとしたんですよね？　ハンパねぇ……」

　白と黒のセーラーを白雪姫にちなんで純白に変えようとしたらしい。ニュースでやってた。

「それはさすがに……断ったけど」

「でもそこまで言ってくれる学校ってありがたいですよね！　奨励会員とか女流棋士の立場にも理解ありそうで」

「理解がなかったら進学先に選ばなかったわよ」

「付属の大学にも無試験で行けるんでしょ？　いいなぁキャンパスライフ！」

「大学まで行くつもり無いし。プロ棋士になれたら卒業できなくても構わないから。……ほらさっさとレンタル料一億払いなさい」

　払えるわけねーだろ高すぎますよジャイアンかよ。

　俺は桂香さんと交渉して関西国際空港を三〇〇万円で購入すると、質問する人物を変えた。

「師匠は知ってたんですよね？　姉弟子の進路」

「相談されたからな」

　ダイスを振りながら師匠は短く答える。普段はどうでもいいことまでよく喋しゃべるけど、モノポリーの時は必要なこと以外喋らなくなるタイプだ。

「何てアドバイスしたんです？」

「高校に行った場合と行かんかった場合の一ヶ月のスケジュールを男鹿おがさんに出してもろて、それを自分で比較させた」


「あ……っ！」



「銀子は今まで中学生の奨励会員いうことで、女流タイトル保持者ホルダーとしての普及活動を大目に見てもらっとったところがある。義務教育期間中やったから最低限の記録係と大盤解説おおばんかいせつで許されとった」

　師匠はセオリー通り独占を目指してゲームを進めつつ、

「せやけど義務教育を終えて、しかも学校も行かず昼間から時間がたっぷりあるいうことになれば、銀子の人気やったら将棋界を超えて様々なイベントにも呼ばれる」

「観光大使とか名誉市民とかね……っと。はいお給料いただきー♪」

　桂香さんはどんどんお金を貯め込んでいく。

「そういった仕事に時間を取られるくらいなら学校に通ったほうがまだ自由に時間を使えるってわけですか。なるほど……」

　俺は師匠の高度な説得術に感心する。きっとモノポリーで鍛きたえたからだ。人生で大切なことは将棋とモノポリーに教わった……。

「ん？　でも俺が中学生棋士になったときは師匠、特にアドバイスしてくれなかったっていうかむしろ『学校辞めろ』くらいな感じでしたよね？」

「お前の場合は竜王戦で勝ち進んどったとはいえ、今の銀子みたいにイベントに引っ張りだこいう感じやなかったからな」

　有あり体ていに言えば姉弟子ほど有名でもなかったし人気もなかったということだ。よかった人気なくて!!

「ところで八一。どうしてさっきから左手しか使わんのや？」

「すみません。さっきあいを二階に運んだとき傷いためちゃったみたいで……」

「そうか。なら仕方あらへんけど、プレーはスピーディーにな？」

「はい。気を付けます」

　モノポリーになると師匠は将棋の指導より厳しい。

　俺は謝ったが、実は理由は全然別のことだった。


　姉弟子が…………手を握ってくるのである。



　師匠や桂香さんから見えないところで俺の右手を摑んで放そうとしない。おかげで俺は左手でずっとゲームをしなきゃいけないんだけど……。

　──何だ？　これは……どういう意味なんだ？

　内緒で金か不動産を寄越せということだろうか？　でもそれは交渉じゃない。単なるカツアゲだ。

　しかも……。

　──震えてる？

　震えるほど俺と手を繫ぐのが嫌だっていうの？

　だったら繫がなきゃいいわけで……何だろう？　罰ゲーム感覚？

　そんなことを考えてるうちに俺は破産した。ゲームオーバーだ。

　姉弟子が手を握ってきて集中できなかったから……って、そういうことにしておこう。
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「あーあ。負けた負けたー……っと！」



　真っ先に破産した俺は、布団ふとんに大の字になってボヤく。

　最後は師匠と姉弟子の一騎打ちになり、凄まじいサイコロの振り合いの末、師匠が勝った。

　それで終わると思うでしょ？

　違う。棋士のモノポリーはむしろそこからが本番。

　感想戦が始まるのである。

『ここに家を建てるんやった』とか『あそこで交渉すればよかった』とか、将棋と同じように初手からゲームを振り返って議論する。

　そんな感想戦が延々と続き……お開きとなったのは午前三時。ゲームしてる時間より感想戦のほうが遥かに長い。

　これが関西棋士のモノポリーである。頭おかしい。

「関空を三〇〇万で買ったのは払いすぎだったなぁ……二〇〇万にしとくんだった！　金銭感覚がおかしくなってたな……」

　姉弟子の妨害工作のせいだ。そうに違いない！

　その姉弟子は桂香さんの部屋で寝ることになり、俺は客間としても使われてる居間で一人で寝ることになった。

　あいが寝てる子供部屋でもよかったんだが、起こしちゃったら申し訳ないし、何より姉弟子と桂香さんがさっさと居間に俺の布団を敷き始めたので議論の余地がなかったのだ。

「姉弟子なんか『この部屋から出たら殺す』とか言うし。俺が夜這いでもかけると思って警戒してんのかね？　トイレ行きたくなったらどうすんだよ？　あいつマジ鬼」

　それにしても……。

「棋士総会かぁ。一昨年に新四段の挨拶で出たきりだけど……退屈なんだよなぁ。俺みたいなペーペーに発言の機会なんてないし」

　ま、関東の棋士は割と集まるから、なかなか会えない人とも会える貴重な機会ではあるんだけど。

　せっかくだから何か他に予定を入れようかな？　研究会とか。

「そうだ！　歩夢あゆむに会って妹のことを聞かなきゃ。あとは……そうだな。あいの次の相手のことも調べられたら……」

　女流名跡戦の予選決勝であいと当たる人は、関東の女流棋士。しかも新人だ。詳しい情報は関東で仕入れるしかない。

「鹿路庭ろくろばさんは知ってるっぽかったけど、あの人って総会来るかな？　師匠が理事やってるから来そうな気もするけど……」

　真っ暗な居間で布団に寝転がりながらそんなことを考えていると。


　ススゥ──────……………………。



　と、静かに襖ふすまを開ける音がした。

　──誰かが部屋に入って来た……？

　けど足音が全くしなかった。ドタドタ歩く師匠じゃない。

　それにモノポリーやってたメンツは眠すぎて意識が朦朧もうろうとしてたはず。

　と、なると……。

「あい……か？」

「私よ」
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「え!?　ちょっ……何で何で何で!?　どうして桂香さんそんなエロい格好で俺んとこ来てるのってまさかこれ夜這い!?　俺を襲いに来たの!?」



「シッ！　静かに八一くん……！」

「むぐっ!?」

　ぎゅむっ♡　豊満な桂香さんの胸にサンドイッチされた。こんな幸せな口封じがあるなんて……って、胸が柔らかすぎるうえにデカすぎて呼吸すらままならない!?

「むぐぐ！　もごごばばばばば!!」

「ごめんね八一くん。苦しいよね？　でも……あいちゃんや銀子ちゃんに聞こえたら困るから……静かにして？」


「ば…………ばぶー……」



「よしよし♪　いい子いい子でちゅねー♡」

　頭をぽんぽんしてもらってようやく落ち着いた。っていうか幼児に戻ったわ。

「……うちに来たばっかのころも、夜中に一人でトイレに行けなかったりホームシックになったりしたとき、こうして抱っこしてぽんぽんしてあげたわね。懐かしい♡」

「は……はいー……」

「それがいつのまにか、こんなに大きくなっちゃって」

　こっちのセリフだよッッ!!

　あのころの桂香さんはまだ女子高校生で、まあそのころから今の姉弟子とは比較にならないくらい大きかった（ゼロは何を掛けてもゼロのままなので）けど……二十代半ばの成熟した肉体はホントにヤバい。どエロヤバい。

「け、桂香さんだって、エ……立派になったじゃないか。立派な女乳棋士に」

「負けてばっかだけどね。……ん？　いま変なこと言わなかった？」

「聞き間違いだよ」

　あっぶねェ……乳に意識が行きすぎて『女流棋士』を『女乳棋士』って呼んでたわ……発音が近くて助かったわ……。

「と、ところでどうしたの？　こんな夜遅くに。ってかこの部屋に布団を敷いたときから何か話したいことがあったってことだよね？」

「……銀子ちゃんのことよ」

「姉弟子の……？」

　どうやら桂香さんが俺に告白してくれるとか、そういうイベントではなさそうだ。急に眠くなってきたな。

「んなこと言われても俺、最近の姉弟子のことなんてよく知らないよ？　高校に通うことだって教えてもらってなかったんだし、奨励会の話はもっとタブーだし──」

「さっきずっと手を握ってたのに？」

「知ってたの!?」

「そりゃ気付いてるわよ。気付かないのはうちのお父さんくらいよ」

　桂香さんは苦笑してから、急に真面目な表情になって、

「八一くんも薄々気付いてるんでしょ？　銀子ちゃん、三段リーグで連勝してるとはいえ……すごく不安そうだってことを」

　……やはり、そういう意味なんだろうか？

　ずっと繫いでいたのに姉弟子の手は最後まで冷たいままだった。

　でも姉弟子は俺が奨励会のことを聞こうとすると怒る。向こうから何か言ってこない以上、相談に乗ることすらできない。

　それに……。

「もちろん姉弟子のことは心配だけど、俺には責任を持つべき弟子がいるからね。この前の女王戦でもそうだったけど……女流棋士になったとはいえ、あの子たちはまだ姉弟子よりも遥かに未熟なんだ。だからどうしてもそっちが優先──」

「あいちゃんのことは私がしっかり面倒を見ます。天てんちゃんはそもそも一人でも大丈夫だし、晶あきらさんやご家族がいる」

　桂香さんはキッパリとそう言ってから、

「でも銀子ちゃんには八一くんしかいないわ。だからせめて今回の三段リーグが終わるまではあの子のことを最優先してあげてほしいの」

　俺……しか、いない？

　けど──

「姉弟子の家は大阪だし、今だって実家から学校に通ってるんでしょ？　家族と折り合いが悪い感じでもなさそうだし」

「そうね。銀子ちゃんのご家族は、昔から私たちを信頼して全てを任せてくださってるわ。将棋のことはわからないからって」

「だったら……」

「だからこそよ」

　桂香さんは俺を身体ごと抱き寄せると、耳元で囁ささやく。

「約束して八一くん……もし銀子ちゃんが助けを求めて来たら、他の誰よりもあの子のことを優先してあげると。あの子のことだけを見てあげると……」

　こんなにも切羽せっぱ詰つまった桂香さんは……十年以上一緒にいて、初めてのことで。

　あまりにも真剣なその声に気圧けおされて、俺は反射的に頷いていた。

「……わかった。約束する」

　このやり取りが後にどれ程の意味を持つことになるのかを考えることすらなく。
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「ご紹介します！　岳がく滅鬼めき翼つばさ女流２級です！　先生、どうぞステージへ！」


「あ…………ど、どうも……おおきに……」



　女流棋士に編入して最初の仕事は、正月に行われたデパートの将棋まつりだった。

　司会の女性は意外そうに私の顔を覗き込む。

「あら？　何だか不思議なイントネーションですね？　岳滅鬼先生って関西のご出身でしたか？」

「いえ……その、出身は大分おおいたやけん。でも東とう京きょうに出てきてもう長くなりますから、自分でもよくわかんないくらい、ごっちゃになってるっちゃ」

「ははは。ラムちゃんみたいでイイですねぇ！　これは人気出ますよー」

　客席から大きな拍手が湧き起こる。

　──なんで？　ただ喋しゃべってるだけなのに……？

　方言は私にとってコンプレックスだった。

　関東の奨励会に入って勝てない時期が続いた時、自分が他の奨励会員に何と言われているかを知ったから。

『あいつの将棋は田舎いなか臭くさい』

　私は方言を封印し、それまで自分が指していた将棋も封印した。

　兄弟子のツテを頼って研究会をいくつも掛け持ちし、関東の奨励会員が産み出す最新の情報をせっせと仕入れ、自分の全てを造り替えたのだ。

　でも奨励会を辞めたことで緊張が切れたのか……いつの間にか変な形で方言が出るようになっていた。

「それでは岳滅鬼先生の指導対局をご希望になるお客様は、あちらのブースへどうぞ！」

　──私の指導対局？　そんなの誰も受けたいわけない。

　奨励会の有段者にすらなれなかった私の将棋に価値なんて無い。

　価値がないとわかればすぐ女流棋士をクビになる。そう思っていた。

　けれどブースでは、びっくりするほどたくさんの将棋ファンが私を待ってくれていて。

　私と将棋を指すことを、すごく喜んでくれて……。


「…………あったんだ……こんな世界も……」



　四面指しだったけど、全然足りないくらいのお客さんが来てくれて、私の指す将棋を見るためだけに人だかりまでできていた。


　──……私は、ここで生きていってもいいのかもしれない……。



　奨励会員の頃は味わったことがない温かさに触れて、女流棋士として生きていくことが許されたような気持ちになりかけた、その時。

　私は見た。


「ッ…………あ、ああ………………あに………………」




　人垣の奥に…………奨励会を退会した……兄あに弟子でしの姿を……。



　それから私は一手も指すことができず、指導対局は中断となった。
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「尊敬する棋士は名人で、目標はタイトル獲得です！」

　四段になったばかりの棋士が緊張の面持ちで挨拶あいさつするのを、集まった一五〇人近い先輩棋士が品定めでもするかのように聞いている。

　棋士総会。

　毎年この時期に行われる通常総会では、まず新たな正会員がこうして自己紹介するのが定跡じょうせきになっていた。

　正会員というのはつまり新四段と、条件を満たした女流棋士。

　今回は新四段の四人だけで、だいたい名前と棋士番号と一門の名前を言ってから簡単な決意表明をして終わる。


　──……今年は二年に一度の理事選挙もないし、気楽だねぇ。



　あくびを嚙かみ殺しながら、俺は後輩たちの挨拶を聞いていた。

　とはいえ出席者は予想よりも多く、特に関東の現役棋士はほぼ出席している。

　逆に関西棋士は壊滅的だ。

　俺が出席するとわかると、師匠ししょう以外のプロ棋士も『じゃ、俺の委任状も』『なら俺のも』みたいな感じで雪だるま式に増えていった。

　俺……というよりも、関西の棋士は月光つきみつ会長に対する絶対的な信頼がある。現理事会が出す議案は全部承認。つまり俺は単なる委任状輸送係だ。

　前日にも生石おいしさんから電話があって、

『大槌一門うちの委任状も持ってってくれ』

　それで二枚追加。俺が持参した委任状は全部で二十枚にもなった。

　──ま、生石さんは仕方ないよ。失冠した直後だもん。

　俺は少し離れた場所に座っている、学者のような風貌の男性を盗み見る。


　新玉将ぎょくしょう・於鬼頭おきと曜よう────二冠。



　会場は棋士の数に比べて手狭なので、ギッチギチに並べられた三人掛けの長机にみっちりと座ってるんだが……隅のほうに座っている於鬼頭さんの周囲だけは冷たい結界が張られているかのように空席となっていた。

　真面目な於鬼頭さんは昔から棋士総会には必ず出席する。

　生石さんが来れば必ず顔を合わせるわけで、さすがに味が悪い。

　──あれだけ気持ちの入った番勝負をした後だもんな。周りも気を遣うし……。

　とまあ、そんなことを考えながら新四段の挨拶に拍手をしていると──

「新四段といっても全員が二十代半ばか。今期も最年少棋士のままだな？　若き竜王よ」

　隣に座った女性が囁ささやいてきた。

「次の期にはもっと若いのが上がってきますよ」

「そう願いたいものだ。銀ぎん子こは連勝スタートだったようで安心したよ」

　俺としては姉あね弟子でしの話というよりも、小学生で三段になった椚くぬぎ創そう多たのことを言ってたんだが……関東所属の釈迦堂しゃかんど里奈りな女流名跡じょりゅうみょうせきにとっては、小学生が四段になれるわけがないという先入観があるようだ。

　──ま、それも仕方がない部分はある。

　奨励会は持ち時間が短いため、終盤は必ず秒読みの叩き合いになる。

　特に一敗の価値が重い三段リーグは誰もが『負けない将棋』を指すため、秒読みになってからが勝負。

　創多の棋才は抜群だが、その棋才を殺さないよう伸び伸びと育てているため、早指しでは力が発揮し切れない面があった。連勝はしたが、一期抜けできるかは確かに微妙だろう。

　だがプロになって持ち時間が長い将棋を指せば……日本中が震撼しんかんするはずだ。

『では報道各社の方々は、ここで退室をお願いいたします』

　議長の言葉に、壁際でカメラを構えていた記者たちがゾロゾロと部屋を出て行く。

　俺は釈迦堂さんとその隣に座る神鍋かんなべ歩夢あゆむに向かって尋ねた。

「報道陣がいつもより多くないですか？　それだけ将棋界が注目を集めてるってことかな？」

「……議題が議題だからな」

　歩夢が短く答えた。釈迦堂さんは薄く微笑むのみ。

「そういえばうちの師匠も何か言ってましたけど、今日ってどんな議題が──」

『議長』

　俺が尋ねかけたその時、議事進行について月光会長が提案をする。

『本来であれば予算の審議に移るところですが、今回は重要な議案が一つあります。まずはそちらの審議をさせてください』

『わかりました。議案の説明をお願いします』

『ありがとうございます。では……男鹿おがさん』

『僭越せんえつながら男鹿が説明させていただきます』

　会長の背後に控えていた秘書の男鹿ささり女流初段はハンドマイクを握ると、

『昨今のコンピューター将棋ソフトの棋力向上により、将棋界の内外から、公式戦における電子機器の取扱について危惧きぐする声が上がっております』

　将棋ソフト？　電子機器？

　まさか……。

『理事会としてはその声を重く受け止め、こちらの議案を提出させていただくこととしました。これから配付する資料をご覧いただきつつ、審議を進めたいと思います』

　連盟職員が配る資料を受け取る。普段よりもかなり分厚い。

『具体的には、休憩時を含む対局中の外出禁止、スマートフォンなどの通信機器を対局時に携帯・使用することの禁止、金属探知機による対局前と対局中の抜き打ち検査、そしてそれらの罰則として──』

　淡々と読み上げられる内容。

　衝撃が、会場に波のように広がっていく。

『これらの規程はタイトル戦においても当然に適用されます。具体的には、対局期間中の宿泊施設外への移動禁止、電子機器の携帯不許可、金属探知機による手荷物検査──』

　黙って聞いていた中堅棋士がたまらず声を上げた。

「ちょ、ちょっと待ってください！　二日制でもですか!?」

『むしろ二日制こそ、この規程を徹底せねばならないと考えています』

　月光会長が言う。

『対局場と宿舎が離れている場合、対局者は単独で移動するのではなく必ず連盟職員と一緒に行動していただきます。また通信機器やパソコンなどは、指し掛けの夜も含めて、対局中ずっと預けていただきます。ご家族からの緊急の連絡についても、連盟に対して行っていただくようにお願いします』

「つ、つまり……検分けんぶんも含めて三日間ホテルに監禁されるってことですか!?」

　あまりの厳しさに、出席した棋士の興味は規制の内容よりも規制を作らざるを得なくなった原因に向き始めていた。

「……いったい誰のせいで急にこんな規則を作ることになったんだ？」

「……そりゃ、最近タイトルを獲った人が怪しいんじゃないの？」

「……そういえばいたな。ちょうど二日制のタイトル戦で……」

「……こんなことしたって無意味だろ。頭に機械を埋め込んでるような人にはさ」

　そんな会話が、かなり露骨に交わされている。

　棋士たちの視線は会場の隅に注がれていた。


「…………」



　しかし於鬼頭二冠は動じた様子もなく、手元の資料を熟読している。

　於鬼頭さんが持つタイトルは玉将と帝てい位い。どちらも二日制。

　そして帝位戦は挑戦者決定戦を残すのみ。

　その対局者の一人は──

「……仮に若き竜王が帝位戦の挑戦者になった場合、この規程が最初に適用される二日制のタイトル戦を経験することになるわけだな？」

「ま、どうせ竜王戦で体験しますからね。それに関西じゃもともとスマホは自主的に棋士室のロッカーに預けてますし」

　ソフトにどっぷり漬かってる俺ら若手棋士からすると、この程度の規制はあって当然。

　むしろ規制するのが遅すぎるくらいに思える。

　だが質疑応答ではかなりの数の質問が飛んだ。

　引退棋士など年輩の先生からは厳しい反対意見も出たし……まるで月光会長と男鹿さんが糾きゅう弾だんされているような雰囲気すらある。

『……様々なご意見があることは理解しておりますが、これはプロの問題に留まりません』

　会長は改めてマイクを握ると、固い声で説明する。

『むしろアマチュア大会における不正を防止するために、まずプロが範はんを示す必要があるのです。自制心や社会的地位もある大人であれば理性的な判断もできますが、子供たちが誘惑に負けてしまうことを責めることはできません』

　子供……か。

　俺の頭に、あいやＪＳ研のみんなの顔が浮かぶ。

　あの子たちが不正をするなんて、疑うことすらできない。

　だからこの議案に承認の投票をすることは……必要とは理解しつつも、みんなを裏切るような後ろめたさがあった。

　そんな俺の心を読んだかのように、会長が最後の一言を述べる。

『心苦しくはありますが、これもまたプロの務めであると考えます。では議長、投票を』

　提出された議案は承認された……僅差で。




　その後、予算の審議など例年通りの進行を経て、総会が終わった頃にはとっぷりと日が暮れていた。

　普通なら総会の後は飲みに行く相談なんかが和気わき藹々あいあいと交わされる。

　けど今日は、最初の議案の衝撃がまだ強く残っているからか、誰もがヒソヒソと声を潜めて周囲を窺い……誘う相手を慎重に選んでいるようだった。

　そんな中で、俺に声をかけてきたのは──

「さて……若き竜王よ」

《エターナルクイーン》は弟子の手を借りて椅子から立ち上がりつつ、反論など考えられないほど高貴な声でこう宣のたまった。

「食事を共にせよ。いい店を知っている」
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「どうした若き竜王よ。早く食べねば冷めてしまうぞ？」

　釈迦堂里奈女流名跡に促され、俺は手元の丼どんぶりを改めて覗き込んだ。

　背脂せあぶらで白く濁ったスープ。太い縮れ麵めん。

　そう……ラーメンである。

『ホーム軒』。

　東京における豚骨醬油とんこつしょうゆラーメンの元祖であり、全国的にも有名なお店だ。千せん駄だヶが谷やの将棋会館から近いため対局後に食べに来る棋士も多い。

　俺も一度は訪れてみたいと思ってた。

　とはいえまさかこんなタイミングで、しかもこんなメンバーでカウンターに並んで食べることになるとは想像すらしてなかったから……衝撃で箸はしが進まない……。

「釈迦堂さんがラーメンを食べるのが意外で……それに食べるにしても二階のテーブル席を使うと思いましたから……」

「階段を上がるのは億劫おっくうでな。こうやってカウンターに寄りかかって食べるのはむしろ楽なのだよ。それで通っているというのもある」

　その言葉通り、釈迦堂さんは左手に装着している杖を外して立っていた。

「小腹が減ると原宿はらじゅくの我が城からタクシーを飛ばして食べに来ることもある」

「い、意外すぎる……」

　そんな釈迦堂さんの傍らには、敬愛する師匠がバランスを崩さないか常に注意を払いつつもラーメンを豪快に啜すする歩夢の姿もあった。

　白いマントに背脂たっぷりな豚骨醬油スープが飛ばないか、他人事ながらハラハラして食事に集中できない……。

「おい、歩夢……お前もうちょっと静かに食べるとか、せめてハンカチをナプキン代わりにするとかさぁ……」

「何をゴチャゴチャとほざくか！　貴様こそ早く箸を付けるがいい！」

　歩夢は入れ放題のネギを摑むトングを俺に突きつけながら、


「高貴なる我がマスターの繊細な味覚が認めたこの麵を伸ばすとは、それはもう犯罪ですらあるぞ!?　もっとも……貴様のようなソースに毒された大阪おおさか舌の愚ぐ民みんなどには到底理解できぬであろうがなぁぁぁッ!!　ハ────ッハッハッハッハッハ!!」



「そういえばこのまえお前の妹がうちに来たんだけど？」

「その節は愚ぐ妹まいがご迷惑をお掛けしました」

　素に戻って頭を下げてくる歩夢。こういうところが憎めない。

　ところで釈迦堂さんが俺を誘ったのは、棋士総会の件じゃなくて──

「馬莉愛まりあのことなのだ」

　ちゅるちゅると意外なほどにかわいらしい音を立てつつ麵を啜りながら、釈迦堂さんが説明してくれる。

「今年のなにわ王将戦は、余よが審判長をすることになってな。女子児童への将棋普及強化ということで、女流棋士会長である余が老骨に鞭打つことになったのだよ。ゴッドコルドレンも賞金王戦に出場するので丁度いいと思ったのだが──」

「それで我が愚妹も大会に出ると言い出したのだ！　マスターの御ご前ぜんにて優勝すれば弟子入りを許されると考えたらしい。浅はかな……！」

「そうか？　俺はマリアちゃんの根性に感心したけどな？　大阪の子供が関東の大会に行くのは普通だけど、関東の子がわざわざ大阪まで来るのは珍しいからさ」

　ましてや事前に大阪に乗り込んで下見をしておこうというのは、それだけ必勝を期しているということだ。

　喋ってることは傲慢ごうまんな感じがするけど、実際は注意深く繊細。

　それだけであの子がどれ程の勝負師なのかはわかる。

「兄貴が獲れなかった小学生名人にもなったしな？」


「………………」



　歩夢は何も言わずに麵を啜る。悔しそうだ。

　マリアちゃんも歩夢のことを見下すようなこと言ってたし、仲が悪いのかな？

「でも釈迦堂さんって、マリアちゃんをまだ弟子にしてないんですね？　今年の奨励会受験をさせるならそろそろ申し込まなきゃいけませんけど」

　全国大会で四位に入った小学生なら師匠なしで奨励会受験ができる。

　それなのに釈迦堂さんの一門に入りたがってたということは、慕したわれてるってことだ。


「…………あの子は……」



　箸を動かす手を止めて、釈迦堂さんは丼の中で揺れる白いスープを見詰める。

「馬莉愛には、もっと別の道もあると思うのだが……」

「本名で呼んでるんですね？　カッコいい異名とか付けてあげないんですか？」

「弟子入りしていないからな」

　そういう基準なんだ……。

「あの子をどうするのが最善なのかは、余にとって頭の痛い問題なのだよ。将棋を教えたことを後悔する日すらある」

「けど女性がプロ棋士になるのは釈迦堂さんにとって悲願なわけでしょ？　それで姉弟子のこともずっと応援してくれてるわけで」

「小学生名人を獲ったというだけではプロになれるかわからぬであろう？」

「とはいえ小五で小学生名人ってのは客観的に見て十分有望だと思いますけど……」

「そこなのだ。最大の問題は」

「え？」

「余は……馬莉愛のことを客観的に見ることができぬのだ。ゴッドコルドレンの……弟子の妹であれば、我が子も同然。自分の子を地獄に放り込める親がどこにいる？」


「っ……！」



　釈迦堂さん……マリアちゃんのこと、そこまで……。

「余のことを純粋に慕ってくれるあの子のことが可愛いくないわけがない。『もし自分に娘がいたらこんな感じなのだろうか？』と、バカバカしい夢想を抑えきれぬ……ふっ。笑ってくれてもいいぞ？」

「笑うなんてそんな！　俺だって自分の弟子は家族同然です！」

　天衣あいが聞けば『キモ』と吐き捨てるかもしれない。

　だがこれは偽らざる本心だ。俺にとってあいと天衣はもう師弟という枠を大きく超えてしまっている。

「馬莉愛に期待していないわけではない。が、仮に奨励会に入れるとしても、せめてもう少し将棋が出来上がってから……」

「それは俺も弟子をデビューさせる時に悩みましたよ……」

「若き竜王は余よりも遥かに大胆だからな。《神戸こうべのシンデレラ》はともかく、雛鶴ひなつるあいは早すぎたのではないかな？　あの序盤では」

「それ、みんなから言われるんですよねぇ……」

　誰が見ても、あいの弱点は序盤とわかる。

　そこを突かれまくるのは当然だし──

「問題は……藻搔もがいてるうちに将棋が歪な形へ変質してしまわないか、ですよね？」

「然しかり。負けることで雑草のように踏みつけられることも強くなる上では大切だが、勝利という名の光を浴びねばどんな若芽でも伸びる方向を間違えてしまう。それでは大輪の花を咲かせることはできぬのだ……どれだけ悩んでも悩みは尽きぬよ」

「釈迦堂さんでも判断を迷うことがあるんですね？」

「迷ってばかりさ。だから婚期も逃す」

　自嘲じちょうしつつ丼を見下ろす釈迦堂さん。そんな師匠の姿を──


「………………」



　歩夢が何か言いたそうに見詰めている。

　愛まな弟子でしの視線に気付いているのかいないのか、釈迦堂さんは丼を持ち上げて残ったスープを飲み干しつつ、こう続けた。

「やはり竜王を食事に誘って正解であった。幼き生徒を持つ同志として、話せてよかったよ。馬莉愛は奨励会には入れぬつもりであったが……若き竜王の生徒たちが出場するのであれば、なにわ王将戦の結果で判断するのもありやもしれぬな？」

「いやいや！　あいや天衣ならともかく、他の子たちは全国レベルで見ればまだまだですよ!?　小学生名人を相手に勝てるとは……」

「ふふふ。うちの馬莉愛は強いからな」

　誇らしげに微笑む女流名跡。自慢か！

「……余はこれまで数多くの有望な子供たちを見てきた。その中には、十分に棋士として大成たいせいできる才を持ちつつも育て方を誤ったが故に潰れてしまった者も多い。そんな記憶が……余を臆病おくびょうにしているのかもしれぬ」


「…………」



「つい最近も、一つの有望な才が腐くさり……そして死んだ」

　最近？　才能が……死んだ？

　不思議そうな顔をする俺に、釈迦堂さんは一つの名を告げる。

「岳滅鬼翼」

「がく……めき!?　そ、それって──!!」

　ラーメンを完飲した《エターナルクイーン》は歩夢の手を借りて左手に杖を装着しながら、深遠なる微笑みを浮かべたまま俺にこう言った。

「そう。若き竜王の弟子が次に戦う相手だよ」
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「やっぱりあっちの服にするわ」

　自動車のドアを開けた私に、天衣お嬢様はそうおっしゃった。服を着替えるのはこれで六回目である。

「お嬢様。そろそろお時間が……」

　私の名前は池いけ田だ晶あきら。夜や叉しゃ神じん家に仕える者だ。

　もう少し具体的に説明すれば、天衣お嬢様のお世話係兼ボディガードである。

　ちなみにお嬢様が小学校へ行っておられる時間などにはスマホアプリを開発する会社を経営したりしているので、実業家としての側面も持っている。大きな失敗も経験したが、それを糧かてとして経営は順調だ。

　だがそんな順風満帆に見える私にも悩みがあった。




　最近……うちのお嬢様が、べらぼうにかわいいのである。




　今日も将棋の師匠である九く頭ず竜りゅう八や一いち竜王との待ち合わせを前にして、

「靴が気に入らないから行くのやめる」

「お嬢様」

　こんな具合に、家から一歩も出られない時間が既に五時間近くも経過している。というか、前日からソワソワしておられた。

　原因は判明している。お嬢様は隠しておられるおつもりのようだが、他人から見ればバレバレである。

　それもまたかわいい。

　もちろん私としては、お嬢様を取られてしまう寂しさや悔しさもある。相手の男を消すことも考えた。簡単だ。もう埋めるための穴も掘ってあるからな。

　だが私が何よりも大切にしているのは、お嬢様の幸せだ。

　私自身の感情など問題ではない。お嬢様の感情こそが大切なのであり、お嬢様の幸せがそれ即ち私の最大の幸せなのである。

　そして何より私はかわいい小学生を撮影するのが大好きな『撮とり小しょう』なので、お嬢様が黒以外の服をお召しになったり、べらぼうにかわいくなられたりするのは、全然ウェルカムなのである！

　故に『乗り小』である九頭竜先生とはウィンウィンの関係にあるといえるだろう。

「今日は風が強いから行きたくない」

「お嬢様」

　とはいえ九頭竜先生を待たせるにも限度がある。

　先生が帰ってしまって会えなかったら……お嬢様はもっとガッカリなさるだろう。

「朝食べたパンがパサパサしてたから行かない」

「お嬢様。落ち着いてください。理由になっておりません」

「落ち着いてるわよ！　落ち着いてるに決まってるじゃない！　どうちてわりゃちがあんなクジュに会うってだけで動揺すりゅの!?」

「お嬢様」

　嚙みすぎです。そしてかわいすぎです。

　ご自身の中に芽生えた初めての感情を持て余して……意識すれば意識するほどツンツンしてしまうのである。わかりますよ。でも敢あえて言わせます。

「お嬢様の身だしなみは完璧でいらっしゃいます。いつもならすぐにご出発なさるのに、なぜ今日はこんなにも迷っておられるのですか？」


「………………」



　お嬢様は真っ赤な顔を隠すように俯くと、


「…………………………だって、変な格好だって思われるの……恥ずかしいんだもん…………」



　かわいすぎるかよ!!

「かわいすぎるかよッッッ!!」

「ふぇ!?　ど、どうしたの晶……？　いきなり叫んだりして……」

「失敬しっけい。心の声が漏れてしまいました」

　私は声と一緒に垂れてきた鼻血を拭ってから、冷静さを保ちつつこう指摘する。

「お嬢様。既に約束の時間を大幅に過ぎております。夜叉神家の当主となられるお方が、時間に遅れることはあれど約束そのものを違たがえるのはいかがなものかと」


「う…………」



　お嬢様は複雑そうな表情を見せると、真っ赤になってこう叫んだ。

「わ、わかってるわよ！　仕方ないわね！　約束を破ったっていわれるのがイヤだから行ってやるとするわ！　あ、あいつに会いたいわけじゃないんだから！　噓つき呼ばわりされるのがイヤだから行くだけなんだから！　勘違いするんじゃないわよ!?」

「もちろんでございますお嬢様。ご立派です」

　こうしてようやく車の後部座席に座ってくださった。

　運転席に乗り込んだ私は、ホッと胸をなでおろしながら、バックミラーを調整して出発の準備をする。

　そしてミラーに映ったお嬢様と視線が合った瞬間……全てが振り出しに戻ったことを悟った。

「前髪が気に入らないから今日は行かない」

「お嬢様」





[image: ]　　お嬢様と観覧車デート






「待たせたわね」

　神戸駅から徒歩十分。海に面した商業施設『神戸ハーバーランド』で待ち合わせたその少女は、待ち合わせ時間に大幅に遅れつつも一切悪びれた様子もなく堂々と登場した。

　夜叉神天衣。

　俺の二番目の弟子で、十歳という年齢にもかかわらず既に女流二段。タイトル挑戦の経験も持つ天才児だ。

「いま来たところさ……とは言いづらい時間だけどな」

　約束の時間を五時間ほど過ぎてる。遅れた理由を聞きたいところではあるけど──

「でも、来てくれて助かるよ」

　俺は素直に礼を言った。

　天衣は俺の弟子ではあるけど、もう立派な女流棋士。こちらがお願いして時間をもらうわけだから、待たされるくらいどうってことない。

　とはいえ昼飯の時間もかなり過ぎてて、既に夕飯に近い時間だ。腹がペコちゃんだ。

「一人か？　晶さんは？」

「晶なら、向こうのアン●ンマンミュージアムでパンを焼いてるわ」

　あれって子供が行くところだと思うんだけど……まあいいか。あの人、精神年齢は六歳とかそれくらいだし。

　ここハーバーランドはアンパ●マンミュージアムもあれば遊覧船乗り場も土産物屋も飲食店もある。俺が『ちょっと会って話が聞きたい』と連絡したら天衣からこの場所を指定されたので、きっと行きたい店があるんだろう。

「どの店に入る？　シーフードの食い放題とかどうだ？　カニあるぞカニ」

「あれ」

「は……？」

　天衣が指さしたのは……店じゃなく、上。

　見上げると、そこには──

「……観覧車？」

「将棋の話は他人に聞かれたくないの。観覧車の中なら誰にも漏れないでしょ？」

「なるほど……さすがだな！」

　天衣がこの場所を指定したのは、最初から観覧車の中という密室で会話するためだったのか……我が弟子ながら意識高いなぁ。

　そんなわけで二人並んで観覧車に向かって歩く。

　俺が近くに寄ると、天衣は「近い」とか言って微妙に距離を取った。以前より距離感が遠くなってません？

　特に何か悪いことした憶えもないんだけどなぁ。難しいお年頃だなぁ……。

「ところで天衣。どうしてさっきからスマホいじってるんだ？」

「データベースで棋譜きふを検索してるのよ。手て数すうもめちゃめちゃ長かったしね」

「ああ……なるほど？」

　ん？　おかしいな。

　チラッと見えた画面には──

『神戸のオススメデートスポット！　理想のデートコース７選』

　みたいなページが表示されてたんだが……でも天衣がそんなの見るわけないし、俺の見間違いだろう。

　券売機でチケットを買い、係員さんに誘導してもらって観覧車の中へ。

「おおっ！　ぐんぐん昇ってくなぁ！」

「当たり前でしょ……いちいちハシャぐんじゃないわよ」

　天衣お嬢様はクールにそう言うと、俺の向かいに腰を下ろして足を組む。

「で？　何が聞きたいわけ？」

「女流名跡戦の予選で天衣が戦った相手──岳滅鬼翼女流について教えて欲しい」

「……雛鶴あいの次の相手だから？」

「ここでの会話を本人に伝えたりはしないよ。さすがにそこまで過保護じゃない」


「…………」



　天衣の視線が冷たくなったような気がするが、怯ひるまずに続ける。

「俺は天衣の中にご両親の将棋を見つけて、俺の将棋を押しつけるのをやめた。同じように、あいの中にもあの子にしかない才能がある。それを伸ばしてやろうとずっと頑張ってきたけど……本当にそれでいいのか迷うことも多くてね」


「…………デート中に他の女の話とか……」



「ん？　何て言った？」

「負けた将棋を思い出すのは腹が立つって言ったのよ。責任取って窓から飛び降りなさい」

　死ぬがな。


「せっかく記憶から締め出してたのに…………ま、いいわ。こういう経験も勉強になるしね。最後に勝てばいいんだから」



「そうそう！　その意気だ」

「死になさい」

「何で!?」

　今日は特に厳しい……でも段々と会話が弾むようになってきた。

　やっぱり天衣はこうじゃなくちゃ！

「それで……どうだった？」

「……棋譜は見たの？」

「もちろん。天衣の将棋は全部並べてご両親に報告してるからな。ただ……」

「言わなくていい。自分でも油断してたのはわかってる」

　天衣は嫌そうに手を振ると、

「相手は見たところ二十代で、名前も聞いたことがない女流２級。もうタイトル保持者クラスとばかり戦ってた私は、それだけで下に見てたわ」

「序盤は天衣が完璧にリードしてたしな」

「中盤でさらに突き放して、六十手くらいで勝勢しょうせい。普通なら投げてる」

「でもそこから岳滅鬼さんは粘りに粘って勝負は三百手近くまで続く……確かに油断もあったんだろうけど、この生命力は尋常じゃない」

「ええ。玉ぎょく一枚になってもヌルヌル逃げ続けるから思わず『捕まえて絞め殺してやるわ！』って口走ったら、あいつ何て答えたと思う？」

「おまえ対局中にそんなこと言ったのか……」


「『私はもう死んでるから』…………あいつ、そう言ったの」




「ッ…………!!」



　もう……死んでる？

「言われた時はわけがわからなかったけど、でも確かにゾンビみたいなヤツだったわ。空そら銀子みたいに、殴ったら逆に自分の拳を痛めてしまうような『固さ』じゃないの。何て言うか……手応えが全く無いのよ」

　固めた自分の拳を見詰めながら、天衣は言う。

「まるで死体を殴ってる感じ。簡単に倒せそうな……っていうか最初から立ち向かっても来ないから倒すも何もないんだけど」

「なるほど。受けというより『待ち』なんだな？」

「そう。だからこっちが攻めていくと簡単に囲いを崩せる。むしろ自分から囲いを崩して──」

「入玉にゅうぎょくか」

　玉が相手の陣地に入っていくことを『入玉』という。

　将棋駒は基本的に前に進むように作られており、後ろに潜り込まれると圧倒的に詰ましにくくなってしまうため、永久に終わらなくなってしまう。

　そこで導入されたルールが『持将棋じしょうぎ』だ。

　簡単に言えば、互いの保有する駒を点数化して勝ち負けか引き分けかを決める。

　入玉将棋が『別のゲームになる』と称される理由がこれだ。

「点数勝負に持ち込まれて……途中で投了したわ。時間もなかったし、焦あせってわけがわからなくなって……普通の感覚が全く通用しないから……」

「ルールが変わる以上、もう将棋とは別のゲームってくらい感覚が変わっちゃうからなぁ。それ専用にトレーニングを積むのもどうかと思うし……」

「そう！　プロの将棋で入玉が出るなんて百局に一局もないくらいでしょ!?　そんなのに慣れて感覚がおかしくなるのもイヤだったし！　ましてやこっちは空銀子とのタイトル戦に向けて調整してるところだったもの！」

「それで記憶の底に封印した、か」

　重要な対局が続く日々で、そういった切り替えは非常に重要なテクニックだ。

　もしかしたら女王戦の序盤で天衣がミスを重ねたのもそれが微妙に影響してるかもしれない……プライドの高いこの子は絶対に認めないだろうけど。

「後で知ったんだけど、あの岳滅鬼って女……奨励会員だったそうじゃない」

「ああ。九州の大分出身で、関東の奨励会に入ったみたいだな」

　釈迦堂さんが教えてくれた。

　とんでもないダークホースだ。タイトル保持者ホルダークラス……いや、それ以上の。

「年齢制限で退会して、それで昨年末に女流棋士に編入したらしい」


「元奨もとしょうだって知ってたら…………くっ!!　次は油断しないわッ!!」



　苛いら立だちが頂点に達した天衣は忌々いまいましげに床を強く蹴った。

　その衝撃で、予想外に大きく観覧車が揺れる。
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「きゃっ……！」



　バランスを崩した天衣が、かわいい悲鳴と共に俺の胸に倒れ込んでくる。

　わわわ！　か、軽い……。


　反射的に受け止めた弟子は────まるで羽毛でできたぬいぐるみみたいだ。



　ふわふわしてて、抱き心地がいい。

　そんでもって……すごくいい香りがする……。

　対局の時に扇子せんすの香りを嗅いで心を落ち着かせたりするけど……天衣を対局に連れて行って勝負所で匂いを吸い込みたいなどというバカげたことまで一瞬考えてしまった。変態かな？

「は、放しなさいよ……バカ……」

「わ……悪い……」

　俺の腕の中にいた天衣を、なるべく優しく、向かいの席まで抱えて行って座らせる。

　改めて……とんでもなくかわいい女の子だと気付かされた。

　今日は特に、髪型も服装も俺のストライクゾーンのド真ん中で……。


　──……こんな彼女とデートできたら、最高だろうな。



　いやいや！　お、大人びてるけど天衣はまだ十歳だぞ!?　しかも弟子なんだぞ!?

　動揺してるのを悟られないようにキリリと表情を引き締めて、話を戻す。

「で、お前ならどう戦う？」


「…………」



　天衣は長考してから、自分の考えをまとめるように、ゆっくりと話し始めた。


「奨励会員には独特の力づ…………面倒臭さがある」



『力強さ』と言おうとして『面倒臭さ』と言い替えたな……負けず嫌いなやつ。でも師匠、そういうの嫌いじゃない。

「序盤でリードを奪えたとしてもそこから勝ち切るまでが大変なの。穴だらけの悪路を超高速でぶっ飛ばすような終盤戦になる。少しでもハンドル操作を間違えたら一瞬でひっくり返る」

　将棋というのはジェンガと同じだ。

　互いのミスが加算され、一番最後にミスをした人間が負ける。


「相手の勝ちパターンに嵌はまり込んだら絶対に勝てない。だから…………」



「だから？」


「序盤でリードするのは大前提として…………終盤に時間を残して、より正確に……指す」




「…………」



　天衣をもってしても『序盤でリードする』以外の具体策が見出せない。

　なら……普通に考えれば、天衣よりも遥かに序盤で劣るあいにとって、勝ち目は無い。

「私からも一つ聞きたいことがある」

「何だ？」

「空銀子はプロになれるの？」

　不意打ちのようなその質問に俺は思わず息を飲む。

「年齢制限に引っ掛かるとしても、まだ十年も先の話ではある。けど、あいつがいつか女流棋士になるのなら……私は、その準備をしておく必要があるの」

　天衣が興味きょうみ本位ほんいで聞いてるわけじゃないことは、その言葉からわかった。

　むしろ、この子は……。

「戦ってみてわかった。奨励会員と……空銀子と私では、将棋の質からして違う。もしあいつが私と同じ土俵に来るのであれば、私も自分の将棋を変えていく覚悟を固めておかないと」

　準備。そして覚悟。

　それが何を意味するのか……天衣は頭がよすぎるから、俺は完全に理解することができない。


「…………わからない」



　結局、尋ねられたことへの答えだけを口にした。

「年齢的な話をするのであれば、十五歳で三段は超有望と言っていい」

「なれるの？」

「本当にわからないんだ。なれる可能性は高いけど、なれない可能性だって相当ある。姉弟子は身体が弱いっていうハンデがあるから……半年間のリーグ戦を戦い抜くことができるかが今回で試されると思う」

　特に夏場は姉弟子の調子が目に見えて落ちる。

　心身共に追い詰められる三段リーグの終盤をどう乗り切るつもりなのか……。

「奨励会でいろんな人を見てきたと言っても、俺は結局、三段リーグの怖さを知らないままプロになっちゃったからな。知らなかったからこそプロになれたと言うべきか」

「……そう。わからないのね」

　天衣は小さく溜め息を吐いた。

「ま、どっちにしろ……いずれ正面から戦うことになるのは間違いないわ。だったら今この瞬間から始める。十年後に私が一番でいられるように」

「戦う……？」

「そうよ。私はね？　もう逃げないって決めたの」

　夜叉神天衣は翼のような黒髪を翻すと、夕日が差し込む観覧車の中で俺のことを真っ直ぐに見て……宣戦を布告する。

「だから覚悟しておきなさい。八一やいち」

　そして少女は、初めて俺のことを名前で呼んだ。

　小悪魔のようなその表情は夕日によって赤く染められている。

　──俺は……何を覚悟しなくちゃいけないんだろう……？

　だがその答えを聞く前に、観覧車は地上に到着してしまった。

「ありがとう。すごく助かったよ」

　観覧車が一回転するだけの短い時間だったが、天衣から得た情報は貴重なものだった。

「久しぶりに顔も見れて安心したし。一門会議にも来なかったろ？」

「……馴なれ合いは嫌いなの」

「これからどうする？　何か食べて帰るか？」

「遠慮しとくわ。アレがあるしね」

　と、こっちに向かって歩いてくる黒服サングラスの女性を示す。

　晶さんは子供たちに混じって焼きまくったパンを山のように抱えていた。紙袋からこぼれ落ちそうなほどの……アンパ●マンの顔面……。

　そうだ！　子供といえば──

「今度、澪みおちゃんたちが大会に出ることになったんだよ」

「大会？」

「なにわ王将戦。知ってるだろ？」

　天衣に久しぶりに会えた嬉しさもあってテンション高めに誘ってみる。

「俺とあいは仕事で出演する予定だけど、一緒にどうだ？　ＪＳ研の応援も兼ねてさ！」

「興味無い」

　ですよね。
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　天衣と別れたその足で、俺は関西将棋会館の棋士室に向かった。

　目当ての人物は練習将棋を指してて、ちょうど感想戦の最中だ。

「月つき夜見よみ坂ざかさん。ちょっといいですか？」

「あ？　殺すぞ？」

　月夜見坂燎りょう女流玉将じょりゅうぎょくしょうがこっちを振り向く。こわい。完全にヤンキーじゃん……。

　しかしその視線を恐れずに、俺はまっすぐ相手の目を見たまま、とある名前をぶつけた。

「岳滅鬼翼。ご存知ですよね？」

　その名前を出すと──


「「…………」」



　月夜見坂さんだけではなく、対局相手の供御飯くぐい万智まち山城やましろ桜おう花かも意味ありげな沈黙を返す。

　やはり何かあるのか……自分の勘が的中していたことを悟ると同時に、俺はこの沈黙が持つ意味を改めて考える。

『私はもう死んでるから』

　天衣から聞いたその言葉が引っ掛かっていた。元奨励会員。そして……死。その意味するところが何なのかを知るためには同じ経験をした人物に聞くのが一番早い。

　しかしそれは敗局を振り返る以上に辛いはずで……記憶の封印を解くか否かを悩んでいたんだろう。暫しばらく考えてから、月夜見坂さんは短くこう答えた。

「フグ」

「は？」

「フグ料理で手を打ってやる。フグ食わせろフグ」

　違ったわ。交換条件に何を食いたいか考えてただけだわ。

「ふ、フグっすか!?　いきなり言われても、あいにく今そんなに持ち合わせが……」

「お燎。そら殺生せっしょうどす。竜王サンも困っておざる」

　供御飯さんが助け船を出してくれた。さすがお金持ちはフグなんて食い慣れてるから、人の弱味につけ込んでタカろうなどという浅ましい考えは持たない。

「フグは冬の魚どす。時季外れは猫も食わぬわ」

「チッ！　しゃあねぇなぁ……うどんで勘弁しといてやるよ」

「あっ、それなら」

　ホッと胸をなで下ろす。うどんくらいなら何杯でも食べてもらって構わない。

「ただし……店はこっちで選ばせてもらうぜ？」

　月夜見坂さんはギザギザした歯を見せながら、思わせぶりにそう言った。その隣ではさっそく供御飯さんがスマホで店の予約をしていて……。

「「とうちゃーく♡」」

　タクシーで店に到着した瞬間、俺は自分が騙だまされていたことに気がついた。

「どーしたクズ？　早く入れよ」

「うどんはうどんでも……ここって『うどんすき』の店じゃないですか!!」

　同じだと思う？　違うよ！　ゼンゼン違うよ!!

　うどんすきは大阪の郷土料理。すき焼きみたいな名前だけど料理としては寄せ鍋に近くて、うどんは具材の一つという感じだ。

　特にここ船せん場ばにある老舗しにせはうどんすき発祥はっしょうの店とされ、味もお値段も別格。師匠の機嫌がいい時は連れて来てもらったこともあるんだけど……。

　月夜見坂さんと供御飯さんはタクシー代を払う俺を置いてズカズカと店内に入り当たり前のように一番高いコースを注文。掘りごたつの個室に陣取って宴会を始めた。

「「うまーい！」」

　練習将棋を指して腹が減ってたんだろう。食うのはいいよ。好きなだけ食えばいいさ。でも自分の金でやってくれ！

「黒ウーロン追加！　ああもういいや飲み放題付けてくれ飲み放題！」

「この夏季限定の『鱧はもしゃぶ』いうんは、もう始まってるん？　まだ？　残念どすなぁ」

　このうえ鱧まで!?

　金銭感覚がおかしいお嬢様は完全に庶民のマウントを取りに来てる。駄菓子だがしでも買う感覚で注文しようとするから心臓に悪い……。

「……こんだけ払わせたんだから、そろそろ教えてもらえますよね？　すごい情報を握ってるんですよね？　岳滅鬼翼について……！」

「急せかすんじゃねーよクズ。味わって食おうぜ？　ほれエビやる。お頭かしらだぞー」

「いりませんよ食い残しじゃねーか!!」

　月夜見坂さんは俺をからかってゲラゲラ笑ってから、黒ウーロン茶を飲み干してお代わりを注文すると、静かに語り始めた。

「……翼さんはな、オレらの世代にとっちゃヒーローよ」

「ヒーロー？」

「《不滅の翼》は……岳滅鬼サンは、こなたらより学年で二つ上のお方どす」

　不思議そうな俺の表情を見て、今度は供御飯さんが口を開く。

「男子に混じって全国の将棋大会で名を馳はせ、小六の時には女子で初めて小学生名人を獲得。そのまま奨励会入り。小学生で奨励会に入ったんは、女子では岳滅鬼サンが史上初や。そんな活躍は当時『不滅』と讃たたえられたのどす」

「オレらにとっちゃ翼さんがいたからこそ『女子でもあそこまでやれる』って思えたんだよな」

「将棋はもちろん、立ち居振る舞いの全てに憧れたいうか……尊敬の対象どした」

「そうそう！　尊敬って言葉がイチバンしっくり来る」

　月夜見坂さんと供御飯さん、それに歩夢が小四の時、岳滅鬼さんは小六。

　確かにヒーローに見えただろう。俺は思わず呟く。

「驚きましたね……」

「翼さんの経歴にか？」

「いや、お二人の口から『尊敬』なんていう言葉が出るなんて……」

「うどんと一緒に煮るぞコラァ」

　月夜見坂さんがそう言って凄すごみ、供御飯さんも無言でコンロの火を最大にする。チームワーク良すぎでしょ。やめてよ。

「ちなみにお二人と歩夢が小六の時の小学生名人戦は小四の俺が優勝しているわけですが……俺に対する尊敬は？」

「あん時は単純にムカついた。だから殴った」

「いろんな感情を抱いたのは確かどすが、尊敬はなかったなぁ」

　ひっでー。

「竜王サンこそ、自分の二年前の優勝者やで？　なんで知らんの？」

「あんまり前の年がどうだとか意識してなかったっていうか……小学生名人戦に出たのも師匠に『出とけ』って言われたからで。優勝しようがしまいが奨励会受験は既定路線でしたし」

「ケッ！　これだから将棋星人サマはよぉ……」

　月夜見坂さんは悪態あくたいを吐く。

　でも……。

「お二人が『尊敬』とまで言う人に対して、こんなことは言いたくないんですけど……岳滅鬼さんの指す将棋は……」


「…………あんなんじゃなかったのさ。奨励会に入る前はな」



　まるで怒っているかのように月夜見坂さんは言った。

「オレが女流棋士を休場して奨励会に入ったとき真っ先に観に行ったのは翼さんの将棋だった。関東奨励会は棋譜が残んねーから数年ぶりに見たんだけど……驚いたよ。あんな……そもそもあんなの将棋じゃねえだろ？」

「違うルールでやってるなとは思いました。その独特の感覚が、あの人の強さなのかと思ったんですが……昔は違ったんですね？」

「超正統派の居い飛び車しゃ党だったさ。奨励会に入る前はな。攻め将棋のオレから見ても、攻めのセンスがズバ抜けてると思った」

《攻める大天使》とまで呼ばれる人は、俯うつむいて声を震わす。

「オレは……オレはな、あの人を目標にしてやってきたんだよ。それなのに……くそッ！」

「こなたらの世代は誰でも、お燎みたいな気持ちを持っておざります」

　親友を労いたわるように、供御飯さんがフォローする。

「不滅と思われた記録は銀子ちゃんに全部破られて今では忘れられた存在やけど……そもそも銀子ちゃんが強すぎるんどす。比較の対象がおかしいんや。女性で奨励会２級まで上がるんがどれだけ大変なことか」

「でもよ。負け惜しみに聞こえっかもだけど、オレぁ翼さんの才能が銀子に劣ってたとは思わねーんだよな」

　ギラリと目を光らせて月夜見坂さんは言う。

「確かに銀子は強つえぇ。オレは負け続けてるよ。けど奨励会に入る前の翼さんの将棋には、銀子よりも華やかさがあった。才能の煌きらめきが」

　才能……か。

　鍋の中で煮詰まってしまったうどんを見下ろしながら、俺はポツリと言った。

「……奨励会で揉まれたのが悪い方向に出たのかもしれませんね」

「悪い方向？」

　首を傾かしげる供御飯さん。この場で奨励会を経験してないのはこの人だけだから、ピンと来ないんだろう。

「奨励会に集まるのは、それまで地元で敵なしの天才です。自分の思う通りに伸び伸びと指せば勝てた。ぶっちゃけ攻めれば勝てたわけです」

「けど奨励会に入って初めて壁にブチ当たるわけだ。天才と天才の戦いになって初めて、攻める以外の方法が必要だって気付く。奨励会には超天才ってのもいるからな。並の天才は策さくを弄ろうするしかねぇのさ……序盤を勉強するとか」

　月夜見坂さんの説明が奨励会の全てを表現しているだろう。

　真っ直ぐ生きられるのは、ほんの一握り。

　他の天才は大なり小なり変化を求められる。

「その結果、極端な受け将棋になる人も出てきます。もともとの棋風が受けならまだいいんですが、そうじゃない人が急にフォームチェンジすると……将棋が壊れてしまうんです」

　受けが得意な棋士が、俺に負けて漏らした言葉がある。

『寿命をすり減らして負けるんじゃ、つらすぎる……』

　うちの師匠も、受け将棋で歯を食いしばりすぎて奥歯がほとんどすり減ってしまった。

　誰だって受けて勝ちたいなんて思わない。

　受けるというのは、やはりどこかで無理をしているのだ。

「姉弟子はもともとバランス型の棋風だったから修正も少しで済んだ。感覚がおかしくなるようなことはなかったんです。けど……」

「岳滅鬼サンは壊れた、いうわけどすか……」

「先手でも後手でも千日手にする極端な待機戦術。そして相手が痺しびれを切らして無理攻めを敢行すれば待ってましたとばかりに受け潰す。その受け潰しを警戒して相手が同じように待機策を取れば隙を見て入玉……ある意味、完成された棋風です」

　相手の玉を詰ますのではなく、点数勝負の持将棋に持ち込むことを目的とした、泥どろ仕じ合あいだけに特化した棋士。

　それは深海魚を思わせる。

「誰も生きられない、暗くて苦しい水の底へと沈んでいくことによってのみ、岳滅鬼さんは奨励会という荒海の中で生き残ることができたんでしょう」

　その深海で過ごした十年という歳月を思うと……。

「……月夜見坂さんは、奨励会で岳滅鬼さんと戦ったことは？」

「オレが関東の奨励会にいたのはたった一年。その頃にはもう翼さんは２級にいた。６級から７級に落ちたオレなんかとは手合いが付かなかったよ……」

　心の傷は簡単に開く。こんな話をさせて申し訳ないと思った。

「お燎が奨励会にいたんはもう何年も前のことやろ？　いったい岳滅鬼サンは、奨励会２級のまま、何年……？」

「指し分けでは上に行けないのが奨励会ですから。プロなら五割勝ってれば引退はない。でも奨励会員は連勝して上に行けなきゃ年齢制限があります」

　岳滅鬼さんは特殊な進化を遂げることによって、生き残ることはできた。

　しかし一日三局指す奨励会で、その全てを受け続け、持将棋に持ち込むなんて芸当は、体力的にまず不可能だ。

　有段者になるためには、大空へと羽ばたくためには、海面から顔を出さねばならない。

　けれど深海魚は……深海を出れば息をすることすらできないのだ。

『私はもう死んでるから』


　その言葉の意味は、きっと…………。



「ともかく」

　月夜見坂さんはお椀に残った出汁をグイッと飲み干して、

「入玉将棋の感覚は一朝一夕いっちょういっせきで摑めるもんじゃねえ。ソフトですら入玉すると棋力がガクンと落ちるから棋譜の解析すらままならねえし、練習相手もいねえ。一直線に攻めてくオメーの弟子一号にとっちゃ相性が悪すぎる。どうすんだ？」

「そうですねぇ……」

　月夜見坂さんが言う通り、あいにとって最悪の相手だ。

　攻略法も、ましてや対策を立てることすらままならない。

　そんな深海魚が相手なら──

「こっちは空でも飛びますか」

「「はぁ？」」





[image: ]　　竜王、小学校デビュー






「きりっつ！」

　四十人の小学生が一斉に立ち上がる。

「れいっ！」

　四十人の小学生が一斉に頭を下げる。

　そして──

「「よろしくおねがいします！　くずりゅーせんせいっ!!」」

　四十人の小学生が一斉に俺の名前を呼んだ。

　うわぁ……。

　小学生が、わらわらいる……。

「こ、こちらこそ……よろしく？」

　教壇に立って強張った笑顔を浮かべつつ、俺はお辞儀を返した。

　──ここが、あいが毎日通ってるクラスか……。

　初めて足を踏み入れた北福島きたふくしま小学校五年四組の教室は、何と言うか……小さい子供がいっぱいだった。当たり前だが……。

　あいは不安そうに、澪ちゃんはワクワクした感じで俺を見詰めている。

「本日より職場体験学習の授業を手伝ってくださる、プロ棋士の九頭竜八一先生です」

　そう説明するのは担任の鐘ヶ坂かねがさか操みさお先生だ。

「みなさんの住んでいる福島区には、全国に二つしかない将棋会館のうちの一つがあります。クラスメートの雛鶴あいさんはもう女流棋士としてお仕事をしていて、水越みずこし澪さんも同じ夢に向かって将棋の勉強をしています」

　しっかり調べてくれたらしく、鐘ヶ坂先生の説明は淀みない。

「九頭竜先生は『竜王』という将棋界で最高のタイトルをお持ちですが、年齢的には皆さんと七歳しか離れていません。将棋について、そして棋士というお仕事について、ぜひたくさんのことを先生から学び取って、みなさんが夢をかなえる参考にしてください」

「「はーい!!」」

　五年四組のクラス目標は『夢にむかってはばたく』。

　そして鐘ヶ坂先生の実行力は凄まじい。

　こうやって本当に学校で授業をやれるようにしてくれたし、関西将棋会館であいの対局を見学する許可も取り付けた。しかもその対局の記録係は澪ちゃんだ。おかげで平日の対局でもあいと澪ちゃんは出席扱いになったが代わりに俺は月光会長や男鹿さんから「竜王は本当に小学生にだけは熱心ですね」と様々な意味に取れる称賛をされたはいはい俺ロリコン俺ロリコン。

「ふーん？　あれがウワサのお師匠さま？」

　あいの隣の席に座ってる派手目な感じのＪＳが、クラス中に聞こえるような声で俺のことについて喋り始めた。

「聞いてたより全然カッコよくないけど、聞いてたとおりチョロそうじゃない。私があげた本と服でイチコロだったでしょ？」

「みっ、美み羽はねちゃん!?」

　あいは顔を真っ赤にして「あぅあぅ」と気まずそうに俺を見る。

　あの子が俺の弟子に『ＪＳ四年生』という魔ま典てんや『ロリコンを殺す服』を与えた犯人か……要注意人物だな……。

　そんな美羽ちゃんほど堂々としてなくても、

「オトナだ……」「オトナの男の人だ……！」「うちのお兄ちゃんと同じくらいだよー？」「あの人が、あいちゃんの師匠!?」「家族じゃないのにいっしょに住んでるんでしょ!?」

　みんな将棋よりも俺とあいの関係に興味津々のご様子。

「駒の動かし方はもう教えてあります。自由に授業を進めてください」

　鐘ヶ坂先生はさっさと教室の隅へ移動する。

「……教壇に立つ以上は、あなたも聖職者です。決して性食者にならないよう……」

　すれ違い様にそんなことを囁ささやいて。

　だがここで怯ひるむわけにはいかない。あいを手元で育てるために……そして何より若年層じゃくねんそうへの将棋普及のために、俺の持てる普及技術を全て出す!!

「じゃあさっそく隣の席の人と対局してもらおうかな？　あい、手伝ってくれ」

「はっ……はい！　師匠!!」

　慌あわてて立ち上がるあいに、クラス中の注目が集まる。

　子供をコントロールするために重要なのは、まず注意を引きつけること。

　一番困るのは興味を失って勝手なことをされることだ。

「……だから俺やあいに興味を持ってくれるのは好都合なんだ。この興味を将棋に持っていけばいいからな」

「っ！　……さすがです、師匠……！」

　二人だけで言葉を交わしながら、対局用のビニール盤とプラ駒を配るんだけど──

　手元に将棋セットが来たことで『遊び』と認識してしまったのか、子供たちは勝手にふざけ始めて収拾が付かなくなってしまった。

「ちょっとみんな！　まじめにやろーよ!?」

　澪ちゃんが注意してくれるけど一向に静かになる気配はない。

「し、ししょう……どうしましょう……？」

「……大丈夫だ」

　オロオロとこっちを見るあいを励ますと、俺は大きな声でこう言った。

「みんな！　すぐに強くなれる将棋の必勝法があるんだけど……聞きたくないか？」

「「っ!!」」

　驚いてこっちを見る小学生たち。

　よし！　摑んだ！


「本当は教えたくないし、あいや澪ちゃんにもまだ教えてないんだけどなー？　今日は特別にコッソリ教えてあげてもいいけど…………聞く？」




「「…………!!」」



　俺が声を潜ひそめると、小学生たちは目を輝かせて身を乗り出す。

　じっくりタメを作ってから、俺は答えを口にした。


「すぐに強くなれる将棋の必勝法。それは……………………挨拶です！」




「「あい…………さつ？」」



　意外すぎる答えに、みんなさらに興味を搔き立てられたようだった。

「強いモンスターをいっぱい倒さないとレベルが上がらないだろ？　それと同じで、将棋は強い人といっぱい指さないと強くなれない。じゃあ強い人といっぱい指すためには、どうしたらいいと思う？」

「「……？」」

「強い人と友達になればいいんだよ！　だから挨拶が大切なんだ。自分から礼儀正しく話しかければ、きっと仲良くなれるから」

　子供たちの目が理解の光で輝いていく。

「将棋は二人で指すものだよね？　だから友達が多ければ多いほど早く強くなれる。逆に嫌いな人を作ったら、そのぶん自分にとってマイナスになっちゃう」

　だから──と、俺は胸を張って言う。

「強くなりたかったら、しっかり挨拶して、誰とでも仲良くしましょう。いいね？」

「「はいっ!!」」

　さっきとはまるで別人のように、みんな揃って返事をしてくれる。

　そこですかさず澪ちゃんが「よろしくお願いします！」と挨拶の見本を見せてくれたから、クラスのみんなが次々とそれを真似して、今度はちゃんと将棋が始まる。

「ほう……」

　教室の隅で授業を見守っていた鐘ヶ坂先生が感心したように何度も頷うなずくと、何かメモを取っている。やった！　ポイントをあげたっぽいぞ！

「よーし！　じゃあ今日は特別に何でも教えてあげよう！　何か質問のある人!?　遠慮せずに何でも聞いてくれていいよ！」

「あ、あの！」

　大人しそうな女の子が意を決したように手を挙げて──

「あいちゃんとケッコンするって……ホントですか？」

　とんでもない爆弾が投下された。


「「ええーっ!?　ケッコンんんんんんん────ッ!?」」



　クラス中がビックリ大騒ぎである。そりゃそうだ。俺だってビックリだ。

　あいは立ち上がって叫ぶ。

「ち、ちがうよぉ！　する『かも』だよぉー!!　ケッコンカッコカリだもん!!」

　イエスでありノーなその釈明しゃくめいはむしろ火に油を注ぐ結果になり、さらに「澪ちゃんも九頭竜先生の家に泊まったことあるんだって！」「じゃあもうそれ恋人じゃん！」という話まで飛び出して事態は小学生特有の発想の飛躍によりどんどん大きくなる。

「そっか！　九頭竜先生は友達じゃなくて恋人がいっぱいいるから強いんだ！」

「友達よりも恋人のほうが上だもんね！」

「でもケッコンするなら奥さんじゃない!?」

「じゃあ九頭竜先生は小学生の奥さんがいっぱいいるんだっ!!」

　スゲー九頭竜先生スゲー！　と予想外の形で小学生から尊敬を集める結果にはなったんだけど……静かになったはずの教室はさっき以上の大騒ぎになってしまった。

　小学校の先生って……大変……!!
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　放課後になると、綾乃あやのちゃんとシャルちゃんも小学校にやって来た。

「お、おじゃまします……です」

「しゃう、にっぽんのしょーがっこー、はじめれくぅんだよー!!」

　テンションが上がりきってるシャルちゃんは教室に入るなり隅にある掃除用具入れを開けたりクラスで飼育してるハムスターを摑み取りしたりと、相変わらず自じ由ゆう奔放ほんぽうだ。

　とりあえず席に就いてもらい、状況を説明する。

「えー……鐘ヶ坂先生のご厚意により、放課後の教室をＪＳ研のために開放してもらえることになりました！」

　俺のアパートに集まることが禁止されたので苦肉の策ではあったんだが……授業をしてみてわかったけど、むしろアパートよりいい感じだ。

　机や黒板といった器具が揃ってることもあって、自宅や連盟道場ではやりづらい講義系の指導もできる。

　普段は避けがちな座ざ学がくも、学校という環境だと集中して行えるからね！

　綾乃ちゃんとシャルちゃんは澪ちゃんの家に泊めてもらうことになってるので、遅くなっても安心だ。歩いて行ける距離だし、鐘ヶ坂先生が送ってくれるって言うし。

　このようにいいことずくめなのである。まったく……小学校は最高だぜ！

「じゃ、さっそく特訓開始だ！」

「「はい！」」

　元気よく返事するＪＳ研の四人。カリスマ塾講師にでもなったような気分だ。

「アマチュア大会は、持ち時間の短い早指し。だから早指しの極意を会得すれば大会でも絶対に結果が出る。そのための公式が……これだ！」

　俺は黒板にその公式を板書する。




『自玉が詰まない　＋　敵玉が必至　＝　勝利』




「これだ！　これが早指しの極意！」

　黒板をドンと叩きながら、俺は説明する。

「秒読みだと、詰みを読み切るのは大変だよね？　だったら無理に詰ます必要は無い。自玉が安全ならそれでも勝てるから」

　詰む、詰まないを読み切る能力は一朝一夕で身につくものじゃないし、そもそも才能に大きく左右される。

　では短期間に飛躍的に実力を向上させるためにはどうすればいいか？

　読むのが無理なら憶えればいい。

「だからとにかく『詰まない形』を暗記すること！　憶えれば強くなれることはガンガン詰め込んでいくぞ！」

　ゆとり教育とは逆行する学習方法だが、これが一番効率がいい。

『詰まない形』をまとめたプリントを配ると、澪ちゃんが驚いたように仰のけ反ぞる。

「うわっ！　けっこー数あるねぇ」

「『王手が掛からない形』は少ないけど、『王手が掛かっても詰まない形』は数が多いからね。他にも『相手が飛車か金を持ってないと詰まない形』や『桂馬がないと詰まない形』なんかもあるぞ！」

　確かに数は多い。条件も様々だから憶えるのは大変だろう。

　でも綾乃ちゃんはむしろ目を輝かせて、

「この『詰まない形』さえ憶えておけばギリギリの終盤でも自玉が詰むかどうかを読む必要がなくなるです！　うちは終盤は苦手ですけど憶えるのは得意なので頑張るです！」

「しゃうもー！　しゃうも、しゅーばんちゅおくなぅんだよー！」

　自玉が安全なら、敵玉を仕留めることだけに集中できる。

　相手よりも読みを半分省略できるということは、相手の半分の棋力でも勝てる可能性が出てくるということ。

「完璧に暗記できたらご褒美ほうびも用意してあるからな！　今日中に憶えよう!!」

「「わーいごほーびー!!」」

　目の前にニンジンをぶら下げて集中力アップ！　小学生の扱いなら任せとけ!!

「あの……師匠？」

　他のみんながプリントと格闘する中、一人だけやることをまだ指示されていないあいが手を挙げて尋ねてくる。

「わたしはプリント、いただけないんです？」

「あいは別メニューだ。公式戦が近いからな」

　これまで俺は、あいが次に戦う相手……岳滅鬼翼さんについて様々な情報を集めてきた。

　それらを総合した結果──

「次に当たる相手は、おそらく今まで平ひら手てで指してきた相手の中では最強だと思う。勝つのは簡単じゃない。でもしっかり準備すれば勝機は見出せるはずだ」

「ッ！　……はい！　何をすればよろしいでしょう!?」

　緊張した様子の弟子に、俺は別のプリントを渡してこう言った。

「詰将棋つめしょうぎを解いてくれ」

「ふぇ？　……詰将棋、ですか？」

「うん。問題は用意してきた。今日は時間も計るぞ」


「あ、あの……でも…………マリアちゃんが『詰将棋は意味ない』って言って……それに花立はなだち先生も雑誌の対談で同じことを……」



「意味はあるさ。師匠おれを信じて、とにかくやってみてくれ」

「……はい。わかりました」

　返事はしたものの、あいは完全には納得しきれないといった表情だ。

　そりゃそうか。さっき『詰ます必要は無い』って言ったばっかだしな。

　だが詰将棋はあいの大好物。


「…………こう……こう……こう、こう、こう…………」



　と、さっそく問題に取り組み始めた。

「鐘ヶ坂先生。テストみたいな感じで、終わったら答え合わせをしてやってください。俺は澪ちゃんたちを見てるんで」

「わかりました」

「これが問題と答えです」

　手に取って一瞥いちべつすると、先生は不審げな表情を俺に向けた。


「…………これは何ですか？」



「詰将棋ですけど？」

「そんな馬鹿な。私が書店で買った詰将棋の問題集には、こんなわけのわからない魔法陣みたいな問題は一つもありませんでした。というかこれ、本当に解けるんですか？」

「どんな本を買ったんです？」

「ピンクの表紙の。一番売れている詰将棋の本だと」

「ああ、それは三手詰とか五手詰とかですね。もちろん素晴らしい本ですが……そっちが小学生のドリルだとしたら、あいが解いてるのは大学院の入試くらい難易度の差があります」

「そんなに差が!?」

「ええ。『詰将棋解答選手権』の問題ですから」

「詰将棋……解答選手権？」

「プロ棋士も出場するガチな大会です。大会を運営する詰将棋作家も本気で難問を作るから、プロでも解けないような問題が出るんです」

　あいが解いているのは、その第一ラウンドの問題。

　超難問揃いの第二ラウンドよりは易やさしいが、それでも普通の詰将棋とは比べものにならないレベル。

　制限時間は九十分だが、今年の優勝者はこれを半分以下の四十分で解いて全問正解。

　詰将棋が得意なあいだけど、さすがに苦戦するだろう。

「あの……師匠？」

「ん？　どうしたあい？　問題に不備でもあったか？」

「終わりました」

　は？

「終わりました」

「う……うん！　そうか！　で、でも早く解くことよりも、その……正確性が問題だからな！　鐘ヶ坂先生？　どうですか？」


「……………………全問正解です」



　は？

　えっと……まだ十分くらいしか、たってない……けど……？

「師匠？　あの……時間かかりすぎでしたか？　間違えたらいけないと思って、何回も確認したから、ちょっと遅くなっちゃって……」

　は？　……は？

　詰将棋が得意とは思ってたけど……ここまでとは……。

「で、でも次が本番だぞ!?　今のはウォーミングアップみたいなもんだから！」

「わかりました！　がんばりますっ!!」

　今度は第二ラウンドの問題を渡す。

　この問題は全問正解者が出なかったくらいの超難問。さすがのあいも一目見てその難しさに衝撃を受けたようで、


「こう、こう、こうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこう────」



　脳をフル稼働させて問題に没入する。

　こうやってそれぞれが必死に課題に取り組むＪＳ研のメンバーを眺めながら、鐘ヶ坂先生がポツリと言った。

「……すごいですね、将棋って」

「え？」

「自慢で言うわけではありませんが、私は小学校からずっと優等生でした」

　先生は自慢どころかむしろ恥ずかしそうに、

「中学、高校、大学と、親や教師に勧められるまま地域で一番といわれる学校に通って、教師になって。ですが大学で教わったことなんて、社会に出たら何一つ役に立たなくて……」

「先生……」

「初めて担任を持ってみて……私は学校の外の世界を何も知らないんだなと思い知らされることがあったんです。だから学校の外の世界で道を切り開いている子供たちを見てしまうと、自分に教える資格なんてあるのかと不安になります」

　俺は……驚くと同時に、すごく共感した。

　あいをどう育てるか悩んでいるのと同じように、鐘ヶ坂先生も教育者として悩みを抱えていたから。

「……中学で勉強を投了した俺が、こんなことを言うのはどうかと思うんですけど──」

「？」

「俺、鐘ヶ坂先生みたいな人が担任になってくれて安心しました！」

「え……？」

「中卒の俺が教えてあげられないことを、弟子に教えてあげてください！　将棋以外の世界がどんな場所なのかを。そこで何を学べて、何が学べないのかを」

「九頭竜……さん……」

「その上で、厚かましいお願いかもしれないんですけど……公式戦がある日とかは出席を大目に見てあげてくれると嬉しいなー、なんて。あはは！」

「……善処ぜんしょしましょう」

　方法はいくらでもありますから……と、先生は頼もしいことを言ってくれる。

「本当ですか!?　いやー助かります！」

　鐘ヶ坂先生は厳しいけど、決して将棋界に対して無理解な人じゃない。それだけでも、あいや澪ちゃんは本当に幸運だ。

「俺も学生時代は記録係や公式戦で苦労したんですよー。どうやって学校休もうか、そればっか考えてて。でもまさか弟子に『サボれ』とは言えないですしねぇ。指導者として限界を感じるっていうか、情けないというか……」

「九頭竜くんだって年齢的にはまだ高校生でしょ？　大人の前で背伸びしなくてもいいのよ」


「っ！　…………先生……」



　初めて優しい言葉を掛けられて、俺は学生に戻ったような気持ちになった。

　もともと俺は年上の女性に弱い。

　そして何より……先生という存在が好きだ。

　初恋の相手も幼稚園の先生だし……その次は桂けい香かさんだし……。

　そんな鐘ヶ坂先生は、少し迷った様子を見せた後──俺の耳元に口を寄せてくる！


「…………九頭竜くん。実は──」



　先生が何かを囁こうとした、その時。

「っ!?」

　ゾクゾクッ！　として後ろを振り返ると──


「…………………………………………………………」



　プリントを手に持ったあいが、なぜか何も言わずに立っていた。なんかこわい。

「終わりました」


「お、おお…………早かったな……」



　まだ三〇分もたってない。早すぎ。おしっこチビりそう。

　これでもし……全問正解でもしようものなら……。

「つ、疲れたろ？　答え合わせは後にして、取り敢えず休憩するか？　あいの大好きな苺いちご味のご褒美を用意してるから──」

「わぁい」

　あいは子供っぽく全身で喜びを表現すると、俺のほうに顔を突き出すようにして、言う。




「じゃあ師匠、いつもみたいに苺味のチューをください。今日はほっぺでいいです」




　その瞬間、教室の空気が凍るのを感じた。

「九頭竜……さん？　これは一体どういうことですか……？」

　生まれたばかりの親近感は儚はかなく消え去り、鐘ヶ坂先生は先っぽが二股にわかれた槍のようなものをロッカーから取り出して、構える。


「ちょっ……か、鐘ヶ坂先生？　どうして不ふ審しん者しゃ用に備え付けられてるさすまたを構えてるんですか……？」



「不審者を発見したので」


　え？　どこ？　…………どこ？



「研究会の後はいつもこうして、みんなで師匠にご褒美をいただくんです！　そうだよねー？　みんなー？」

　うおおおおおおおおおおおおおおおおおい何でイイ感じで鎮ちん火かしかけてたとこにナパーム弾放り込むようなマネすんの!?

「えっ!?　ご褒美!?　あいちゃんだけズルい澪もほしいほしいほしいー！」

「しゃうもー！　しゃうもね？　ずっとほしいのあるんだよー！」

「う、うちも……九頭竜先生のご褒美、ほしいです……」

　とりあえず『ご褒美』という言葉に反応するＪＳさん。

「まさか……そんなハレンチなことを!?　将棋の研究というのは口実で、やはりあのアパートで不純ロリ交遊……!!」

　完全に不審者を見る目つきでこっちを油断なく見詰めつつさすまたを構えてにじり寄る鐘ヶ坂先生。

「いや待って俺が用意してたご褒美は苺味のアイスで──」

「愛あい撫ぶ!?　ご褒美に愛撫を用意してたですって!?　やはりあなたは薄汚い性食者です!!」

　ダメだ話はなし通つうじねぇ！

「あい!?　丸く収まりそうだったのに何であんなデタラメ言うんだよ!?」

「しりませんっ！　ししょーのだらっ!!」

　あいは『ぷくーっ！』とほっぺを膨らませる。

　……どんな難しい詰将棋でも、小学五年生の心には敵わない。
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「くずりゅーせんせー。さよーならー」

「はーい。さようなら」

　プリントの束を小脇に抱えたまま手を振って、俺はランドセルを背負って帰宅する児童たちを見送った。

　小学校の教師は多忙である。

　授業が終わっても家に帰るわけにはいかない。宿題として出しておいた詰将棋の答え合わせをして、次の宿題を用意し、授業の準備もしないといけない。その後は放課後ＪＳ研の指導だ。

「ふぅ……小学校の先生は本当に忙しいなぁ！」

　だが、かつてないほど充実した日々でもある。

　不幸な誤解から始まったＪＳ研＠小学校だったけど、五年四組の将棋授業と合わせてトントン拍子に軌道に乗った。

　前も言ったけど学校という場所は教育のために建てられた施設だけあって教えやすい。

『こういう道具があったらいいな！』

『こんな場所で将棋が指せたらいいな！』

　みたいなのが全部あって指導の幅が広がる。最高だな、小学校って。

　ただ……将棋界の顔である竜王が近所の小学校へ指導に行ってるというのはどうしても評判を呼んでしまうらしく──

『最近よく小学校にクズ竜王が出没してるらしい』

『マジ不審者』

『将棋会館にも行かずに何やってんだ……』

『将棋会館じゃなくて小学生と快感を選んだロリ王さんロリ王すぎる』

　……そんな噂もネットを中心に広まっている。

　でもいいんだ！

　大会に向けてぐんぐん棋力が伸びてるＪＳ研のみんなを見る幸せに比べたら……俺がロリコン呼ばわりされることなんて小さい小さい。ロリだけに。

　鐘ヶ坂先生と進めている職場体験学習も順調だ。

　あいの対局を見学に行く準備も着々と進んでいるし、それどころか学校全体で将棋ブームが起こりつつある。

『九頭竜先生に将棋を教えてもらってから、児童たちがしっかり挨拶してくれるようになったんですよ！』

『さすが若くして将棋界のトップに立つ竜王ですなぁ！』

『ぜひうちのクラスでも将棋の授業をお願いしたいですなぁ！』

　校長先生をはじめ、学校側からの評判も上々。

　職員室に専用のデスクまで用意してもらい、本物の小学校教員になった気分である。才能あるのかな？

　こんな具合で澪ちゃんをはじめとするＪＳ研のみんなも、指導する俺も、授業を進める鐘ヶ坂先生も、誰もが手応えを感じていた。

　……ただ一人を除いては。

「ん？　あい、何やってんだ職員室の前で？」

「ふにゃ!?」

　俺が後ろから声を掛けると、廊下に四つん這ばいになって職員室の中をコッソリ覗き見ていた弟子が、猫みたいに飛び上がった。

　なぜ……四つん這いに……？

「もしかして職員室に忍び込もうとしてたのか？」


「えとっ……あの、その…………あぅあぅ……」



「どうした？　はっきり言いなさい」


「あ、あの！　あの…………わたし、師匠に謝らなくちゃいけないことがあるんです!!」



　あいは四つん這いから土下座どげざへと瞬時に移行する。

　謝らなくちゃいけないこと？　まさか……テスト問題を盗み見ようとしたとか!?

「師匠にいただいた駒ストラップを落としてしまいましたっ！　ごめんなさいっ!!」


「…………何だ。そんなことか」



　緊張して損した。手を貸して立たせてやりながら、俺は言う。

「連盟の売店に山ほど売ってるやつだろ？　また買ってあげるよ」

「だっ、ダメです!!　あれは師匠に初めて買っていただいた大切なストラップで……だからお守りみたいにずっとランドセルに付けてたんですけど……」

　あいは泣きそうな表情でそう言った。

　数百円の安物をそこまで大事に想ってくれていたことに感動しつつ、俺は尋ねる。

「どこで落としたかはわかってるのか？」

「学校……かな？　とは思うんですけど……校内の他の場所は全部探して、落とし物箱も確認しました。あとは職員室の中だけで……」

　それで職員室に忍び込もうとしてたのか。

「わかった。俺も探しておくし、他の先生にも落とし物がなかったか聞いておくよ」

「ありがとうございますっ!!」

　しかしあいはそのまま動こうとしない。

「どうした？　まだ何か気になることがあるのか？」


「…………このままで、いいんでしょうか……？」



　ずっと溜め込んでいた思いを絞り出すように、あいは喋り始めた。

「なにわ王将戦には小学生名人が……ゴッド先生の妹さんが出るんですよね？　それなのにずっと暗記したり詰将棋を解いたり、終盤のトレーニングばっかりで……」

「もっと序盤を勉強するべきだと？」


「…………」



　返事がないことが何よりの答えだった。

「女流名跡戦の予選決勝もあって焦るのはわかる。でも今は終盤力の養成が一番大切なんだ。ＪＳ研のみんなにとっても。もちろんあいにとっても」

「わたしのことはいいんです！　それより──」

「今日から新しいトレーニングを始める。先に行って準備をしておいてくれ」


「…………はい」



　あいはまだ完全には納得のいってない表情で頷き、ようやくその場を後にした。

　小さなその背中を見送ってから、俺は職員室に入って自分のデスクに荷物を下ろす。


「ふぅ…………終盤力、か」



　デスクの上に置いてあったプリントを手に取って眺める。

　採点の終わった、あいの詰将棋の答案。

　そして詰将棋解答選手権チャンピオン戦の、今年の結果。

　３位　坂梨さかなし澄すみ人と三段　　　八〇点　　一八〇分（制限時間一八〇分）

　２位　篠窪しのくぼ太たい志し七段　　　八二点　　一八〇分（制限時間一八〇分）

　優勝　月光聖市せいいち九段　　　九四点　　一八〇分（制限時間一八〇分）




　雛鶴あい女流１級　　　一〇〇点　　　三〇分（制限時間一八〇分）





「…………天才過ぎるだろ……永世名人の六倍の速さで全問正解って……」



　２位の篠窪さんですらタイトル経験者。月光会長は詰将棋作家で現役Ａ級棋士。

　光にまで喩たとえられたその演算速度を遙かに凌駕りょうがするあいの才能をどう扱っていいか……誰よりもまだ、俺が迷っていた。




「整列ッ!!　まえー……ならえ!!」

　ジャージ姿の俺は、ハワイ対局のために買ったサングラスを久しぶりに装着し、首からぶら下げた笛を吹いた。

　俺の前に背の順で並んだＪＳ研メンバーも体操着とハーフパンツ（シャルちゃんだけはなぜかブルマだった）に着替えている。

「今日は体育館で特訓だ!!」

　気分はすっかり熱血体育教師。こういうのは形から入るのも大事だからね！

　同じくジャージ姿の鐘ヶ坂先生が冷ややかな声で聞いてくる。

「使うのは構いませんが……どうして体育館で？　将棋を指すためにこんな広い場所は必要ないというか、むしろ不自然では？」

「その不自然さに慣れる特訓です！」

「ほう？」

「なにわ王将戦の会場は大阪市民体育館なんですよ。少しでも似たような環境で指しておけば本番で緊張しませんから」

「環境の変化がそこまで対局に影響するものなのですか？」

「もちろん！　汗で指先が滑りやすくなって駒を落とすとか、肉体的な条件も対局に大きく影響します。将棋はスポーツなんです！」

　もう五月も半ば。すっかり暑くなってきた。放課後とはいえ体育館は蒸し暑い。

　大会当日は梅雨つゆ入りしてる可能性もある。

「高温多湿の体育館でたくさん将棋を指すためには、当然ながら体力も必須……何ならこのまま運動もできるよう体操着になってもらったというのもあります！　決して俺の趣味で着せてるわけじゃないんです!!」

「そこまでは言っていませんが……」

　半面はバスケ部が練習をしている体育館のもう半面を借りて、さっそく特訓開始！

「今日からは実戦を指しまくるぞ！」

　詰まない形を頭に叩き込んだ、その成果を実戦で試す。

　大切なのは──

「自分の直感を信じて踏み込むこと！」

　守備をまず教えたのは、守って勝つためじゃない。

　攻めに集中できるように、だ！

「安全勝ちを狙うようになると、いざという時に踏み込めない体質になってしまう。だから意図的にでも踏み込んで勝負する習慣を付けたほうがいい。数をこなしてその感覚を身体に染み込ませるぞ!!」

「「はいっ!!　九頭竜先生!!」」

「俺のことはコーチと呼べ！」

「「はいっ!!　コーチ!!」」

　体育会系の雰囲気を出すことによって、理屈ではなく無意識のうちに前へ前へという気持ちが出るようにする。決して俺の趣味というわけでは（略）。

　俺は二面指し、あいは一対一でぶつかり稽げい古こを開始する。

　棋力の差が大きいため全て駒落ちの対局だ。

「澪ちゃんはもっと自分を信じろ！　第一感で見えた手だけを深く読め！」

「はいコーチッ!!」

「綾乃ちゃん！　詰みは逃しても仕方が無い！　そのための囲いだ！　諦めずに何度でも勝負勝負勝負!!」

「は、はいですっ!!」

「シャルちゃん！　指し手はテンポよく！　秒読みでは時間ギリギリじゃなくて、なるべく早く指すんだ！　時間切れだけは絶対ダメ！」

「おー！　しゃう、はやくしゃしゅよー！」

　大会本番を想定した練習将棋はいつもより激しく、また駒落ちであいに負けることはみんなの自信を喪失そうしつさせかねない劇薬だったが……俺は手応えを感じていた。

　ＪＳ研のみんなに。

　そして──あいの将棋に。




「よし。ちょっと休憩するか」


「ふぃー……指した指した！」



　二時間休み無しで指し続けた澪ちゃんは体育館の床にひっくり返る。

「はぅぅ。指しすぎて、指が痛いです……」

「しゃうね？　あしぇでふく、べたべたー」

　長考派の綾乃ちゃんは慣れない早指しで指を痛め、汗まみれになったシャルちゃんは肌に貼り付いた体操服が気持ち悪いみたいで脱ごうとしている。ダメー!!

　床に寝転がったまま息を整えて、澪ちゃんが言う。

「……苦しいけど、でもＪＳ研のみんなでこうやって学校で将棋指せて、楽しい！」

「そうかい？」

「うん！　あいちゃんと澪は学校同じだけど、あやのんとシャルちゃんは違うでしょ？　こんな感じで、もっとみんなで色々やりたかったな……」

　そう言うと、澪ちゃんは「よっ！」と床から跳ね起きて。

　そして目を輝かせながらおねだりしてくる。

「ねーねーコーチ！　せっかく体育館にいるんだし、みんなでスポーツもやろーよ！　あんまやったことなかったし、記念にさ！」

「そうだなぁ……」

　正直なところ、大会本番までやることは山積みだ。

　しかもこれは俺とあいだけが知ってることだけど、なにわ王将戦には小学生名人の神鍋馬莉愛ちゃんも出場する。

　──小学生名人に勝つには、どれだけ鍛きたえても鍛え足りない……。

　ただ、ここで焦あせっても効率は上がらないだろう。

　一年以上指導してきて、この子たちの性格は摑んでるつもりだ。

　将棋は大好きだけど、詰め込み指導には向いてない。

　だから俺は笑顔を浮かべてこう答えた。

「せっかくだから向こうでやってるバスケに混ぜてもらうかい？」

　女子小学生に最適のスポーツといえば、やはりバスケだろう。

「やったー！　澪、ボール取って来る！」

　澪ちゃんはさっそく体育倉庫に走って行くと、バスケットボールを上手にドリブルしながら帰って来た。

　シャルちゃんも大喜びだ。

「おー。しゃう、ばしゅけらいしゅきなんだよー」


「う、うちは、球技はちょっと苦手で…………あいちゃんはどうです？」







「…………全然ダメだよ」






「「え？」」

　一人だけ盤の前に座ったままだったあいは、冷ややかな声で繰り返す。

「全然ダメって言ったの。聞こえなかった？」

　バスケが、ということではない。

　みんなと将棋を指して、あいは俺と同じことを感じたんだろう。

「今の将棋、みんな終盤ボロボロだったでしょ？」

「そ、そりゃ……あいちゃんみたいに終盤で一気に詰みまで持ってくなんて、澪たちにはまだできないけど──」

「じゃあいつできるようになるの？」

　固い声であいは問い詰める。

「できないなら練習しなきゃダメじゃないの？　っていうか師匠に『憶えろ』って言われたことすら完璧にできてなかったよね？　そのくらい家で憶えてくるのが当然なんじゃないの？」

　正論を淡々とぶつけていく、あい。

　同じ小学生だから遠慮も配慮もない。

「それなのに、何？　ボールで遊んだりして。やる気あるの？」

「あるよ！　あるからこそ、毎日研究会だってやってんじゃん！　あいちゃんだって参加してるから、澪たちがどれだけ本気かわかるでしょ!?」

「研究会？　これが？」

　あいは鼻で笑うと、まるで挑発するかのよう言った。




「こんなの研究会じゃない。わたしにとっては指導対局だよ」




　あまりにも鋭く冷たいその言葉に──


「…………そんなふうに思ってたの？」



　澪ちゃんは心を鋭く抉えぐられた様子で、手に持っていたバスケットボールを思わず床に落としてしまう。

「だってそうでしょ？　駒落ちなんだよ？　大事な公式戦の前に詰将棋と駒落ちの上うわ手てしかできないなんて、そんなの研究会じゃないよね？」

「ッ!!　……澪だって、好きで駒落ちをやってるわけじゃ──」

「駒を落とされるのが嫌なら強くならなきゃダメでしょ？　なのにバスケに逃げるの？」

　ダンッ！

　ボールを床に叩きつけて澪ちゃんは叫んだ。

「だったらいいよ！　あいちゃんなんかに教えてもらわなくたっていい!!」

「師匠」

　固い声で俺の名を呼ぶと、あいは一気に言う。

「わたしはもう女流棋士です。研究は一人でできますし、大事な公式戦も迫ってるので集中して勉強するために、この研究会は脱退させていただきます」

　だ、脱退だって!?　ＪＳ研を!?

　確かに棋力や立場の差を考えれば、ＪＳ研はもう……あいにとって勉強ではなく指導の場ということになるかもしれない。

　けれど俺には俺の考えがあって、あいへの指導を続けてきた。今はまだその意図を伝えることはできないが……。

　それにそもそも……どう考えてもあいの発言はおかしい。


　だってさっき職員室の前で、あいは自分の心配よりも────



　そんな俺の考えを裏付けるかのように、あいは止める間もなく体育館を出て行こうとする。

「あいッ!!」

　背中に向かって俺が呼びかけると、あいはようやく足を止めた。

「詰将棋を解きなさい。それも今まで解けなかった長いやつを必死に考えるんだ。解けるまで絶対に答えを見ずに」

　返事はなかった。あいは二度と立ち止まることなく体育館を出て行く。




　澪ちゃんとあいの出会いから始まったＪＳ研は、その二人の決別によってあっけなく終わりを迎えたのだった。





[image: ]　　姉妹






　ＪＳ研に亀裂が入った、その夜のことです。

　うちはシャルちゃんを連れて、万智姉様のお屋敷にお邪魔したのです。

　シャルちゃんが「もっとしょーぎしゃしゅ！」と言って聞かなかったから、他に頼る人も思いつかなかったのです。

　突然の来訪にも、万智姉様は嫌な顔一つなさらずに……うちとシャルちゃんに将棋の稽古を付けてくださって……。

　それどころか『今日はもちろん泊まっていくんどっしゃろ？』と、うちの様子を察して言ってくださって……。

　恥ずかしいですけど……うちは将棋を指しながら、泣いてしまったのです。

「おやおや困るわぁ。こなたが泣かせたみたいやないの」


「うう……ぐすっ…………ご、ごめんなさいです……」



「心が冷えとる時はな？　まず身体を温めてみるもんどす」

　疲れきって盤に覆い被さるようにして寝てしまったシャルちゃんをお布団に移すと、万智姉様はうちをお風呂に誘ってくださったのです。

　姉妹きょうだい弟子でしとはいえ……二人でお風呂に入るのは、もちろん初めての経験です。
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「あの友達想いのあいちゃんがそないなことを？　それにしても……ふふ。駒落ちの上手を持たせるとは、さすが竜王サン。着眼点がオモロいわぁ」

　事情をお話しすると、万智姉様はクスクスお笑いになりながら、

「しかし詰将棋は腑ふに落ちぬ。長ちょう手て数すうの詰将棋が解けたところで実戦では意味を持たぬいうんは常識……ましてや《不滅の翼》との終盤戦は綺麗な詰みなど生まれぬ泥仕合。それは竜王サンもご存知のはずどすが……はて？」

「……？」

「ああ、今のはこなたの独り言どす。綾乃はリラックスしておくれやし」


「ひゃんっ……!?　ふぁぁ……」



　湯船の中で身体を優しくマッサージされて、思わず声が出てしまったです。


　は、はずかしい……っ！



　うちは万智姉様から、男性同士の友情が発展していく薄い本をお借りしたことはあるですけど……女性同士もああなることがあるんです……？

　ちょっと不安になったうちは、別のお話を始めたのです。

「……万智姉様はお友達とケンカしたこと、あるです？」

「大学の友人とか、そういう普通の人らとは喧けん嘩かせんなぁ。こなたは誰とでも仲良く浅くがモットーどすゆえ。けど──」

「けど？」

「お燎とタイトル戦をやった時は……喧嘩といえば、喧嘩やったやもわからぬな。お互い本気どしたから」

「あっ……」

　その戦いは、うちの目にも鮮明に焼き付いているです。

　鴨川かもがわの流れの上に作られた舞台で、激しく華やかに火花を放つお二人。

　三条河原さんじょうがわらから眺めたそのお姿を思い出していると……目の前の裸の万智姉様が、うちの頰に手を伸ばしながら、こんなことをおっしゃったのです。

「ともかく、あいちゃんの次の対局をよく見ておくことどす」

「女流名跡戦の予選を……？　中継があるんです？」

「女流棋戦の、しかもその予選が中継されるのは異例どすが、『注目度が高い』言うてこなたがネジ込みやした。ダメ元どしたけどなぁ」

「やっぱり……あいちゃんは違うです。人気も才能も……」

　研修会で最初に当たった時、うちはたった三四手で投了に追い込まれたです。


「今はさらに差が広がって…………ついに駒落ちでも、うちはボロボロに負けてしまったです……入玉されて……」



　だからもう……うちたちのことが邪魔になってしまって……。

「才能が一人一人違うのは当然どす。生まれ持ったものやもの」

　万智姉様は突き放すような口調で、

「その才能の優劣だけで勝負が決まると綾乃は思うんどすか？」

「それは……違うと思うです。努力とか……他にも色んな要素がある……です」

「せやったら『才能の違い』なんて言い訳にしかならぬわ。悩むだけ無駄や」

「はぅ……」

「……九年前、こなたも一つの才能に打ちのめされたことがありやした」

　と、万智姉様はおっしゃるのです。

「あまりに強すぎるその才能を目の当たりにして、こなたは最初から勝負を捨ててしまったのどす。勝つどころか、同じ勝負の舞台に上がることすら無理やと」

「ッ!?　そ、そんなことが……？」

「けど最近、その選択が誤りやったやもしれぬと思うようになってなぁ」

　万智姉様は豊満なお胸に手を当てて、

「こなたが最初から諦めたことを、こなたよりも若くて綺麗な子が挑戦して、しかもけっこうええところまで行ってるのを見ると……さすがに胸がモヤモヤするんどす。早い話が嫉妬しっとや」

　万智姉様が……嫉妬？

　女性として、女流棋士として、あらゆる人が羨うらやむ完璧なこの方でも、そんな感情を？

「ま、万智姉様？　それは誰のことを──」

「綾乃には、こなたと同じ過ちを繰り返して欲しくはおざりませぬ。才能を理由に何かを諦めることはきっと、後悔しか生まぬから」

「後悔……」

　その言葉で、うちは思い出したのです。

　何のために澪ちゃんと一緒に、なにわ王将戦に出ると決めたかを。

　シャルちゃんがどうしてここまで将棋にやる気を出しているのかを。

　そしてこの時、うちは少しだけ気付いたのです。

　どれだけ才能が離れていても、年齢や性別が違ったとしても……同じ人間である以上、同じように悩み、悲しみ、恐れ、傷つくことを。


　だからきっと、あいちゃんも────



「それからもう一つ言うておくとな。女流名跡戦の予選決勝を中継するんは、あいちゃんのためでも竜王サンのためでもおざりませぬ」

「え？　じゃあ誰のためです？」

　万智姉様はうちを抱きしめると、耳元でこう囁いたのです。

「ご自分の気持ちに気付いておざらぬ不ふ憫びんな先輩へのエールと……かわええ妹へ進級祝いどす。どうぞ受け取っておくれやし♪」
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　関西将棋会館に来たのは三ヶ月ぶりだった。

「……奨励会員のときは一度も来られなかったのに、女流棋士になってからはもう二回も来るっちゅう……」

　ここは気楽だ。誰も私を知らないから。

　東京とうきょうの将棋会館には行きたくない。行けば私を知る人に会うかもしれない。

　それは……嫌だ。

　だから今回、私は自分で希望を出して関西での対局をお願いしていた。

　手合課の職員さんは怪け訝げんな表情でこう言った。

『相手の子は小学生だから、岳がく滅鬼めき先生に遠征していただけるのは助かりますけど……本当にいいんですか？』

　関東所属の女流棋士でわざわざ関西対局を希望する人間は、いない。

　人によっては一生、関西で対局しないことだってある。

『あの……ついでと言っては恐縮なんですが、この対局、他にもいくつか依頼があって……』

　全部オーケーしておいた。どんな環境であろうとも構わない。

　集中できずに負けるなら、それでいい。

　誰も私を知らない場所で……誰にも知られずに、ひっそりと終わりたい。

　そんなことを考えながら対局室に入ると──

「おはようございますっ！」


「お…………は、よう……？」



　幼女に挨拶あいさつされた。元気いっぱいだった。

　覆い被さるように将棋盤を磨いていた小さなその女の子は、私に向き直ると、畳に手を突いて丁寧に頭を下げる。

「はじめましてっ！　九く頭ず竜りゅう八や一いち門下、雛鶴ひなつるあいと申します!!」

　それが今日の対局相手ということを理解するまで、数秒を要した。

　──そっか。あの夜や叉しゃ神じん天衣あいって子の……姉妹きょうだい弟子でしだったっけ？

　師匠ししょうは九頭竜八一竜王。

　同門に空そら銀ぎん子こ三段。

　将棋を覚えてわずか一年で女流棋士になった超天才少女。予選なのにこの将棋は中継されるらしいけど、その理由は間違いなくこの子だ。私の将棋なんか誰も見たくないだろうから。

「はじめまして。岳滅鬼翼つばさです」


　この子なら────



「……私を、殺してくれる？」
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「皆さんいいですか？　対局室では絶対に喋しゃべらないこと。バタバタ音を立ててもいけませんよ？」

　鐘かねヶが坂さか先生は口の前に指で『×』を作って、小学生に念を押している。

「靴下をはいていない人はいませんか？　はいてないと畳のお部屋には入れませんから、いたら手を挙げてください。先生が持って来た靴下を貸してあげます」

　五年四組の生徒たちは今日、クラスメートの仕事場を見学しに来ていた。

　校外学習。

　将棋を題材にした職場体験学習の仕上げとして、小学生たちは遂に学校を飛び出し、関西将棋界の聖地へと足を踏み入れたのだった……！

　しかも一人や二人じゃない。

　約四十人の小学生を引き連れて連盟に入る俺の姿を見た人々は、

『さすが竜王……』『あそこまでやればむしろ尊敬する』『本当に子供が大好きなんだね！』

　などと、将棋普及に尽力する竜王を口々に讃たたえていた。

　準備が整ったのを確認してから、俺は対局室の入り口で説明する。

「ここ五階は『御黒書院おんくろしょいんの間ま』という名前が付いています。昔、将軍様の前で将棋を指す行事があったんだけど、それが行われた江戸えど城じょうの部屋を再現してるんです」

「おしろー！」「すごーい！」

　子供たちは目をきらきらさせて思わずそう叫んでから、慌てて口を閉じる。かわいらしい反応だ。

　対局室である『御おん下げ段だんの間』に足を踏み入れると、ちょうど駒を並べているところだった。

　上かみ座ざに着くのは岳滅鬼翼女流１級。

　あいと同じく、女流名跡じょりゅうみょうせき戦の予選決勝に進んだことで女流２級から昇級を果たしていた。

　──あれが……。

　実際に会うのは初めてだけど不思議な雰囲気のある女性だ。威圧的ってわけじゃないんだが……生せい気きを感じられないというか。

　あいは下しも座ざに座っている。女流棋士になったのはあいの方が多少早いらしいが、岳滅鬼さんは年上だし、敬意を表して上座を譲ったんだろう。


　そして記録係は────研修生・水越澪みずこしみお。



「あいちゃんだ……！」「澪ちゃんも、となりにいる……カメラもいっぱい……！」

　知ってる子や報道陣を見て、小学生の興奮度は一気に上昇する。

「相手の女の人、髪の毛長いねー……」「なんか、こわい……」「つよそうだね……」「おとなの人と戦うんだ……」「あいちゃん、かてるの……？」

「ふっ！　ふ、ふふ、振り駒ですっ!!」

　澪ちゃんはガチガチに緊張した様子でそう宣言。

　同級生たちが『何が起こるの!?』と身を乗り出すのを敢あえて見ないようにしつつ、駒をシェイクして放り投げた。


「…………歩が五枚ですので、岳滅鬼先生の先せん手て番ばんです……」



　その声はいつもより元気がない。

　あいに有利な先手番を引いてあげられなかったことが後ろめたいのか、まだ仲直りできてないから気まずいのか……それとも単に記録を取るのが不安なのか。

　──同級生を『先生』って呼んでお茶を出すのは、つらいだろうに……。

　よく記録を取る気になってくれたと思う。

　研修生が記録係をすることは、ないわけではない。

　ただ奨励会も含め原則として記録係は中学生からということになっていて、だから澪ちゃんは初めて記録を取る。緊張して当然だ。

　──その緊張は対局者にも伝染でんせんする……あい、落ち着いて戦うんだぞ！

　目を閉じて気を高めている弟子に、心の中で呼びかけた。

　おまけに今日は学校の友達もいっぱい見に来ている。

　対局室での見学は序盤の数手だけとはいえ、戦型せんけい選択に影響すれば将棋の全てがおかしくなりかねない。

　それもあって見学者がいるうちは指さないというプロもいるほどだ。さすがにそれは見学の意味がないんじゃないかとも思うが……。

「じっ、時間になりましたので岳滅鬼先生の先手番で始めてくださいっ!!」

　澪ちゃんが上ずった声で叫ぶようにそう告げると、

「「よろしくお願いします」」

　あいと岳滅鬼さんは礼を交わす。

　見学していた子供たちもびっくりしたように慌てて頭を下げた。カメラを構えた観戦記者の鵠くぐいさんと、他にも何社か来ている記者たちが一斉にシャッターを切る。


「…………」



　岳滅鬼さんはさして考えることなく角道かくみちを開けた。


「ふぅー…………………………んッ！」



　あいは大きく深呼吸してから、つんのめるように前傾して飛車先ひしゃさきの歩を突く。

　その後も岳滅鬼さんは時間を掛けず指し、あいは一手ごとに少し考えていた。

「……鐘ヶ坂先生。そろそろ」

　数手進んで戦型が角換わりに決まったのを見届けてから、俺は見学するみんなを誘導して対局室を後にした。

　さあここからは下の階にある多目的ルームに場所を移して、将棋会館の中を探検だ！

　と、その前に。

「今日はこの関西将棋会館を隅から隅まで見学してもらいますが……俺と一緒にみんなを案内してくれる素敵なゲストを紹介しましょう！」

「女流棋士の清滝きよたき桂けい香かです。こんにちは」

「「こんにちわーっ！」」

「うふふ。元気いっぱいね！」

　小学生の気持ちいい挨拶に桂香さんは目を細める。

「じゃあ自己紹介代わりにクイズを出すわね？　ここにいる九頭竜先生にとって、私は将棋の世界ではどういう関係に当たるでしょう？　わかった人は言ってみて？」

「えー？　なんだろ？」「おねえちゃん？」「せんぱい？」「こいびとー？」

　どれもハズレだ。恋人は俺の中では正解だが。

　回答が出尽くすのを見計らって、桂香さんが答えを発表する。


「正解は…………『妹』でしたー！　ちょっと難しかったかしら？」



「わかるわけないじゃない。こんなおばさんが妹だなんて」

　美み羽はねちゃんは反射的にそう口走る。

　その言葉が、楽しい校外学習の時間を……後悔学習の時間へと変えた。


「おば………………さん？」



　ビキビキッ。

　桂香さんの放つオーラによって空間に亀裂きれつが走る！

　多目的ルームは一瞬にして阿鼻あび叫きょう喚かんの巷ちまたと化した。年齢制限の恐怖と直面しつつ地じ獄ごくから這はい上がった桂香さんの放つ殺気は尋常ではない。年齢の話題はヤバい。

　美羽ちゃんは正面から桂香さんの殺気を受けて、


「ふっ……ふぇぇぇ……」



　足下に小さな泉を作ってしまっていた。お漏らしですわ……。

「あらあら大丈夫？　お姉さんが綺麗にしてあげるから泣き止んで？　ね？」

　桂香さんは優しい笑顔を浮かべながらさりげなく訂正を入れる。

　対局場とは全然別の場所で棋士の生々しい殺気を体験してしまった小学生は大半が泣き出している。そしてごく少数ではあるが発熱したように顔を赤くして桂香さんを見ている子も……変な性癖せいへきに目覚めやしないか心配だ。

「っと。心配といえば、対局の進み具合もチェックしておかないとな」

　だいたいの終局時間は予想できる。

　とはいえ進行速度によっては見学時間を短縮して大盤解説おおばんかいせつや感想戦の見学に移行する必要があって、このあたりはタイトル戦と同じ苦労がある。

　だが、まだまだ将棋は始まったばかり。

「さすがにもう勝負所しょうぶどころを迎えてるってことはないだろうけど──」

　念のためにとスマホで確認してみると、

「えっ!?」

　驚きのあまり思わず声が出た。

　画面を何度も見直して、俺はようやく理解する。

　どれだけ事前に情報を集めようと、岳滅鬼翼という人物の将棋は理解できないということが。

「……聞きしに勝る相手だな」

「どうしたの八一くん？　もう駒がぶつかった？」

「いや。終わった」

「は？」

　俺は終局図を桂香さんに見せながら言う。

「千日せんにち手てになったよ。岳滅鬼さんが、有利な先手番をあっさり放棄して」


「…………」



　桂香さんは絶句した。

　俺と同じように、その顔には『理解不能』と書いてある。
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　四度目の同一局面が盤上に出現した瞬間、水越澪は叫んでいた。

「あっ！　ええと……せ、千日手！　千日手ですっ!!」

　初めての記録係で千日手が出るケースは極めて稀だ。澪は頭が真っ白になってしまった。

　──千日手が出た時って……どうするんだっけ!?

「三十分後……十一時十五分から再開ということで」

　だが岳滅鬼は慣れた様子でそう言うと、さっさと駒を片づけて対局室を出て行ってしまう。

　あいも、澪と目を合わせる間もなく部屋を出て行った。今の将棋を忘れて気持ちをリセットするために別の場所で休息を取るのだろう。

　だが記録係はそうはいかない。

　対局が終わったことを事務局へ連絡し、そこでプリントアウトした千日手局の棋譜を対局室に持って帰り、さらに対局室のゴミを片づけ、座布団の位置を直し、お茶を淹いれ直さなければならない。

　それらを全てこなすと、対局再開はすぐだった。

「時間になりましたので、あいちゃ……あっ！　す、すみません！　えっと、雛鶴先生の先手番で始めてください！」

　思わず名前で呼んでしまった澪は気まずそうに訂正するが、あいは全く表情を変えず、礼を交わしてすぐさま初手しょてを着手ちゃくしゅ。

　あいの持ち時間は半分ほどに減っていた。序盤から意識して時間を使わず飛ばしていく。

　逆に岳滅鬼の持ち時間は余裕がある。しかしあいと同じペースで指すことで、互いの持ち時間の差が詰まらないように進めていた。

　──はわわっ！　き、記録が追いつかないよぉ！

　澪はとにかく手順を間違えないよう必死に追いかける。

　そしてあっというまに午前の対局時間が終わった。

「昼食休憩です」

　澪がそう宣言すると、あいも岳滅鬼もすぐに対局室を後にした。

　誰もいなくなった対局室で、澪はようやく脱力する。


「ふひぃー…………記録を取るだけでヘトヘトだぁ……。座ってるだけだから楽な仕事だって思ってたんだけどなー……」




　ずっと正座だったので痺しびれてしまった足を伸ばしていると────勢いよく襖ふすまが開く。



「えっ!?　もう戻って来たの!?」

　驚いて正座に戻った澪だったが、現れた人物を見てさらに驚く。

　──すごい！　じょ、女流玉将じょりゅうぎょくしょうと山城やましろ桜おう花かが、わざわざ見に来るなんて！

　中継担当の供御飯くぐい万智まちはまだしも、関東所属の月つき夜よ見み坂ざか燎りょうまで見に来るというのは普通では考えられない。

　──それだけ注目されてるってことだよね？　あいちゃんは本物の天才なんだ……。

　だが局面を一瞥すると、月夜見坂は舌打ちした。

「チッ！　あのガキ……お駄賃せんてもらってまんまと翼さんの術中にハマりやがった」

「ほぅ？　この対局、女流玉将の見解は？」

「千日手は両者の同意が必要だ。つまりさっきの千日手は翼さんが望んだものじゃねえ。あのガキが望んだからこうなった。なぜか？　『先手が欲しい』って顔に書いてあったからさ」

　一般的に、将棋は先手が有利。

　後手から先手になった時点で、あいは目的を達している。だから──

「先手を持った状態でまた千日手にするか？　するわけがねぇ。あのガキが次は打開するのを翼さんは読み切ってる。切るカードがわかってるトランプだよ」

　──そっか！　それであんなにあっさり千日手にしたんだ！

　女流トップの洞察力に澪は舌を巻いた。

　──将棋の手を読むだけじゃない。相手の心も読むから……強い！

「さすが大天使。面白い解説やなぁ。そのまんま棋譜コメントに使わせてもらいやす」

「茶ちゃ化かすんじゃねぇよ」

　月夜見坂は吐き捨てるように言うと、

「ま、結局クズの弟子なんかにゃ翼さんの相手は務まらなかったってこった。あんだけ情報くれてやったのにあのクズ、完全に無為むい無む策さくで突っ込ませてるじゃねーか。弟子が可哀相だぜ。やっぱ翼さんにはオレが引導を渡してやらねえと……」

「こなたらにも荷が重ぅおざりますなぁ。ここまで形なり振ふり構わず待機戦術を取られると、突破は容易やない。ましてや終盤力は岳滅鬼サンが上どす」

　──《嬲なぶり殺ごろしの万智》でも!?　そんなに強い人と戦ってるんだ……あいちゃん……。

　澪は戦慄せんりつした。


　このまま進めば──────あいは負ける。確実に。






　対局が再開すると、その局面はすぐに訪れた。

「ッ！　また……!?」

　それまで飛ばしていたあいの手が、ここで止まる。

　岳滅鬼が中央の銀を、まるで踏み台昇降でもするかのように反復運動させ始めたからだ。

　──攻めさせるつもり？　だったら！

　あいは簡単に相手の主張を通すつもりなどさらさらなかった。

　一方的に自玉じぎょくを固め、攻めの拠点を築き……次から次に岳滅鬼へ要求する。

　盤上で、あいは誰よりも強欲だった。

　それでも岳滅鬼は銀の反復運動を止めない。

「それならッ!!」

　あいは遂に千日手を打開する。ここまで要求が通ったのなら勝てるという形勢判断だ。

　盤側ばんそくで記録を取る澪の表情は一瞬、何か言いたそうに口を開くが……すぐに俯うつむいて指し手を入力した。

　もう、後戻りはできない。

「これを待ってたちゃ」

　その瞬間、岳滅鬼は猛然と攻め始めた。

　それまでの逡巡しゅんじゅんが噓のように次々と歩を突き捨て、駒損こまぞんをものともせずに右辺の駒を捌さばき、あいの玉へと一直線に迫っていく！

　手て損ぞんを繰り返し、駒損も激しいというのに、着手には淀みも逡巡もない。

「ッ!?」

　あいは激しく動揺する。

　岳滅鬼の差し手は全てノータイム！　時間を全く使わず、文字通り一瞬で敗勢にまで追い込まれた。

　その速度に怯おびえたのではない。

「こ、この人の将棋……まるでプロみたい……！」

　こんな序中盤で全く時間を使わず正解手を導き出すことなど不可能。

　つまり、研究。

　レベルが上がっているとはいえ、女流棋士の序盤は大らかだ。

　プロ棋士と違って『最善』よりも『自分が得意な形』に持ち込むことに主眼を置いているため、序盤が苦手なあいでも終盤で覆くつがえす隙があった。

　しかし研究の最前線である関東奨励会で鍛えられた岳滅鬼にとっては、最新定跡は腕自慢の天才たちと戦うために必要不可欠な武器。

「……知識で勝てるなら楽なもんやけえ」

　一瞬でリードを奪った岳滅鬼は、誰に聞かせるでもなくそう呟く。

　これが彼女の勝ちパターンだった。

　勝つためには千日手という泥水どろみずも啜すする。

　しかしそれは研究という不断の努力があって初めて成立する戦術だ。それがあるからこそ泥を啜る覚悟も持てるのだ。

　局面は圧倒的に優勢。持ち時間も倍以上。

　そして仮に逆転されたとしても、岳滅鬼にはまだ入玉にゅうぎょくという最終手段がある。

「どうやらまた、死ねんかったっちゃ」


「くぅ……ぅッ！」



　一方、あいはもう打つ手が無いことを悟っていた。

　誰よりも早く読むことができる者は、己の負けも早く見えてしまう。

　──澪ちゃんが盤側で見てるのに！　負けちゃダメなのに！

　他人の視線が力になるか？


　──師匠だって見てる！　クラスのみんなもっ……！



　誰かの期待が力になるか？

　違う。


　──…………澪ちゃんのためでも、師匠のためでもない……。







「わたしは………………わたしに、負けたくないッッ!!」






　この大阪ばしょで、あいは負け続けてきた。

　銀子に負け。天衣に負け。

　そして誰より自分自身に負け続けてきた。今だって心が折れかけた。


　そんな情けない自分への怒りが────あいを突き動かす！



「わたしは女流棋士なんだ！　もう二度と自分から勝負を諦めたりしない!!」

　それは棋士としての本能。

　どんなに苦しくても、つらくても。

　初めて見つけた気持ちを握り締めて、あいは最後の最後まで戦い続ける道を選ぶ！

「かあああああああああああッッ!!」

　師匠そっくりの気合いを入れて、再び盤と格闘する！

　しかし。


「ッ……!!　ぐっ…………!?　カハッ！　…………はっ…………あぁあぁぁああッ!!」



　──深いッ!!

　岳滅鬼の研究の深さは、これまであいが戦ってきた中でも群を抜いている。

　そもそも詰将棋と違い現実の終盤は答えがあるかどうかもわからない。


　そんな盤面を全力で考え続ければ────焼き切れてしまう。



　苦しげに空から嘔吐えずきを繰り返すあいは、その度に離席して廊下で呼吸を整えた。

　だが遂に、それすらも。

「ッ!?　目が……!?」

　眼球と鼻腔の毛細血管が切れ、視界が真っ赤に染まりボタボタと鼻血が畳に垂れ落ちる。

　あいの脳は、大人のプロ棋士も顔負けの処理速度を持つ。

　けれど身体は十歳の女子小学生に過ぎない。

　そのアンバランスが、あいに地獄の苦しみを与えていた。


「がはっ……ッ！　…………はぁぁッ…………ああ、ああああ…………」



　満身まんしん創そう痍い。

　将棋盤の前に座っているだけだというのにまるで本当に殴り合いの喧けん嘩かをしたかのように、幼い身体はボロボロになっていた。もう離席して呼吸を整えることすらできない。


　──…………ここまで、なの……？



　視力を奪われ。

　呼吸もできず。


　それでも勝利を求めて畳の上をのたうち回るあいの手に────何かが触れた。




「…………？」



　それは扇せん子すだった。

　対局の前にいつも座布団の前に置く、直筆じきひつ扇子。


「ッ…………！」



　あいは感触だけを頼りに扇子を広げる。

　そこには敬愛する師匠の文字で、ある言葉が記されているはずだ。

　あいが師匠から受け取った、最大の武器の名が。

　どれだけ心が折れようとも再び立ち上がらせてくれる……最強の復活呪文まほうが。

『勇気』。

　パチン！　音を立てて扇子を閉じると、あいはその扇子を左手に持ち替え。

　右手で鼻血を拭ってから、ぎゅっと自分の膝を握り締め。

　そして再び盤に向かい合った。


「すぅぅぅ──────…………………………………………」



　少女は深く深く息を吸い込む。

　視力など無くても関係ない。頭の中に在る十一面の将棋盤と共に、これからとてつもなく高い場所へと昇らねばならないから。




　敵玉に詰めろをかけた瞬間、岳滅鬼翼は複雑な気持ちになった。

　──勝った。でも、これでまだ将棋を続けんといけん……。

　それはまるで呪いだった。

　なぜ将棋を続けるのか、なぜ勝とうとしてしまうのか、自分でもわからなくなっていた。

　目の前で苦しんでいる少女を見ると……負けてあげればよかったとすら思う。


「……ッ！　……っ!?　…………ッッッ!!」



　雛鶴あいというその小学生は一瞬だけ諦めたような様子を見せたが……そこからまた頑張って、あるはずのない勝ち筋を見つけようと畳の上で呻うめき、のたうち、藻搔もがき苦しんでいる。

　記録係の女の子は、きっと友達なんだろう。

　対局が始まる前からずっとあいのことばかりを見ていた。

　──いいな……私にもこんな友達がいたら、将棋を楽しめたのかな？

　男だらけの奨励会に、自分は最後まで馴染なじめなかった。

　研究会をする仲間はいたが、友達は一人もいない。

　そんな仲間たちも、今ではほぼ全て退会してしまった。もう連絡を取り合うようなこともない。将棋を選んだことで、岳滅鬼は将棋以外の全てを失っていた。

　その時。

「ん？」

　絶望的な局面を見詰め続けている雛鶴あいの口から……何か聞こえたような気がした。

　盤の向こうに座る少女は、吐と息いきのように小さな声で──


「………………………………………………………………………………………………こう」



　そう、言っていた。


「こう…………こう…………こう…………こう…………こう………………」



　盤におでこがぶつかりそうなほど近づいて、雛鶴あいは前後に身体を揺すりながら、何度も何度もそう呟いている。

　岳滅鬼はなぜか……必勝の局面で背筋が寒くなるのを感じた。
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「こう……こう……こう、こう、こう、こう、こう、こうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこう──」

「雛鶴先生！　こ、これより一分将棋ですっ！」

「こうッ!!」

　ピシィィィン！　と、あいは記録係みおの呼びかけに鋭い駒音こまおとで応える。

　だが、意外にもその手は俗手ぞくしゅだった。


　──……気のせいやったか？



　目の前の小学生は自分から玉を引き、むしろ形勢を悪くするような手を選んだ。終盤のセオリーに反する手だ。形作りとすら思えるような……。

　岳滅鬼はセオリー通り、敵玉を詰めろで縛る。

「これでほぼ『必至ひっし』っちゃ！」

　ここからはもう、万に一つの間違いもない。

　──空でも飛べなきゃ、この呪縛からは逃れられんち。

　飛び越えられない駒を飛び越えてみたり、盤の外まで逃げていったり……子供がよくやる反則だが、岳滅鬼も奨励会で負け続けた時、そんな益体やくたいもない妄想もうそうをしたものだった。

　自玉が受け無しの状態に追い込まれたあいは──
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「こうッッ[image: ]」

　今度は一転、王手ラッシュを開始する。

　しかし岳滅鬼は慌てない。必至よりも強いのは『詰み』のみ。だから即そく詰づみに討ち取ろうとあいが王手をかけてくるのは想定済みだ。

　岳滅鬼にとって想定外だったのは……あいの王手の掛け方だった。

「ッ!?　……下から!?」

　攻めの拠点となっていた成銀なりぎんを捨てて岳滅鬼玉を吊り上げると、空いたスペースに角を打って、下から追い立ててきたのだ。

『玉は下段に落とすべし』という格言の真逆。

　しかも入玉将棋が得意な岳滅鬼にとって、玉が中段へ上がっていくのはむしろ歓迎すべきこと。悪手あくしゅの連続だ。あいの狙いがどこにあるのか、逆に不安になってくる。

　その狙いはすぐにわかった。

「開あき王手!?　詰将棋みたいなことを……！」

　あいは遠とお見みに打った角をレーザービームのように使って、死角から岳滅鬼を頓とん死しさせようと狙っていたのだ。

　──危ない危ない……意外と油断ならん子ちゃね？

　アクロバティックな手順に動揺した岳滅鬼は、腰を落として考えようとする。

　そこに時を告げる澪の声が。

「岳滅鬼先生、残り五分です！」

「えっ!?」

　気がつけば、あれだけ差が付いていたはずの持ち時間が尽きていた。

　──気迫に押されて慎重になりすぎた!?　でもここからは絶対に間違えんちゃ！

　そう。間違えるはずがない。

　既にあいの狙いは見切った。そして敵玉は必至という鎖で地面に縛り付けてある。

　空を飛ぶ方法が無い以上……自分の勝ちは絶対に揺るがない！


　だが────




「こうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこう────────こうッ!!」



　あいの放った一手が、岳滅鬼の見ていた世界をひっくり返す。

　７六桂。

　桂馬をタダで捨てるその一手が盤上に出現した瞬間。


「と…………ん、だ…………？」



　岳滅鬼は……将棋には空を飛ぶ手が存在するのだということを悟る。

　その時、確かに見えたのだ。


　目の前で盤に覆い被さる少女の背中から────真っ白な翼が生えていくのを。
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　その局面が出現する少し前、俺は小学生たちに向かって『必至』について説明していた。

『受けるほうがどう守っても、次に詰まされてしまう形です』

『つまり受けがない状態』

『必至をかけられたら、どう頑張っても負けます』

　だから……あいはもう絶体絶命ぜったいぜつめいだと。

　クラスメートたちは明らかにガッカリしていた。

　女の子の中には泣き出してしまうような子もいた。

　だが一一〇手目に角を取られ、もう受けがないはずのその瞬間から、あいは猛然と後手玉に襲いかかる。

　両者一分将棋の攻防。王手が切れればその瞬間にあいは負ける。

　だから得意の終盤力を活かして猛然と王手ラッシュを仕掛けるが──

「「入玉!?」」

　岳滅鬼さんの玉は噂どおりの不死身の耐久力を発揮して、盤の中央を怪しく漂う。

　その瞬間、あいは理解不能な一手を放った。


　────７六桂。



　駒台から取った桂馬をタダで捨てたのだ。

　それが、三十手以上かけてあいが創り出した罠だった。

　そして岳滅鬼さんがその桂馬を取った瞬間、有り得べからざる事態が発生していた。

　あいの玉が詰まなくなっていたのだ。

　俺と一緒に大盤の駒を操作していた桂香さんは取った桂馬を思わず床に落とし、愕然がくぜんと呟く。


「必至を…………解除、した？」



「あの、すみません清滝先生」

　鐘ヶ坂先生は小学校の授業のように、律儀りちぎに挙手をして質問する。

「必至って消えるんですか？」

　消えない。

　必ず死に至るからこそ、その状態を必至もしくは必死と呼ぶ。

「……将棋のルールを守ってる以上、必至は勝手には消えてくれません。あいちゃんが自力で消すことも不可能です。つまり、岳滅鬼さんが間違えたということになります。でも……」

　桂香さんは言葉を選びかねていた。

　当然だ。

　誰も見たことがないものを説明することは不可能だから。

　あいのやってのけたことを言葉として表現するのであれば──

「空を飛んだ」




　俺の言葉を耳にした鐘ヶ坂先生が、聞き返してくる。

「とん……だ？」

「そうです！　あいの将棋には『高さ』があるんですよ！　わかりますか!?」

　俺は興奮のあまり叫んでいた。

　あいならできる。そう信じていた。

　だが竜王おれにもできないようなことを小学五年生の女の子がやってのけたという事実と、目の前の将棋の凄まじさに、血が滾たぎるのを抑えられない。

　こんな将棋見せられて感動しないならプロなんて辞めた方がいい。

「捌きとも違う！　従来の終盤力とは文字通り次元が全く違う力……二次元であるはずの将棋盤で三次元を表現できる想像力！　それが、あいの翼さいのうです!!」

「た、高さですって!?　八一くん、あなた何を言ってるの!?　そんなもの将棋にあるわけがないでしょ!?　平面の将棋盤に──」

「高さはあるんだよ桂香さん。将棋はそれを内包ないほうしている。俺たちが使いこなせてないだけで」

　そうだ。高さはある。

　翼を持って、他者を飛び越える能力を得たものが、将棋にはある。

　答えに至ったのはむしろ将棋の知識がない鐘ヶ坂先生だった。

「桂馬……ですか？」

　正解。

「ええ。他の駒を跳び越えることができる桂馬は『高さ』を持つ唯一の駒です」

　俺は桂香さんが床に落とした桂馬を拾いながら説明する。

「他にも、斜めにしか動けない角は他の駒をスリ抜けているようにも見える。そういったイレギュラーな動きをする駒を完全に掌握することで、あいは岳滅鬼さんの必至を振りほどいたんです」

　子供たちも鐘ヶ坂先生もポカンとしている。

　桂香さんだけが、この一連の指し回しに打ちのめされていた。

「で、でも……こんなの初めて見たわ。プロの将棋でだって現れない……あいちゃんはどこでこんな発想を身に付けたの……？」

「詰将棋の影響だろうね」

「詰将棋……？」

「あいは『将棋図巧ずこう』と『将棋無双むそう』を解くことで将棋を覚えた。詰将棋には桂馬や角といった人間の錯覚しがちな駒の動きを利用した作品が多いから──」

「長い詰将棋は実戦に関係ないっていうのは常識よ!?　詰将棋創作をする棋士ですらそれは認めているわ！」

「そう。確かに実戦には出なかった。今までは」

　誰もがそれを不要だと思い込んでいるのならば。

「だったらそんな問題を盤上で創り出すことができたら、誰もあいの玉を詰ますことはできなくなる」


「そ、そんな…………そんなこと、絶対に不可の──」



『不可能』と言いかけて、桂香さんはそこで固まる。

　それは可能だと今、目の前で証明された。

「あいにとって詰将棋は相手を倒す武器じゃない。誰もあいを捕まえることができない場所へ……未知の局面へと羽ばたくための翼になってくれる」

　だが、これで完成したわけじゃない。これは始まりでしかない。

　あいにとって、詰将棋は確かに大きな翼ではある。

　けれどその才能の根幹は、全く違う場所にある。


　他の天才たちとは根本的に違う、あいの才能とは────



「天衣は序盤に才能があった。でもそれは同時に、成長への足枷あしかせでもある。序盤は忘れることができないから」

「……？　八一くん、何を言って……？」

　知恵の実を食べてしまったアダムとイヴが二度とエデンに帰れないように、知識を得てしまったことで永遠に失うものもある。

「逆に、あいはまっさらな状態だった。そしてそれこそがあの子の最大の才能だったんだ」


「…………ちょっと待って。あなた、まさか────」



　桂香さんはようやく気付いたようだった。

　あいの存在がどれだけ奇跡的かを。

「終盤を強くするには、逆転のテクニックを得るには、絶体絶命にならないといけない。終盤で命を賭けて斬り合いをしなくちゃいけない。つまり序盤でリードしちゃいけないんだ」

　そのためには、将棋の知識を得ないまま将棋が強くなる必要がある。

　明らかに矛盾むじゅんするそんな奇跡が起こることなんて絶対にない。

　そう思っていた。一年前までは。

「あいを育てるのなら、可能な限り序盤の知識を与えないようにしようと思った」

　その奇跡は一年前のある日、俺の部屋に飛び込んできた。

　空から天使が落ちてきたかのように、突然。

「駒落ちの定跡は教えたし、あとは研修会で駒落ちの上うわ手てを持つ時のために最低限の振ふり飛車びしゃのコツは生石おいしさんに仕込んでもらったけど……」

　でも可能な限り、知識を誰かから与えられることは避けようと思った。

「だから研究会をする相手も、棋士じゃなくてアマチュアの、それも無邪気むじゃきに殴り合ってくれるような子供がいいと思った」

　そして駒落ちの上手を持たせることで、あいには入玉を何度か経験させた。駒が少ない状態で勝つには入玉を狙うしかない。

　入玉の感覚と詰将棋の感覚が合致したことで、あいはギリギリのところで岳滅鬼さんを上回ることができた。

　そういった指導の狙いや岳滅鬼さんの情報を直接与えなかった理由。


　全ては────あいを絶体絶命の状況に追い込むため。




「い…………いつ、から……？　いつから……そんなことを考えて……？」



「最初に将棋を指した、その瞬間から」

　それは最初、荒唐こうとう無む稽けいな計画のように思えた。

　何千回と悩んだ。何万回と自じ問もん自じ答とうした。あいの素直で真面目な性格を活かして、定跡を一から教えたほうがいいのかもしれないと。

　でも──今日で確信した。

「あの子は折れない心を持ってる。この方法が一番いい」

「だから……才能だけで殺させたっていうの？　二一歳まで奨励会で戦い続けた人を、将棋を覚えて一年ちょっとの小学生に……序盤すら満足な知識を持たないままの子供にッ!!」

　桂香さんは激怒していた。

　当然だ。いくらあいの敵とはいえ、岳滅鬼さんの経歴を知れば感情移入するなというほうが無理だろう。

　あいを羽化させるための養分として、俺はその岳滅鬼さんを利用した。

　それがどれだけ残酷ざんこくな行為かは理解している。

　傷つけるのは岳滅鬼さんだけじゃない。


「…………私も……あいちゃんにとっては、その程度の存在でしかなかったのね……」



　かつて桂香さんも、研修会であいに敗れた。

　あの将棋も同じように序盤であいが形勢を損そこね……そして終盤力だけで勝った。

　この将棋を見て引退を決意する女流棋士もいるだろう。

　今日でなくとも、この先あいと盤を挟むことで己の人生に見切りをつける人間が何十人、何百人と生まれるだろう。天才と呼ばれた人たちが心を折られ、その才能に自ら死を選ぶだろう。

　しかし俺は信じている。


　あいの将棋を見て────より多くの人が心を動かされることを。



「……八一くん」

　全ての感情を押し殺した声で、桂香さんが問う。

「あなたは……あの子をどこに連れて行こうとしているの？　……いいえ、この聞き方は違うわね」

　桂香さんは首を振ると、言葉を変えて再び尋ねてくる。

「あの子ならどこまで行けると思ってるの？」

「……」


「あなたはまさか…………まさか、あいちゃんも……!?」



「それは、あいが決めることだよ」

　遂に《不滅の翼》の攻めを完全に振りほどき、逆に寄せに入った弟子の終盤力に震えるような恐怖と満足を覚えつつ、俺はそう答えた。

　天使に飛び方を教えることはできる。


　けれどその翼を使ってどこへ飛んで行くかは────天使にしかわからない。
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　７六桂から先は、正直ほとんど憶えていない。

　ただ強烈な印象として残っているのは、盤の向こうに座る小さな女の子の背中から、二枚の大きな翼が広がっていくイメージ。

　私はそれを見たくなかった。

　──自分の名前なのに……自分は決して持つことができなかったものだから。

　だから消してしまった。

　敵玉を追い詰めるために放った金を引いてまで。

　──けど……それが敗着だったね。

　それでも一分将棋の中で、私は粘り続けた。最後の最後まで投げられなかった。奨励会で過ごした十年間でそれだけを身に付けたという、見苦しい悪あがき。

　けれど目の前の天使は高い空の上から、あっさりと私の玉を詰ましてしまう。


「……ああ…………」



　──こんな翼があったのなら、もっと自由に将棋が指せたのに。

　後悔と羨望せんぼうが入り交じった感情。

　結局、７六桂から三十手以上も指してから、私は投了した。

「ありがとうございました」

　──終わったんだ……これで……。

　こうして私は本物の死を迎えた。何よりも望んでいたはずの、死を。




　感想戦はとても賑やかだった。

　見学に来てくれた小学生の団体さん（雛鶴さんと、記録を取ってくれた研修生の子のクラスメートらしい）に囲まれながら、私は終盤の変化だけじゃなく、女流棋士として様々な質問に答えた。

「どうして将棋をはじめたの？」「なんで棋士になろうと思ったの？」「負けた時はどんな気持ちになりますか？」「どんな将棋を指したいんですか？」

　大人から聞かれれば胸を抉えぐられるような質問も、子供の口からストレートに尋ねられると、不思議なほどクリアな気持ちで答えることができた。

　全てを終えて対局室を出る時は、拍手で送られた。

　すると、私とそんなに歳の変わらない若い担任の先生がエレベーターの前まで追い駆けてきて、深々とお辞儀をしてくれた。

「お疲れのところ本当にありがとうございました！　遠慮のない子たちなので、失礼なことばかり聞いて大変申し訳なくて……でも忘れられない体験になったと思います。さっそくみんな岳滅鬼先生や雛鶴さんみたいな棋士になりたいと言ってて……」

「いえ。こっちこそ……いい思い出になったっちゃ」

　最後に自分の将棋が誰かの役に立てたのなら、それでいい。

　そう思い込ませながらエレベーターに乗り込んで、一階で降りる。

　そこで私は再会した。

「え？」

　関西将棋会館に、いるはずのない人たち。

　私や兄あに弟子でしと一緒に関東奨励会で戦い、敗れ、将棋界を去って行った人たち。

　退会してから一度も連絡を取っていないはずの研究仲間たちが、そこにいた。


「み、ん…………な？　どうして……？」



　呆然と尋ねると、向こうもなぜかぼんやりとした答えを返してくる。

「どうしてって……何となく？」

「待ち合わせしてたわけじゃないんだけど、みんな自然にね」

「勝てば女流名跡リーグ入りだろ？　気になって思わず関西まで来ちゃった！」

　仲間たちだけじゃなかった。

「岳滅鬼さん。その……残念だったね」

「鳩待はとまち先生まで……!?」

　関東奨励会の幹事だ。

　私に女流棋士への転籍を勧めたその人は、私の対局と合わせるためにわざわざ関西で戦うことを選んだのだと言った。

　それも今日だけじゃなくて、今まで何度もそうしてくれていたと。

「最近、東京の将棋会館で顔を見せてくれないからさ。対局が終わるまで待ってたら会えると思ったんだけど、千日手の上にあんな熱戦になるとはなぁ。いや本当に惜しかった！」


「ごめん……ごめんなさい…………！」



　その場に立ち尽くしたまま、私はきつく目を閉じて。


「わ、わたし…………」



　対局中から薄々気付きかけていたことを、初めて口に出した。


「わたし、将棋…………やめたくないっ……!!」



　奨励会の年齢制限。女性だけに認められた女流棋士への転籍。

　酷ひどい制度だと、最初は思った。

　どうして未み練れんを断ち切らせてくれないんだろうと思った。どうせ殺すなら、すっぱり殺してくれればいいのにと思った。

　辞めていった奨励会員なかまたちに顔向けができないと……恥ずかしくて、後ろめたくて。

　だからこんなこと、絶対に言っちゃいけないとわかってるけど……！

「でも、今日……ようやく気付いたの。自分がどれだけ将棋が好きだったのかとか……自分が本当はどんな将棋を指したかったのかとか……」

　──将棋をはじめたのは、将棋が好きだったから。


「今日、本当にすごい将棋を目の前で見て、感じて…………私も、こんな将棋を指したいって思った」



　──棋士になろうと思ったのは、将棋が好きだったから。

「奨励会の頃は、少しでも勝つための、奨励会で生き残るための将棋を指してたけど……そうじゃない将棋があるなら……私もそれを指したい！」

　──負けた時は、とても悔しい。

「無理かもしれないけど、それでも挑戦する前に諦めたくないって思って……だから……」

　──そして、指したい将棋は……まだこの指が憶えてる。


「だから………………やめたくない、です…………」



　自分勝手だって、わかってる。

　将棋の道を諦めなくちゃならなかった仲間たちにこんなことを言うのがどれだけ残酷で失礼なことかも、わかってる。

　罵ば倒とうされて当然だ。


　目を閉じてその言葉を待っていた私に投げつけられたのは────






「そんなのみんな知ってるよ」




　え……？

「翼の将棋を見れば一目瞭然いちもくりょうぜんだろ？　お前ほど『負けたくない！』『やめたくない！』って将棋で叫んでるやつ、奨励会どころか世界中を探したって一人もいないもん」

　その場にいる全員が頷うなずいているのを、私は呆然ぼうぜんと見詰める。

　それに……と、みんなは少し恥ずかしそうに、

「お前が将棋を続けてくれるおかげで、俺は将棋を嫌いにならなくて済んだんだよ」

「そうそう。気になってつい中継を観ちゃうんだよな」

「翼が頑張って活躍してくれたら自慢できるしさ。『俺、あの岳滅鬼翼に勝ったことがあるんだぜ！』って。そしたら奨励会に行ったことも無駄じゃなかったって思える」

　温かい言葉の数々が信じられず、私は口を開いていた。


「け、けど……！　でも…………ここに集まってくれたみんなは、そう言ってくれるかもしれないけど…………兄弟子は……絶対、私のこと……恨うらんで……」



「恨む？　ないない！　あいつが一番、翼のことを心配してたんだから」

　心……配……？

「イベントに翼が出るって知ったら『ちゃんと喋れるのか？』『指導対局なんてやったことあるのか？』って。迷惑だからやめとけって止めても様子を見に行ってさ。自分だって会社に入ったばっかで大変のはずなのに、貴重な休日潰して」


　その言葉を聞いた瞬間────それまで閉ざされていた世界にヒビが入った。



　そのヒビから強い光が差し込んでくる。

　あまりにも眩しい光に……目が潤うるむ。

「あいつ今日も半休取ってわざわざ大阪まで来るって言ってたぞ？　バカだねぇ～。まあ人のことは言えないんだけど！」

「いま思えば、奨励会員の頃は将棋のことだけ考えてりゃよかったから楽だったよなぁ。就職すると仕事で疲れて将棋どころじゃないっていうか」

「定跡とか勉強する気なくすよな。『どうして休みの日にまで他人の知識で将棋指さなきゃいけないんだ！』ってバカバカしくなっちゃって」

「プロの将棋マジつまんねーから！」

　鳩待先生が「おいおい、プロ棋士の前でそんなこと言うなよー」と困った顔で突っ込むと、みんな大爆笑だった。

　その笑いが収まった時。

「おっと。噂をすればご到着だ」


「ッ！　…………あ…………あに………………！」



　次から次へと涙が溢あふれて止まらない。

　だから私は、おぼろげにしか見ることができなかった。

　スーツの上着を脱いで肩にひっかけ、汗だくになって関西将棋会館の中に駆け込んでくる兄弟子の姿を。
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「今日は本当に貴重な体験でした！　将棋の対局があんなにも壮絶なものだなんて……実際に見ないとわからないものですね!?　私、感激しました！」

　見学を終えて連盟の事務局にお礼を言いに来た鐘ヶ坂先生は、事務局を出た三階の廊下で俺を捕まえると、興奮してそう捲まくし立てる。

　ちなみに澪ちゃんを含む生徒たちは四階で桂香さんから女流棋士についての話を聞いてる最中。あいは別室で今日の将棋を観戦記者に解説している。

「雛鶴さんはこれで女流名跡リーグ入りですよね!?　タイトル獲得の暁あかつきにはぜひ全校集会で表彰を……いえいえ！　そんな規模の話ではないですね!?　私のクラスにあんな凄すごい才能の子がいるなんて……今になって震えが来ています……！」

「そうでしょうそうでしょう」

　確かに今日の将棋は、誰が見ても感動を覚えるような内容だった。これが凡局ぼんきょくだったら全く違った反応だったろう。

　そういう意味では、あいは自分の力で自分の道を切り開いた。

「それで、その……あいと一緒に住むことについて、許可のほうは……？」

　この様子ならすんなり許可が出るかも？　と思って聞いてみたんだが。


「…………正直、今日でまたわからなくなりました」



「え？」

「九頭竜さんに学校で授業をしていただいた時は、この人なら多た感かんな時期の子供を託しても大丈夫だと思いました。でも今日の、雛鶴さんへの指導法は……少なくとも私が学んできた『教育』とは全く違います」


「…………」



「強くなるためには挨拶が大切だと、将棋の道よりもまず人間としての道が大切だと説いたあなたと……今日ここで見た九頭竜八一という棋士とでは、まるで別の人間のように思えます。だからまだ……結論は出せません」

「……わかりました」

　もともとなにわ将棋大会の結果で判断するという約束だったから、ここで答えをもらえないのも仕方がない。

　でも、厳しい結論を下されそうだという予感がした。

　鐘ヶ坂先生から見れば、確かに俺がやってることは常軌じょうきを逸いっしているだろう。

　弟子を死ぬ寸前まで追い込み、相手の尊厳を踏みにじる。

　俺がやってることは結局、そういうことだ。

　たかが将棋のためだけに。

「ところで……水越さんのことですが」

「澪ちゃんですか？　初めての記録係にしては、まずまずって感じでしたね。お茶も美味おいしく淹れてましたし」

　ギリギリ及第点きゅうだいてんって感じだった。

「今回あいの記録を取ったことで、いろいろ考える切っ掛けになったと思うんです。同級生のことを『先生』って呼んでお茶を出すのは悔しさもあるけど、それをバネにすれば一気に強くなれるし……棋力の面では大会優勝も不可能じゃないとは思うんです。ただ、今回はすごく強い子が出場するらしくて──」

「いえ。その話ではなくて」

　鐘ヶ坂先生は俺の言葉を遮ると、意外な話を始めた。

「水越さんのお父さんは、ここ大阪に本社のある製薬会社で働いておられるのですが……その会社が今度、海外の大きな会社を買収することになりました」

「……？」

　意外な話に、俺はただ聞くことしかできない。

　確かにその買収話は盛んにニュースになってるから、知ってはいる。でもそれが自分たちの住む世界とどう繫がるかがわからない。

「始業式の日に、本人から相談を受けました。二学期からお父さんがヨーロッパへ転勤になる可能性が高いということで……ご家族も一緒に行くことを考えておられると」

「え？」

　家族で海外へ行く。

　それって、つまり──


「澪ちゃんが…………転校…………？」



　しかも海外に？

　国内なら、研修会に通い続けることもできる。研修会は日本各地にあるから。

　でも海外から通うことは不可能だ。

　そもそも海外に暮らしながらプロ棋士や女流棋士をすることが想定されていない以上、その育成機関である研修会に通う意味がない。

　研修会も辞めるということになる。

　そしてそれは……職業としての将棋を諦めることにも繫がる。

　女流棋士に本気でなりたいと言ってて、俺のアドバイスを守って大会にも出ようとしているあの子が……。

「そ、そのことは、他に誰が知って……？」

「水越さんはクラスのリーダーですから……転校となれば、生徒たちに与える衝撃は大きすぎます。伝えるのは慎重を期すべきだと考えて、まだ誰にも言ってはいません」

「あいにも？」

「もちろん」


「…………澪ちゃんは、なにわ王将戦で結果を出せば日本に残って将棋の修業をさせてもらえると考えてるんでしょうか？」



「それは……どういうつもりで水越さんが大会に出ると言っているのか、私にもまだわからないのですが──」

　鐘ヶ坂先生は俺を『先生』と呼ぶと、

「たとえあなたがどれほど恐ろしい人であろうとも……将棋については九頭竜先生にお願いするしかありません。最後までご指導よろしくお願いします」

　深々と頭を下げてそう言った。
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「……やっぱ、あいちゃんってすごいなー」

　家に帰ってからも、澪は今日の棋譜を並べてみた。

　初めて記録係をやって、自分で取った棋譜。

　記録係の欄には『水越澪』って名前が入ってる。そして対局者には『雛鶴あい』。

　大切な記念品。

　でも、正直なところ……何がどうなってこうなったのか、さっぱりわかんない。必至が消えるってどゆこと？　あいちゃんやばくない？


「澪には…………無理だよね。こんな勝ち方は……」



　だって才能がない。

　才能どころか、あいちゃんみたいに努力することだってしてこなかった。

　自分ではしてるつもりだったけど……今日のあいちゃんを見てから、自分のやってるのは努力なんかじゃないと思い知った。

　そもそも転校してまで将棋を学ぼうなんて、澪は思ったことすらなかった。

　家の近所に将棋会館があったから研修会に入っただけで、真面目に取り組んでなんかいなかった。

　それは研修会で、あいちゃんに惨めに駒落ちで負かされた時にもうわかってる。

　これまで何かを成し遂げたことも、挑戦したこともない。

　だからきっと、これからも……。


「…………やっぱり、図々ずうずうしい目標なのかな？　大会で優勝するなんて……」



　その時、澪のスマホに通知が入る。

「おっ！　『ぶらっくきゃっと』さん、また対戦申し込んできてる！」

　少し前から将棋アプリで頻繁ひんぱんに対局している相手だった。

　段位は最高の九段。レーティングもかなり離れている超強豪だ。

　アマチュアなら全国代表クラス。

「この人に絡まれたおかげで澪のレート、だいぶ下がっちゃったんだけどな。何か怒らせるようなことしたかなぁ？」

　せっかく上げたレーティングが下がるのは、やっぱりちょっと悔しい。

　でもちょうどあいちゃんとケンカして対局する相手に困っていた時期だったから、澪は積極的に指すようにしてた。

「それに『ぶらっくきゃっと』さん、感想戦めっちゃ丁寧にやってくれるんだよね！　チャットの言葉遣いは素っ気ないけど、定跡まで詳しく教えてくれるし」

　すごく勉強になる相手だ。

　学校の授業でくずにゅー先生も言ってたけど、将棋が強くなるためには、強い相手とたくさん指すしかない。ホントならこっちから拝み倒してでも対局をお願いするべき相手が向こうから何度も申し込んできてくれるなんてことは……あり得ないくらいの幸運なんだ！

「よぉーしっ！」

　澪は両手で頰を強く叩くと、雑念を全て吹き飛ばした。

「あともう少し……やるしかない！」





















[image: ]　　なにわ王将戦







「すっっっ…………っごい将棋盤の数ですー!!」



　会場に入ったあいは大きな目を見開いてそう叫んでいた。

　まだ無人の会場には、千に及ぼうかという将棋盤が並んでいる。

　主に関西各府県からここ大阪おおさか市中央体育館に集まる小学生は、実に一六三〇人。同伴の保護者などを含めると三〇〇〇人を超える。

「あいは結局、純粋なアマ大会には出ずに女流棋士になっちゃったもんな」

　俺はスーツの胸にプロであることを示す名札を付けながら、

「もっと大きな大会だと、東京とうきょうビッグサイトに小学生を三二〇〇人集めて一六〇〇局くらい一斉に対局したって。当時のギネス記録だったんじゃないかな？」


「ひぇー……盤を並べるだけで一日おわっちゃいそうです！」



　無邪気に驚くあいの胸にも、女流棋士であることを示す名札が付いている。

　そこには『女流初段』の文字が。

　女流名跡じょりゅうみょうせき戦の挑戦者決定リーグ入りを決めたことにより昇段。夜や叉しゃ神じん天衣あい女流二段に続き、史上二番目の若さで有段者となっていた。

　天衣もそうだけど、アマ大会に出たことがない棋士なんて前代ぜんだい未み聞もんだ。

「こんなにいっぱいなのに一日で優勝が決まるんですよね？　どうやって決めるんです？」

「まずはブロック対局だな」

　対局者は複数のブロックに振り分けられ、そこで三連勝した者だけが次のトーナメント戦に進むことができる。

「高学年と低学年にわかれるんですよね？」

「そう。だから低学年のシャルちゃんはＪＳ研同士で潰し合う心配はない。澪みおちゃんと綾あや乃のちゃんは、できればバラけて欲しいんだけど……」

「みんな……大丈夫でしょうか？」

「シャルちゃんは正直、一勝するのが目標になると思う」

　低学年の部といえども最近は当たり前のように有段者がいる。ギリギリ初段あるかどうかのシャルちゃんがどこまで勝てるかは……。

「ただ澪ちゃんと綾乃ちゃんは研修生だからな。負ければ『女流棋士のタマゴのくせにレベル低い』と批判される。プレッシャーは大きいと思うよ」


「…………」



　あいは俯うつむいて黙り込む。

　こういった大規模な大会だと、プロや女流棋士は軽く飯を食う暇もないくらい忙しい。

　みんなの対局を見守るなんて不可能。せめてトーナメント戦まで勝ち残ってくれたら……。

「あい。澪ちゃんのことだけど──」

「はい？」

「……いや。いいんだ」

　その時、運営の人から声を掛けられた。

「九く頭ず竜りゅう先生、雛鶴ひなつる先生。そろそろ参加者のお出迎えと記念撮影の準備をお願いします」

「「はい！」」




　そこからはもう嵐のように時間が過ぎていった。

「おはようございます！　みなさん今日は頑張ってください！」

「おっ、おはようございます！」

　津つ波なみのように入場してくる小学生と保護者の大群。俺とあいは並んでその全員を出迎える。

　こういう時、声を掛けられる数で棋士の人気がわかるものだ。

「雛鶴せんせーだ……！」「雛鶴先生かわいいっ!!」「あいちゃん先生と写真撮りたい！」「雛鶴って正妻せいさいのほうだっけ？」「昇段おめでとうございます!!」「隣のロリ王が邪魔だな」

　あいちゃん人気すご杉ワロタ。

　記念撮影を希望する人だかりができてしまい、入り口は大混雑。そこにあい目当ての報道陣まで押しかけて……あーもうめちゃくちゃだよ！

　いくら俺が小学生の扱いに長たけているとはいえ、一六〇〇人以上の小学生なんて捌さばき切れるわけがない。俺もあいも考える前に手を動かし、喋しゃべり、笑顔を貼り付かせたまま会場を駆け回った。

　審判長の釈迦堂しゃかんどさんは大会運営の総指揮を執っているし、歩夢あゆむはその師匠ししょうの傍かたわらに常に侍はべっているので、ファンサ業務は必然的に俺たちが一手に引き受けることになる。

　一時間ほどでお出迎えが終わり……指導対局ブースに移動して、ようやく一息つくことができた。


「はぁ……はぁ……はぁ…………あい、みんなに会えたか……？」




「い、いいえ…………でも、鐘かねヶが坂さか先生はちらっとお見かけしました…………はぁはぁ……」



　声も体力もお互いすでに枯れかけている。


「あい、この後の指導対局だけど…………予選落ちした子たちが、わんさと押し寄せてくるからな？」



　しかも今日は奨励会の例会日で、普段ならお手伝いに来てくれる奨励会員がいない。それで特に手が足りないというのもある。


「…………だから今のうちに休んどけよ？　これからが本物の地獄だぞ……」




「…………あうあう…………」



　そんな話をしていると、マイクを通して司会の声が聞こえてきた。

『では対局を開始する前に、本日の審判長である釈迦堂里奈りな女流名跡よりお言葉を賜りたく存じます！』

　汗だくの俺たちとは対照的な涼しい顔をして、釈迦堂さんが壇上へ姿を現した。

　傍らには、敬愛する師の歩行を介助かいじょする歩夢の姿。

　絵本から飛び出してきた女王と騎士そのものの姿を生で見て大阪の小学生たちは度ど胆ぎもを抜かれたのか、ザワザワしてた会場が一瞬で静寂に包まれる。

『余よが、女流名跡の釈迦堂里奈である』

　そして独特の一人称で小学生のハートをガッチリ摑むと、

『プロ棋士を差し置いて女流棋士が審判長など、本来であれば不ふ遜そん。ただ今回は登場するプロが余の弟子でしとその親友ライバルなのでな。お許し願いたい』

　律りち儀ぎに断りを入れてから、釈迦堂さんは語り始める。

『余が子供の頃は、将棋の大会といえば大人だけのものであった。将棋を指す子供は非常に少なく……さらに女子となれば、どこに行っても余だけというような状況が続いた』

　そうそう。俺や姉弟子が小さい頃ですら女子は極端に少なかった。

　釈迦堂さんが子供の頃は、タバコの煙で充満する道場で大人のオッサンとかと指すしかなかったろう。

　とはいえそんな状況で鍛え抜かれたからこそ、釈迦堂さんの棋力きりょくは年齢が上がっても衰えを知らないと評されていた。

『昨今さっこん、世の少子化の波に逆らうように将棋を指す子供は増え続けている。特にここ大阪では奨励会三段リーグを戦う空そら銀ぎん子こ三段を筆頭に、史上最年少で女流棋士となった夜叉神天衣女流二段、そして今日この会場にも来てくれている雛鶴あい女流初段らの活躍もあり、本日の参加者は非常に女子が多く、感動している。ああ、それと──』

　いかにもついでのように釈迦堂さんは爆弾を投下した。

『今年の小学生名人も女子であったな。そうそう、今日この会場に来ているらしいぞ？　勝って優勝すれば、それだけ勝利の価値も上がろう』

　ザワッ！

　静まり返っていた会場が一気に沸騰する。

「……マリアちゃんのこと、ですよね？」

「ああ。敢あえてここで言っておくことで参加者にやる気を出させるつもりか、それともマリアちゃんにプレッシャーを与えるつもりか……」

　おそらくその両方の意図だろう。

　釈迦堂審判長は一瞬にして興奮の坩堝るつぼと化した会場の雰囲気に満足そうに頷うなずくと、厳おごそかに、なにわ王将戦の開会を宣言した。


『それでは────戦いを始めるがよい！』
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　──あと一つ……あと一つ勝てば決勝！　絶対勝つ!!

　チェスクロックが秒を読む音を聞きながら、水越みずこし澪は自分の頰を叩いて気合いを入れる。

　高学年の部の予選。その三局目。

　互いに詰めろが掛かりそうなド終盤を迎え、澪の心臓は激しく鼓動を刻む。

　しかし頭脳はスッキリ冴えわたっていた。

　──すごい！　くずにゅー先生に教えてもらった形がそのまま出てる！

　これまでの二局もそうだった。

　複雑そうに見える局面も、形を憶えてしまえば簡単に解きほぐせる。

「これは桂ゼット……これは桂ゼット……」

『桂馬を渡さなければ絶対詰まない形』という条件を忘れないよう口の中で繰り返し唱える。

　同じように、敵玉てきぎょくの弱点も桂馬だった。桂馬があれば一発で詰むが、それ以外なら何百枚渡しても絶対に詰まない形……。

　相手はそれに気付いていない。

　澪は盤の隅に落ちていた桂馬を入手する。

「……？」

　その一手の意味が理解できない相手は、澪が長期戦に備えて駒得こまどくを優先したと勘違いし、同じように銀を補充する。銀のほうが価値が高い。


　だが今この瞬間、最も価値が高い駒は────桂馬。



「よしっ!!」


「………………あっ!?」



　取ったばかりの桂を打ち込んだ澪の手を見て、ようやく相手はその意図を悟さとる。

　そしてすぐに投了とうりょうした。

「まけました……」

「ありがとうございましたっ！」

　飛び上がりたい気持ちを抑えて、澪は深々と頭を下げる。

　感想戦が終わると席を立ち、火照ほてった顔にペットボトルを押し当てながら、まだ続いている対局の見学に行く。


「ふひぃー…………これで三連勝か。思ったより危なげなく勝っちゃったな！」



　本人の自覚は薄いが、澪はもともと才能派だった。

　これまではその優れた感覚で『なんとなく』勝つことが多かったし、負けるときも『なんとなくもうダメ』と心が折れて投了というのが多かった。

　しかし八一から形勢判断の明確な基準を叩き込まれたことで気分屋な心に芯が通り、短期間で飛躍的に棋力が伸びたのだった。

　そして、さらに伸びたのが──

「おっ！　あやのんも三連勝？」

「はいです！　九頭竜先生に教えてもらった方法で戦ったら、相手がどんどん投了してくれて……うちが最初に三連勝したです！」

　貞任さだとう綾乃はそう言って胸を張った。

　いつもは控え目だが、今日は自信が漲みなぎっている。その自信が勢いとなり、三局とも相手を即詰みに討ち取っていた。

「絶好調じゃん！　今日のあやのんと当たりたくないわー」

「ふふふ……うちは九頭竜先生以外にも、秘密のアドバイスをいただいてるです」

「ええー!?　ズルいよあやのん！　だれ!?　だれから教えてもらったの!?」

「うちに勝ったら教えてあげるですー♪」

　トーナメント進出を決めて、キャッキャウフフとじゃれ合う二人。

　だがその喜びも束の間。

「見てよあやのん！　あそこ！　メチャ人だかりができてるよ!?」

「ッ!!　あれは……」

　まだ対局が続いている盤の一つに二人は駆け寄る。


　そこで繰り広げられていたのは────もはや将棋ではなかった。



　対局者の一人は、不思議な姿をした女の子。もう一人は、ぐずぐずに泣き崩れた男の子。

　頭に獣耳けものみみをくっつけた少女が、芝居がかった口調で言う。

「くっくっく……先ほどの威勢いせいはどうしたのじゃ？　女子には負けぬなどとほざいておきながら対局中に泣き出すとは。女々めめしいのはどっちかのう？」

　澪も噂は聞いていた。

　今年の小学生名人は女の子で、すごく個性的で、しかもあの神鍋かんなべ歩夢六段の妹らしい、と。

　──この子だ！　間違いなくこの子だ!!

「のじゃ」とか「わらわ」とかヘンテコな言葉遣いと、それ以上にヘンテコな格好。どこからどう見ても神鍋歩夢六段の関係者だ。

　近づいて盤面を見た澪を、さらなる驚愕が待っていた。

「うげっ!?　ぜ、全駒ぜんこま!?」

　全ての駒を根絶やしにしてしまうという最凶の勝ち方。それを馬莉愛まりあはやってのけていた。

　結局、相手の男の子は泣き崩れてしまい……。

　投了すらできず時間切れで負けとなった。

「うっわ悲惨……」「さすが《次世代つぎの名人》の妹……」「負けた子だって小学生名人戦で府代表だったんでしょ？」「奨励会入りは確実だな」「どうしてまだ大会なんて出てるんだ……？」

　周囲のそんな言葉を、馬莉愛は心地よさそうに聞いている。

　澪は投了図を眺めつつ、思わず声を漏らした。


「つっっっ…………よいなぁ……！」



　棋力が上がったからこそ澪も綾乃も馬莉愛がどれだけ強いのかが理解できた。

　小学生名人と自分との差が、どれだけあるのかも……。




　予選終了後、決勝トーナメントの組み合わせが発表された。

　貼り出されたトーナメント表の前に小学生たちが集まる。

「あやのんは……この山か。澪はこっちの山だから決勝まで当たらないね！　よかったー」

　ホッと胸をなでおろす澪。

　だが隣に立つ綾乃は真まっ青さおになっていた。その理由は──


「うちの山に…………神鍋さんがいる、です……」



「あっ……」

　かなり離れた場所に配置されていたから気付くのが遅れたが、確かに綾乃と馬莉愛は同じ山だった。

　当たるとしたら準決勝。

　一回戦で当たった小学生は明らかに『絶望』といった表情を浮かべている。馬莉愛本人は誰と当たっても勝てると思っているからか表を見に来てすらいない。

　トーナメント表を見上げていた綾乃が、やがてポツリと言った。


「…………うちが止めるです」



「あやのん!?」

「どんなに神鍋さんが強くても、あいちゃんや天てんちゃんより強いなんてことはないと思うです。だったらぜんぜん怖くない……です！」

　綾乃は自らを鼓舞こぶするかのようにそう言うと、隣に立つ澪の手を取って、

「だから澪ちゃんは決勝で待っててほしいです。そうしたら、うち……きっと勝てるから……」

「わかった！　絶対に待ってるかんね!?」
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「九頭竜先生。そろそろ対局のご準備をお願いします」

「あ、はーい！」

　指導対局ブースで弟子と一緒に大量の小学生を相手していた俺は、係の人に呼ばれると、残った指導対局を超特急で終わらせた。

　予選で負けた子が流れ込んで来たせいで、指導対局はいよいよ戦場みたいな忙しさになりつつある。このタイミングで離れるのは心苦しいが仕事だから仕方がない。

「あい。指導対局は任せたぞ？」

「はい師匠！　またステージでお会いしましょう！」

　小学生大会の決勝はステージ上で行われ、プロの対局はその後に行われる。

　あいもステージで仕事をする予定だ。

　澪ちゃんや綾乃ちゃんが決勝まで残ってくれたら、あいはその対局を間近で見ることができるわけで……二人には何とか頑張って欲しい。

　係の人について歩きながら、俺は尋ねた。

「大会の進行はどんな感じです？」


「順調です。低学年も高学年もトーナメントの一回戦が終わって…………あれ？　まだ一局だけやってますね。あれは低学年の子だなぁ」



　低学年の子は終盤がグダグダになるから詰まし損なってるのかも──という係の人の言葉を、俺は最後まで聞いていなかった。

「すいません！　ちょっと待っててもらっていいですか!?」

「え!?　りゅ、竜王!?　どこへ──」

　弾かれたように、最後に残ったその対局へと駆け寄る。

　そこで盤に覆い被さるように戦い続ける……金色の髪の毛が見えたから。


「ッ!!　……シャルちゃん…………」



　まさか本当に予選を抜けたなんて！

　俺が近くに来たことにも全く気付かず、シャルちゃんはひたすら盤面に集中していた。連戦の疲れからか息は荒く、目も赤く腫はれ上がっている。

　形勢は……シャルちゃんの劣勢。

　相手の男の子は、確実に有段者と思える堅陣けんじんを築いている。攻撃も手厚い。

　ただシャルちゃんは相手よりも時間を残していた。


「…………俺の言いつけを守ってくれてるのか……」



　時間切れにならないようテンポよく指す。それは俺がずっと言い続けていたことだった。

　優勢ならともかく、劣勢で時間を使わないのは難しい。

「んッ!!」

　シャルちゃんが気合いと共に着手ちゃくしゅ！　それはプロ棋士が見ても最善と思える、快心の一手。

　そして俺は血の気が引いた。


　──時計の押し忘れ……ッ！



　シャルちゃんは集中している。むしろ集中しすぎていたからこそ、意識が一瞬だけ時計から離れてしまった。

　気付いたのは、秒読みの電子音が鳴った時だった。


「ふぇ？　…………あっ！」



　シャルちゃんは慌てて時計を押す。

　が、せっかく残していた持ち時間が消えてしまった。

　しかも相手はシャルちゃんの持ち時間を使って次の手を読んでいたことになる。このド終盤でそれは致命傷だった。そもそも局面はシャルちゃんに不利なのだ。

　時間という、最後の拠より所どころを失ったシャルちゃん。

　ここで心が折れて投了してもおかしくないが──

「あの金髪の子……すごいぞ！」「フラフラなのに、どこにあんな力が!?」「よっぽど気持ちの強い子なんだろうな……！」

　シャルちゃんは指し続けた。

　どれだけ追い込まれても戦い続けるその姿に、周囲の人たちは声援を送る。あの穏やかで優しくて幼いシャルちゃんのことを『気持ちの強い子』だと口々に讃たたえながら。

　俺は……泣きそうになっていた。

「頑張れ……頑張れ……！」

　最強の竜王だというのに、涙を堪こらえてそれだけを繰り返す。

　しかし勝負は非情だ。

　追い上げて、追い上げて、追い上げて……それでも届かないと悟った時。


「…………まけまちた」



　しっかりと頭を下げて、シャルちゃんは投了した。

　観戦していた人々から惜しみない拍手が贈られる。対戦していた男の子は、勝ったというのにまるで惨敗ざんぱいしたかのように顔を真まっ赤かにして俯いていた。時計の件を恥ずかしく思っているんだろう。

　それは仕方がない。この子も必死だったから。

　だからシャルちゃんも、負けたけれどいつものように笑顔を浮かべて。

「また、しょーぎしゃしょーね？」

　男の子に向かって握手をしようと手を伸ばす。


　そしてそのまま────ぐらりと横に傾いた。



「ッ!!　シャルちゃん!?」

　だが、椅子から落ちそうになったシャルちゃんを俺よりも早く受け止めた女性がいた。

　サングラスをしていたが、それは──

「供御飯くぐいさん!?」

「妹弟子あやのには内緒にしといておくれやし」

　変装した供御飯万智まち山城やましろ桜おう花かは言った。

「医務室に運ぼか」

『疲労で眠ってるだけです。少し休めば大丈夫』

　ベッドに横たわるシャルちゃんはそう診断された。

　会場に来ていたシャルちゃんのお母さんにも詳しい事情を説明し、今は医務室の外でお父さんに連絡を取ってもらっている。

　それにしても……驚かされるのは供御飯さんの手際の良さだ。

　まるでシャルちゃんがあの対局で力尽きるのをあらかじめ知ってたかのようで──

「ところで供御飯さんはどうして今日ここに？　妹いもうと弟子でしの綾乃ちゃんを応援……って感じでもなさそうですが」

「もちろん綾乃もやけど、今日はシャルちゃんのことが気になってなぁ」

　シャルちゃんのことが？

「体力的に厳しいと思っておったのどす。予選を抜けられたんは奇跡や。こんな小さな身体であないに頑張って……」

「？　どうしてそこまでシャルちゃんのことを？」

「シャルちゃんはずっと……こなたの家に修業に来ていたのどす。竜王サンの特訓が終わったその足で」

「え!?」

「この子、ふわふわしとるようで割と頑がん固こでな？　『親御おやごさんが心配するから帰り』言うても、一人で抜け出して来てしまうのどす。根負けして、何日か泊まりがけで教えたりしてなぁ」

「どうしてそこまで……？」

「……弟子になりたいんやと。竜王サンの」

　弟子？　……俺の？

「一年くらい前にお願いしたけど、断られたて。せやからシャルちゃん、あいちゃんみたいに将棋が強くなれば弟子にしてもらえる思って、そんでずっと頑張ってたんや。竜王サン、この大会でええ結果出せたら願い事を聞いてあげる言うたんやろ？」

「け……けどシャルちゃんには『お嫁さんにしてあげる』って言って。それで本人も弟子よりお嫁さんのほうがいいって、納得してくれたはず……」

「竜王サンのお嫁さんとは羨うらやましいなぁ」

　けど──と、供御飯さんはシャルちゃんの頭を優しく撫でながら、

「いくら愛されても、将棋の繫がりも求めてしまう。それが、棋士に恋した女の子いうものやもしれませぬな。特にシャルちゃんは……いずれフランスに帰らねばならぬゆえ」


「っ……！」



　俺は……何て馬鹿ばかなんだ。

　ずっとシャルちゃんは日本にいるとばかり思ってた。澪ちゃんの転校の件を知ってからも、そっちにばかり気を取られて……シャルちゃんがいずれフランスに帰るなんて、そんなこと考えもしないで。

　けどシャルちゃんは俺と出会ったその時からもう、別れを意識していたんだ……！

　その時、服をくいくい引っ張られた。


「…………ちちょー……」



「シャルちゃん!?　起きてたのかい!?　ちょっと待っててね？　今、お母さんを呼んで──」

　だがシャルちゃんは俺の服を摑む手に力を込めると、





「しゃうね？　ちちょーのね？　…………でてぃにちて？」






　あの時と全く同じ言葉を繰り返した。

「ッ……!!」

　俺は以前、この願いを断っている。

　それは……シャルちゃんの才能と俺の力量では、誰も幸せになれないと思ったからだ。

　だから『お嫁さんにしてあげるよ』と言って、誤魔化ごまかした。

　シャルちゃんはまだ幼くて、きっと将棋に関しても本気じゃないから……そんな言葉で誤魔化されてくれたと安心してた。

　けど、違った。

　誤魔化されてたのは俺のほうだったんだ！


「…………シャルちゃん……」



　俺は跪ひざまずくと、服を摑んで放さないシャルちゃんの手を、両手で優しく包み込む。

　そして答えた。

　どう答えたかって？

　そんなの決まってる。




「とっくの昔に……シャルちゃんは、俺の弟子だよ……ッ!!」




　もしこの子が研修会に入る日が来たら、俺は喜んで師匠として名乗り出よう。

　フランスに帰ってしまってもいい。今はネットがあれば世界のどこでだって将棋は指せる。

　才能が何だ？

　将棋の世界に入ったら不幸になる？

　そんなの全部、俺自身の不甲斐ふがいなさをこの子に押しつけてるだけじゃねえか！

　不幸になんてさせるわけない。

　俺が鍛きたえて、世界一将棋の強い女の子にする！
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「シャルちゃんは俺の弟子で、お嫁さんで……だからずっと一緒だよ！　シャルちゃんがどこにいようと、ずっとずっと一緒だよ!!」

「うぇ……」

　俺の一番新しい弟子は、師匠の身体にぎゅっと抱きつくと──


「うえぇぇぇ……うぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇん!!　ふぁぁぁぁぁぁぁぁあああん!!」



　大声を上げて泣いた。

　そのまま溶けてしまうんじゃないかというくらい、熱い涙を流し続けた。

　けどそれは、シャルちゃんにとって産声うぶごえでもあったんだ。

　将棋に負けて初めて見せる涙だったから。


「しゃ、しゃう……ね？　ほんとはね？　ほんとは…………かちたかったの！　もっと……もっと、ちゅおくなりたい……っ!!」



「……なれるよ。絶対なれる」

　初めての本気の涙を流すシャルちゃんに、俺は何度もそう言った。

　きみは絶対、強くなれる。




　だって今日一日だけで……こんなにも強くなったんだから。
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　泣き疲れて眠ってしまった医務室のシャルちゃんを供御飯さんに任せると、俺は和服の着付けを急いで終えて会場に戻る。

「ッ!!　もう準決勝が始まってるな……」

　高学年の部はベスト４が出揃い、対局が開始されていた。

　二つの盤の周囲には人垣ができてる。高学年だけでも約一〇〇〇人の参加者がいたんだからその頂点ともなれば注目されるのも当然だ。

　そして、その四人の中に──

「澪ちゃんと綾乃ちゃん!?　二人ともここまで残ってくれたか！」

　シャルちゃんの伸び具合を見て手応えを得てはいたけど……この大会に向けて集中的に特訓した成果が出たようだ。

「……ありがたいことに組み合わせもバラけてくれた。これは、二人が決勝で戦うことも──」

　しかし綾乃ちゃんの相手を見て、俺は激しく動揺する。

　遠くからでも一瞬で誰かわかるそのシルエットは──

「のじゃロリ!?　……やっぱり来たか！」

　小学生名人にして歩夢の妹──神鍋馬莉愛。

　棋譜きふを見たことはないが、釈迦堂さんがあれだけ溺愛できあいするんだから弱いはずがない。果たして綾乃ちゃんの将棋は小学生名人に通じるのか？

「近づきすぎると動揺させちゃうかもしれないから……」

　俺は人垣の後ろから綾乃ちゃんとマリアちゃんの対局を観戦する。

　東京から来た小学生名人の対局に誰もが見入っており、竜王がいることにも気付かないほどだ……決して人気がないから無視されてるわけじゃない。マリアちゃんの格好のほうが和服を着たプロより目立つだけだ。そういうことなんだ……。

　戦型せんけいは、先手の綾乃ちゃんが得意の振ふり飛車びしゃに。

　後手のマリアちゃんは兄貴と同じように居い飛び車しゃ党のようだが──

「見るがいい。そして思い知れ。これが小学生名人の将棋というものなのじゃ！」

　そう宣言すると、言葉通り王者の将棋を見せつけた。

　プロから見て違和感のある指し手が一つも無いのだ。

　──それどころか……所々に人類以外の好きそうな手も見えるな。

　いわゆる将棋ソフトの手だ。

　幼少時よりソフトに触れると、将棋が歪ゆがむおそれがある。

　しかしマリアちゃんは小学生特有の柔軟性により、むしろ大人のプロや奨励会有段者よりも違和感なく自分の感覚として取り入れていた。

　自らコンピューターネイティブ世代の最強と名乗るだけある。

　──無意識にこれをやってるとしたら……相当な才能だぞ？

　そしてその鋭い感性を存分に発揮して、あっというまに綾乃ちゃんを敗勢はいせいにまで追い詰めてしまったのだ。


「…………強いッ!!」



　序盤、中盤、終盤。どこを取っても隙がない！

　残念だが……綾乃ちゃんが敵う相手じゃなかった。手て合あい違ちがいの実力……！

　──今すぐ奨励会に入っても十分やっていけるんじゃないのか!?

　少なくとも、こども大会に出るようなレベルじゃない。

　それを誰よりも思い知らされた綾乃ちゃんは……完全に心を折られてしまっていた。


「あっ…………あぅぅ…………」



　もともと綾乃ちゃんは技術の高さに比べて精神面に脆もろさがある。

　研修会であいと最初に戦った時も、気合い負けして短たん手て数すうで投了してしまった。

　俺もそれには気付いていたが……。

　──メンタルを鍛えるところまで手が回らなかった……俺の指導力不足だ……。

　せめて対局の前に声を掛けて、心を奮い立たせてあげることができれば！

　だがそんな後悔も後の祭り。


「あ……ああ…………………………あ、りま──」



『もう指す手がありません』。

　そんな言葉で、綾乃ちゃんは投了の意思表示をしようとする。

　その時だった。





「よっしゃぁぁぁぁぁ────っ!!　勝ったぁぁぁ────────ッッッ!!」






　隣の盤で対局していた澪ちゃんが、あろうことか机の上に立ち上がって咆哮ほうこうしたのだ。

　突然の蛮行ばんこうに会場は騒然である。


「これで決勝だぁぁぁ────ッ!!　澪は……澪は、決勝に行くぞぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッッ!!」



「こ、こらキミ!!　まだ他の対局が続いてるから静かにしなさい！」

　係の人が飛んできて、直ちに澪ちゃんを引きずり下ろす。

「そもそもそんな風に喜ぶなんてマナー違反だろう！　負けた子のことも考えなさい！　まったく……研修生だっていうが、最近は対局マナーすら満足に教えられないのか!?」

　周囲からも、澪ちゃんの行為に批判的な声が起こる。

　引きずり下ろされた澪ちゃんはそのまま会場の外にある控室へと連行されたが……俺はあの子が何をしたかったか、すぐわかった。

『澪は勝ったよ！　あやのんも頑張って！　一緒に決勝で戦うんでしょ!?』

　そう、伝えたかったんだ。

　将棋は一人で指すもので……どこまでも孤独な競技。

　澪ちゃんも綾乃ちゃんも、別の場所で、別の将棋を指していた。

　けど心は一緒に戦ってる。

「ふん……たかが決勝に進んだくらいで大げさなのじゃ」

　マリアちゃんは鼻で笑うと、

「じゃが大会の進行を遅らせてマスターにご迷惑をおかけするわけにもいかぬ。そろそろわらわも決めるとするか」


「………………です」



「あん？　何か言うたのかメガネ？　投了するならはっきり言うのじゃ！」


「澪ちゃんと決勝で戦うのは…………うち、ですッ!!」



　投了しようと駒台こまだいの上に伸ばしかけた手をギュッと握り締めると、綾乃ちゃんは口を真一文字に引き結び、駒音こまおとを響かせて戦い続ける道を選ぶ。

　気持ちを立て直したのだ。


　澪ちゃんの叫びが────綾乃ちゃんの心に火をつけた！




「うちは……うちは、神鍋さんには勝てないかもしれないです…………」



　綾乃ちゃんは眼鏡を外して手の甲で両目をグッと拭ぬぐう。

　そして再び掛け直すと、

「でもっ！　負けないことはできるっ!!　ですッッ[image: ]」

　まるで別人のように激しく気合いを入れ、盤に覆い被さる。

　そこから怒ど濤とうの粘ねばりを見せ始めた。

「こやつ……しぶといっ!!」

　マリアちゃんが思わずそう呻うめくほど、綾乃ちゃんは秘術ひじゅつを凝こらして激しく抵抗を続ける。

　──綾乃ちゃんの将棋の質が変わっていく……！

　より剛つよく。よりしなやかに。

　一手指すごとに綾乃ちゃんの将棋はしぶとさを増していく。時にそれは、図々ずうずうしいとすらいえるほどに。

　──技術が上がったんじゃない！　心が……覚悟が固まったんだ！

『負けたくない！』

『まだ終わりたくない！　もっと将棋を指したい!!』

　一手一手がそう叫んでいるかのような執念の粘り。同じ将棋を最近どこかで見た気がした。

　この指し口は──


「………………岳がく滅鬼めきさん？　いや、まさかな……」



　なぜか浮かんだその名前を即座に否定する。

　綾乃ちゃんが岳滅鬼さんの将棋を勉強してるとは考えづらい。

　しかし綾乃ちゃんの奨励会員みたいな終盤を見てると、いくら振り払おうともそのイメージは拭えなくて……。

　──あの必敗の局面から、よくぞここまで……。

　どうしようもなくボロボロで、すぐに潰れそうではある。

　それでも綾乃ちゃんは自玉を盤の隅まで逃がすことに成功し、不完全ながらも穴熊あなぐまに組む。

　そんな囲いを見て──

「油断したなメガネ。穴熊に潜ればわらわが詰ませられぬとでも思ったか？」

「え？」

　小学生名人は駒台に手を伸ばすと、

「姿焼きなど生ぬるい。メガネ、貴様はこのわらわが手ずから殺す」

『詰まして勝つ』という宣言！

　その言葉通り──


「…………ああっ!?」



　綾乃ちゃんの心に生じた一瞬の隙を……不完全な穴熊に生じた小さな隙を読み切って、即詰みに討ち取ったのだ。

　華か麗れいな終盤術に会場が沸騰する。

「神鍋馬莉愛が勝った！」「さすが小学生名人……あそこから詰まして勝つなんて……！」「奨励会試験も楽々パスだろうな……」「優勝もどうせあいつだよ……」

　どの言葉もマリアちゃんの圧倒的な強さを讃えるものばかり。

　敗北した綾乃ちゃんのことは誰も触れない。

「神鍋さんおめでとう！　決勝の準備があるから、すぐに控室へ来てもらっていいかい？」

「うむ」

　係の人に促され、マリアちゃんは悠然と立ち上がる。

「ところで次は席上対局なんだけど……その頭に乗ってる獣耳は外してもらえないかな？」

「これは髪じゃ」

　俯いたままの綾乃ちゃんだけが盤の前に残されると、一人、また一人と観戦者はその場から立ち去る。

　たった一人だけポツンと残されても、綾乃ちゃんは盤の前を離れようとしなかった。

　やがて……盤の周りに誰もいなくなってから、俺は綾乃ちゃんに声を掛けた。

「お疲れ」

　顔を上げた綾乃ちゃんは、泣いてはいなかった。

　残されたままの終局図に再び目を落とすと──


「…………うちはずっと、あいちゃんに嫉妬しっとしてたです」



　そんなことを、ぽつぽつと語り始める。

　俺は黙って聞いていた。


「あいちゃんが来るまで、澪ちゃんはうちと一番仲がよかったです。初めて将棋会館の道場で将棋を指した日に意気いき投合とうごうして…………うちは運動もできないし暗いから、あんなに元気がいいお友達は初めてで……」



　その日から、綾乃ちゃんの人生は一変した。

　聞かなくても俺にはそれがわかる。

　だって将棋を指す子供なら、誰もがそうだから。俺にとって姉弟子や歩夢との出会いがそうだったように。

「うちが研修会に入ったのも、澪ちゃんが入るって言ったからなのです。うち、最初はそこまで将棋に本気じゃなかったんです。ただ、澪ちゃんと一緒にいたくて……置いて行かれたくなかったから……」

　そこに、あいが来てしまった。

　澪ちゃんはあいを追いかけるのに夢中で……いつしか綾乃ちゃんは、ポツンと取り残されてしまったように感じていたんだろう。

　だから──

「澪ちゃんと決勝で戦いたかったです」

　この大会に出た最大の目的は、勝利の名誉でも、称賛しょうさんの言葉でもなくて。

　ただ……親友と戦いたかったから。


「だってこれが、たぶん……最後の………………」



　そこまで言って、綾乃ちゃんは先を続けられなくなってしまう。

　その様子を見ただけで、だいたいの事情を悟さとった。

　──そっか……知ってるんだな。転校のこと。

　澪ちゃんは、綾乃ちゃんとシャルちゃんには転校のことを伝えていたんだろう。そして、あいには伝えていない。

　そのこともきっと、綾乃ちゃんにはつらかったはずだ。


「…………くやしい……です……」



　綾乃ちゃんは絞り出すようにそう言うと、

「くやしいですっ！　くやしいですっ!!」

　涙と言葉が止まらなくなった。

　膝の上で拳を握り締め、唇を嚙み、綾乃ちゃんはボロボロと涙を流す。

「くやしい」「くやしい」「くやしい」と、それだけを何度も何度も呟いて。今の悔しさを心に刻みつけるかのように。

　俺はその傍らに寄り添って、ただ、聞いていた。

　この子に言葉はいらない。

　優しい言葉も。厳しい言葉も。

　やることはもう、わかっているから。
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『さあ！　なにわ王将戦高学年の部、いよいよ決勝戦クライマックスの始まりである!!』

　審判長の釈迦堂さんが厳かに宣言する。

『低学年の部の決勝も素晴らしいものであった……きっとそれ以上の熱戦を見せてくれるものと確信している』

《エターナルクイーン》は大盤の横に置かれた玉座のような椅子に座り、杖を指示棒のように使って局面の解説をするという、まさに女帝じょていのようなスタイルを構築していた。

　これには理由がある。

　席上対局の解説は具体的な手を示すことができない。対局者に聞こえてしまうからだ。

　プロ同士の対局なら大した影響を持たないしそもそも集中してるから聞こえないんだが……子供にとって棋士の示す手は、勝負の結果を変えてしまう。

『事前の振り駒の結果、先手は水越澪さんとなった』

　まだ壇上に現れていない対局者について、釈迦堂さんは説明を始める。

『そして後手となった神鍋馬莉愛は……敢えて呼び捨てにさせてもらうが、余の教え子だ』

　弟子、とは表現しない。

『この後の賞金王戦に登場する神鍋歩夢六段の妹にして、今年の小学生名人。兄の前ぜん座ざをしっかりと務められるか注目だな』

　会場から笑いと拍手が起こる。

『次に、先手の水越さんについてだが……これは余が語るよりも適任がいるな？』

　釈迦堂さんは壇上の別の人物に話を振った。


　盤側ばんそくで棋譜読み上げと秒読みを担当する────雛鶴あい女流初段。



『水越さんは……関西研修会で一緒に勉強した、大切な棋友なかまです』

　あいはマイクを通して、素直な気持ちを語る。


『いつも明るくて、元気いっぱいで、誰に対しても優しくて、わたしにとって初めてできた将棋のお友だちで…………ずっと「こんなふうになりたいな」って思える、わたしの目標でした』



『貴重な情報をありがとう。それでは──』

　釈迦堂里奈女流名跡は大きく息を吸い込んで、
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『登壇せよ！　小さな戦士たち!!』

　スポットライトに照らされ、ステージの中央に置かれた盤の前へと進み出る二人。

「「おおっ!!」」

　登場した澪ちゃんを見て、会場全体から歓声が沸き起こる。

「羽は織おり袴はかまだ……！」「女の子なんでしょ？」「凛々りりしく見えるねぇ！」

　なにわ王将戦の決勝は、羽織袴が貸し出される。

　女の子は振り袖も選べるはずだけど……澪ちゃんは男の子と同じものを選んだようだ。とても似合っていた。

　一方、マリアちゃんはいつもの格好。

「あれが小学生名人!?」「さ、さすが釈迦堂里奈の教え子……」「神鍋家は逸材いつざい揃いだな……！」

　会場からは別の歓声が沸き起こるが──

「聞けぃ!!　関西の雑草ざっそうどもっ!!」

　壇上から下界を睥睨へいげいし、マリアちゃんは宣言する。

「わらわがこれより、王者の将棋というものを貴様ら雑草に見せてやる！　一手一手をその記憶に刻み込み……未み来らい永劫えいごうにわたって我が伝説を語り継ぐのじゃ!!」

　一六〇〇人の小学生は大盛り上がりだ。独特のキャラで心を摑んでしまった。
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　俺は二人の姿をステージの袖から見ていた。

　傍らには綾乃ちゃんがいる。この子にできるだけ近くで対局を見せてあげたかったから、事情を説明して特別に通してもらった。

　ちなみにこのあと俺と対局する歩夢は反対側の袖から妹の晴れ姿を見ているはずだ。

『持ち時間は十五分。使い果たしたら三十秒の秒読みになります』

　盤側に座るあいが説明する。

　奇くしくも女流名跡戦とは逆の立場となった澪ちゃんに向かって、


『それでは────水越さんの先手で対局を始めてください！』



「おねがいしますッ!!」

「ふん……来い。雑草」

　澪ちゃんは深々と頭を下げ、マリアちゃんは傲然ごうぜんと胸を反らして、決戦の火ひ蓋ぶたを切った。

　二人が選んだ戦いの形は──

『ほう。横よこ歩ふ取りか』

　感心したように釈迦堂さんが呟く。研究量がものを言う戦型だ。

　そして後手からも積極的に攻められる戦型でもある。

「受けて見よ！　そして思い知れ！　小学生最強の序盤戦術を!!」

　後手のマリアちゃんは自ら角交換かくこうかん！　そして敵陣に歩を放り込むという奇手きしゅを放った。

「ッ!?　……!!」

　澪ちゃんは見慣れない攻撃に目をパチパチさせて盤面を覗き込む。

　これは……プロ間でも研究されている、最も激しい手順！

　この奇襲に動揺した澪ちゃんは、細かなミスを繰り返して駒損こまぞんしてしまう。

　そこから一転、マリアちゃんは端はし歩ふを突いてゆっくりとした展開に持ち込む。

　後手の主張は玉型ぎょくけいの堅さと駒得。

　激しく攻めなくても、このまま指し続ければ自然と良くなるっていう判断だ。

「緩急自在かんきゅうじざいだな。小学五年生で横歩取りをここまで指しこなせるとは……さすが歩夢の妹としか言いようがない！」

「み、澪ちゃん……!!」

　綾乃ちゃんは両手をギュッと祈るように握り締めている。俺の言葉は聞こえてないだろう。

『形勢は後手良し、だな。小学生名人の序盤としては及第点きゅうだいてんといったところか』

　釈迦堂さんも教え子に軍配を上げた。

　一方、澪ちゃんはこのまま普通に指してたらジリ貧ひんだ。

　攻めるか守るか、方針を明確にしないといけないが──


「てえぇぇ────い!!」



　澪ちゃんは攻める道を選んだ。自分の棋き風ふうを信じて。

　駒損の状況にもかかわらず貴重な持ち駒を惜しみなく投入して、マリアちゃんの防御陣を物量で攻略。


　そして────飛車のロケットを発射！　敵陣の最奥に竜を作ることに成功した！



　だが。

「浅い」

　マリアちゃんは逆にその攻めを呼び込むと、最小限の投資で竜を封じる。


　そして一瞬にして竜と馬を澪ちゃんの陣地に出現させてしまった…………強い!!




「はうッ!?　つ…………強すぎる……！」



　澪ちゃんは思わず頭を抱えて呻く。

　頼みの飛車のロケットも、金底きんぞこに打った一枚の歩だけで受けられてしまった……。

　そもそも澪ちゃんが敵陣に竜を作っただけなのに、マリアちゃんは竜と馬を作ってしまっている。

　無理な攻めが祟たたって駒損も拡大。

　受けでも攻めでも、力の違いをはっきりと見せつけられた……。

「ふん。威い勢せいのいい割にこんなものか」

「くっ……」

「雛鶴あいが目標にしておったというからどの程度の才能かと思ったが、小学生名人戦であればせいぜい地方予選代表クラスなのじゃ。その程度の才能でわらわと盤を挟めること、身に余る幸運と知れ！」


「…………」



　澪ちゃんは苦しそうに唇を嚙んで俯く。

　マリアちゃんは調子に乗って喋り続けた。

「その点では準決で当たったメガネも落第じゃったわ。あの程度の攻めで死に絶えるなど……関西の研修生は弱すぎるのじゃ！」

　俺の隣で、綾乃ちゃんが悔しそうに俯く。

　何か声を掛けてあげたくとも……慰なぐさめは傷を抉えぐるだけだ。

　マリアちゃんの声はいよいよ大きくなる。

「やはりわらわの敵はもうアマチュアにはおらぬ。マスターの御前にて圧勝し、一刻も早く奨励会受験をご裁可いただかねばならぬのじゃ！　そのためにさっさと死ね！　雑草!!」

「……そっか。神鍋さんは奨励会に入るんだね」

「当然なのじゃ。汝なんじはどうする？　そのまま研修会で女流棋士でも目指すのか？」

　女流棋士。

　それは澪ちゃんの目標のはずだった。

　けれど澪ちゃんは、不思議なほどサッパリとした表情で、こう答える。




「澪は転校するんだ。日本にもいられなくなる」





「…………」



　不意を打たれ、さすがのマリアちゃんも黙り込む。

「今まで……時間はたっぷりあると思ってた。夏休みみたいに、ずっと終わらないくらい長い長い時間が残されてるって。だから……進路なんて漠然ばくぜんとしか考えてなかったし、やりたいことが見つかっても、そのための努力を後回しにしちゃってた……」

「ふっ……ふん！　そんなことは弱者の言い訳にすぎぬのじゃ！」

　マリアちゃんはイライラと叫ぶと、

「悔しければ強くなればいいのじゃ！　努力すればいいのじゃ！　この敗北を機会に、小学生名人たるわらわを目標とすることを許してやってもよいぞ!?」

「イヤだよ」

「なにィ？」

「だって澪が知ってる小学生で一番強いのは、神鍋さんじゃないから」

　澪ちゃんはキッパリとそう言い切った。


　そこに浮かんでいたのは────笑顔。



「澪が目標にしてるのは……普段はすっごくかわいくて、ちょっと抜けてて、不器用で、好きな人のことになるとストーカーっぽくなっちゃうけど……でもやっぱり誰よりも友達想いで、誰よりも将棋の才能があるのに誰よりも頑張り屋さんで──」

　澪ちゃんは語り続ける。

　自分の理想とする姿を。目の前の盤上のように複雑な感情を。


「すごく強くて才能があるのに、対局してるとき、誰よりも苦しんで…………藻搔もがいて、足搔あがいて、苦しみすぎて何度も倒れちゃうくらい、苦しんでて……隣で見てるだけで、胸が締めつけられるくらい……悔しいけど憧れちゃう……！」



　目め尻じりに浮かんでいた涙を、澪ちゃんは手の甲で拭う。


「『こんなふうになりたい！』って思える────澪の目標なんだッ!!」



　そう叫ぶと。

　澪ちゃんは座布団の隅に両手を突いて盤に覆い被さり。





「…………こう」






　ゆっくりと……前後に身体を揺すりながら読み始める。

　逆転の一手を。

「こう、こう、こう、こう……」

　その姿はまるで、別の誰かのようで。


「こう、こう、こう、こう、こうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこう──────!!」



『っ!!　み、澪ちゃん……!!』

　あいの目に、みるみる涙が溜まっていく。

　秒読みもまともにできないほどに。

「痴しれ者ものが……！　天に仰ぎ見るべき小学生名人たるこのわらわを、女流棋士ごときより下に見るかッッ!!」

　マリアちゃんは激怒すると、澪ちゃんの玉を詰ますべく烈火れっかの如き攻撃を開始する。

　玉の後ろから銀を打ち込み、成桂なりけいで王手を掛け──

　もともと不安定だった澪ちゃんの囲いは、これで呆気あっけなく崩壊寸前まで追い込まれた。

「ふんっ！　格好ばかり雛鶴あいの真似をしたところで!!」


「こうこうこうこうこうこうこうこう──────こうッ!!」



「む!?　……こ、こしゃくな手を[image: ]」

　マリアちゃんの手が止まる。

　澪ちゃんが自ら囲いを崩したからだ。

　そして崩壊した囲いから玉が飛び出し、上昇を始めたのだ。


　これは────!!






「「入玉にゅうぎょくッ!?」」





「そうか！　澪ちゃんは攻めてたんじゃない…………玉の脱出路を作ってたんだ!!」



　盤上の景色が一変する。

　飛車のロケットは不発だったんじゃない！　十分に役割を果たしていたんだ！

　不安定な囲いも、玉を脱出させやすくするためだった……！

「マリアちゃんが敵陣にせっかく作った竜と馬も、玉が逃げて行ってしまっては無駄に豪華な置物！　このまま逃げられれば形勢が入れ替わるぞ！」

「澪ちゃん……!!」

　俺の傍らで、綾乃ちゃんが生気を取り戻していた。

　それは大富豪の『革命』にも似ている。

　それまで指してきた手の善悪が一瞬にして入れ替わる。将棋のルールごと……！

「雑草が!!　捻り潰してくれるのじゃッ!!」

　急上昇してきた澪ちゃんの玉を、小学生名人は空中で詰まそうと次々に駒台から持ち駒を召喚して迎撃する。

　まるで無む尽じん蔵ぞうの宝物庫から無数の武器を取り出してぶつけるかのような、王者の包囲網！

「死しに物もの狂ぐるいで謳うたえ雑草！」


「こうこうこうこうこう…………うんッ!!」



　しかし澪ちゃんは、その全てをかいくぐっていく！

『持ち駒のバーゲンセールだな』

　釈迦堂さんが冷静に評した通り、マリアちゃんはこれまで稼いできた駒得を一瞬にして失ってしまった。

　局地戦で澪ちゃんに読み負けたのだ。

　その事実が、マリアちゃんからさらに冷静さを奪う。


「おのれ────おのれ、おのれおのれおのれおのれおのれおのれおのれおのれおのれおのれおのれおのれ!!」




「こうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうのぉぉぉぉぉぉぉぉこうだッ!!」




　一〇九手目────遂に澪ちゃんの玉が一段目ゴールに到達する。



　しかし澪ちゃんが入玉を果たしたということは、その征せい路ろは焼け野原。

　マリアちゃんの玉にとっても入玉という手段が発生したことを意味する。

　その結果。

「「相入玉あいにゅうぎょく……！」」

　一二六手目にしてマリアちゃんの玉もゴールラインに到達した。

　それでも戦いは終わらない。むしろどう終わるかがわからない。

「ひゃ、ひゃくろくじゅって……」

　さらに三十手以上もノータイムの叩き合いが続き、会場からそんな呻き声が聞こえる。

　直後──


「く・た・ば・れ────雑草ォォォォォッ!!」




「ッ!?　────こうッ!!」



　自陣飛車で王手という奇妙な一手を、澪ちゃんはさらに奇き抜ばつな手で受けた。

「銀!?　……何でもっと安い駒が大量にあるのに、銀で受ける……？」

「アホか！　バックできん駒を先手が一段目に打ったら反則になるからや！」

「それにここまで来たら金かな駒ごまも歩も同じ価値だからな！」

「いぃっ!?　一瞬でそんな判断まで!?」

　歩も桂馬も香車も合駒として使えないという制約。

　そして『点数』で決まるという持将棋じしょうぎのルール。

　その二つが増えたことで将棋は飛躍的に難易度を増していた。もはや別のゲームと言っていいほどに。

　見ているだけで脳の回路が焼き切れそうだ。

　定跡はもう意味を持たない。終盤のセオリーも通じない。

　前衛芸術のような局面を反射神経と根性だけで乗り切りながら、それでも二人は殴り合うかのようにノータイムで指し続ける。

　一七〇手で八度目の大駒の交換が行われた。

　一八〇手で盤上の駒が半分以下になった。

　そして一九〇手を迎え──


「……澪は…………」



　それまでノータイムで指していた澪ちゃんが、ここで最後の持ち時間を投入する。

　息継ぎをするかのように顔を上げて、大きく深呼吸をした。

　手を読むための時間じゃない。

　それは気持ちを整理するための時間だった。

「確かに澪は、これまで……神鍋さんみたいに努力してこなかったよ。神鍋さんみたいに小学生名人っていう、すごい実績を残したわけじゃないよ。自慢できることなんて、小三の夏休みに自転車で琵琶湖びわこを一周したことくらいで──」

　突然の告白にビックリである。琵琶湖!?

「そんなことしたの!?」

「うちは長浜ながはまで力尽きたです……」

　綾乃ちゃんは当時を思い出したようで、ちょっと震えている。長浜でも琵琶湖半周してるから大したもんだけど……。

「でもッ!!」

　澪ちゃんは再び床に拳を突いて盤に覆い被さる。


「これまでが……これからを決めるんじゃないっ……！」



　そして放つのだ。

　これまでの人生を一変させるほどの、決断の一手を。




「これからがッ!!　これまでを決めるんだッッ[image: ]」





　その瞬間────澪ちゃんの背中に、小さな羽が見えた。



「おっ……大駒を切ったぁ!?」

「しかも二枚も!?」

　澪ちゃんは大駒二枚をぶった切って、その代償としてマリアちゃんの玉を引きずり下ろす。

　それは決意の一手だった。

「て、点数が……」

　青ざめる綾乃ちゃんに、俺は言う。

「関係ないよ。即詰みに討ち取るつもりだから」

「この状態から……です!?　でも──」

「あれをご覧」

　俺は大盤ではなく、対局する澪ちゃんの姿を指さす。

　澪ちゃんと……そしてもう一人。


「「こうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこう────」」



　盤の前に座る澪ちゃんと、盤側に座るあい。

　二人は最初から、盤上のただ一点を見詰めて読よみ耽ふけっている。

「あいなら絶対この詰みは逃さない。絶対にだ」

　その翼さいのうを駆使して、誰も見たことのないような詰みを披露するだろう。

　だから。

「そんなあいを追いかける澪ちゃんも、詰み以外の決着なんて考えてないよ」

　盤上は混沌こんとん。

　その混沌の中で勝利という一筋の光を摑もうとするならば……光と同じように脇目もふらず真っ直ぐ突き進むしかない！

『……この対局に言葉はいらぬ。もはや手の善悪を述べるのは無粋ぶすい』

　釈迦堂さんは静かに目を閉じる。

『ただ一つだけ言えるのは……生涯忘れられぬ将棋になったということだ。二人にとっても、これを見る全ての人々にとっても』

　教え子が敗勢に陥っているというのに、その顔はどこか嬉しそうで。

　会場の誰かが叫ぶ。

「に、二百手を超えたぞ!!」

　対局中だというのに自然と大きな拍手が湧き起こった。

「どうなってる!?　点数は!?」「いや！　でも、これ……もしかして!?」「ほ、本当に……詰む、のか……？」

　後退して逃げ惑うマリアちゃんの玉が、遂に捕まろうとしていた。


「お……の、れ……！　おのれおのれおのれ…………おのれぇぇぇぇぇぇぇぇッッ!!」



　抗あらがう王者の目から、大粒の涙が溢あふれた。

　決着は近い。

　拍手から一転、会場の誰もが息を殺してその瞬間を待ち受ける。静かな熱が体育館に充満していた。

　しかし、一人だけ。


「………………」



　スポットライトに照らされた舞台を、暗い袖から見守る一人の少女だけは……その熱狂から取り残されていた。

　そんな寂しげな少女に、俺は声を掛ける。

「澪ちゃん一人じゃ絶対に勝てない相手だったよ」

「え……？」

「綾乃ちゃんが粘ったからさ。体力的に疲れているのはもちろんだけど……あの対局で、マリアちゃんは『粘られると面倒』っていう意識を強く植え付けられた。だから入玉の判断が一歩遅れたんだ」

　泥臭く粘り強い関西将棋。

　岳滅鬼さんをも彷彿ほうふつとさせるような執念。

　それを綾乃ちゃんが見せたからこそ、マリアちゃんは澪ちゃんの玉を空中で詰まそうと無理をした。

「マリアちゃんは一人で戦ってるけど、澪ちゃんの隣にはずっと綾乃ちゃんがいる。綾乃ちゃんも、あのスポットライトの下にいるんだよ。だから……」

　勝てた、という言葉を俺は飲み込む。

　悲しまないで、という言葉も飲み込む。


「…………ありがとうございます、です……」



　綾乃ちゃんはそう呟いて眼鏡を外すと、手の甲で涙を拭った。

　親友の勝利を見届けるために。

　そして──


「……けど…………やっぱりくやしい、です……」



　ずっと繰り返していた言葉を、綾乃ちゃんはもう一度口にした。

　きっとこれから先も、何万回と繰り返していくんだろう。

「……そうだね。強くなろう」

　俺は綾乃ちゃんの肩に手を置いて抱き寄せる。

　ステージの上では、長かった対局が遂に終わろうとしていた。持将棋でも千日手でもなく、即詰みという形で。

　なにわこども王将戦。高学年の部。


　二一七手にも及ぶ大激戦を制したのは──────







[image: ]　　あたたかい涙






『優勝、水越澪殿』

　壇上で賞状を読み上げる釈迦堂審判長の前に立った澪ちゃんは、対局中よりも緊張しているように見えた。

『汝なんじは第二五回なにわ王将戦高学年の部にて、誰よりも強かった。よってここにその栄誉を讃たたえ、汝の名を永久とわに刻むものとする』

　こういう賞状はあらかじめ作ってあるものに名前だけ書き込むものが多いけど、釈迦堂さんはわざわざ自分で文面を考え、自筆の賞状を作ってくれた。

　クイーン四冠のオリジナルな賞状だ。凄まじい価値がある。

『おめでとう。最後は見事な寄せであった。研修生とのことだが……師匠はどなたかな？』

「くっ、暮坂くれさか先生です！」

『そうか。女流棋士を目指している？』

「っ！　……それは……」

　言いにくそうにする澪ちゃん。釈迦堂さんは全てを察したように微笑むと、再びおめでとうと祝いの言葉を述べて、賞状を手渡す。

「ありがとうございましたっ!!」

　会場から湧き起こった大きな拍手を受けながら降壇しようとする澪ちゃん。

　その背中に釈迦堂さんが声を掛けた。

『まだトロフィーの授与がある。さあ……持って来てくれるか？』

　澪ちゃんが足を止め、釈迦堂さんは舞ぶ台たい袖そでに向かって合図をする。

　派手なのが大好きな大阪だけあって、トロフィーはとても大きい。運んでくる人の姿が隠れてしまうほどに。

「……？」

　澪ちゃんは不思議そうな顔をした。

　遠目に見れば、まるでトロフィーに足が生えて、勝手に歩いて来るように見えたから。





　その大きなトロフィーを運んできたのは────小さな女流棋士。







「っ！　あい…………ちゃん？」



　澪ちゃんはビックリしてその場に立ち尽くした。

　あいはバランスを崩さないようゆっくりとそのトロフィーの新たな持ち主へと近づいて行き、祝福の言葉を述べる。

「おめでとう。澪ちゃん」

　そしてトロフィーを持ったまま、深々と頭を下げた。

「それから……ごめんなさい！　あんな酷いこと──」

「いいんだよ！　わかってるから！　ちゃんとわかってるから!!」

　澪ちゃんは慌ててあいに駆け寄ると、

「むしろ澪のほうこそ、あいちゃんにお礼を言わないといけないって思ってたんだ！　あいちゃんだって大事な時期だったのに……澪のために嫌われ役をやってくれて」

「澪ちゃん……」

　親友が全てを理解してくれていたことに、あいは少しだけ安あん堵どの表情を浮かべた。

　あの行動については俺もきっとそうだと思っていた。

　ダメな師匠だけどそれくらいはわかる。あいはどんな時でも自分のことよりも他人を優先してしまう。

　それが人としての魅力であり……棋士としての欠点でもあるから。

　そんなあいに、澪ちゃんは尋ねた。

「でも……そっか。やっぱ知ってたんだね？　いつから？」

「始業式の日……澪ちゃんが職員室で鐘ヶ坂先生に相談してたのを、聞いちゃって……」

　途切れ途切れに、あいは説明する。


「その日は、あいも家庭訪問があったから……だからそのことを先生に確認しようとしたら、澪ちゃんが先に話してて……いけないって思ったけど、転校って聞こえて…………それで……それで……！」



「じゃあやっぱこれ、あいちゃんのだったんだ」


　そう言って澪ちゃんが取り出したのは────駒のストラップ。



　俺があいに連盟の売店で初めて買ってあげたご褒美だ。

「ッ!!　それどこにあったの!?　師匠に買っていただいた大事なものだから、ずっと探してたの！　澪ちゃんが拾っててくれたんだ……よかった……！」

「職員室の前に落ちてたんだよ。あいちゃんのかなって思ったんだけど……」

　渡すタイミングが難しかったんだろう。

　澪ちゃんが渡せば、あいは立ち聞きしていたことを隠せないだろうから。

「もっと早く渡せばよかったね？　っていうか転校のことだってもっと早くあいちゃんに伝えてたら、いろいろ困らせることもなかったのにね。ごめんね？　澪、いつもあいちゃんの足を引っ張ってばっかで──」

「そんなことないっ!!」

「え……？」

「あいに最初に『将棋指そうよ！』って声をかけてくれたのは澪ちゃんだよ!?　忘れちゃったの!?」

　それは、俺があいを初めて連盟道場へ連れて行った日のこと。

　あの日のことは今でもはっきり思い出せる。あいと将棋を指してから俺に握手をせがんだ澪ちゃんの手の温ぬくもりも。


「澪ちゃんに将棋を指してもらったから、あいは将棋を楽しいって思えたんだよ？　澪ちゃんが友達になってくれたから、大阪に出て来る勇気が持てたんだよ？　澪ちゃんがいてくれたから学校にも馴染めたし、お友だちもいっぱいできて…………あいは……あいは澪ちゃんからいっぱいいっぱい、もらってばかりで…………いつもあいがもらうばかりで…………それが、申し訳なくて……！」



　たった一人の強い子が全てを奪う。それが勝負の世界だ。

　確かにあいがいなければ、澪ちゃんは研修会でもっと勝てたかもしれない。それは否定できない事実。


　だから────澪ちゃんはこう答えた。



「あいちゃんと出会ってから、澪はね？　前よりずっと泣くようになったよ」


「っ……！」



　あいは俯いて唇を嚙む。痛みを堪えるように。

　俯くあいに、けれど澪ちゃんは笑顔でこう言った。

「でもそれはね？　あたたかい涙なんだ！」

「え……？」

「澪はこれまで、涙って冷たいんだってずっと思ってた！　将棋に負けることは悲しいことなんだって。負けていいことなんて一つもないって」

　将棋に負けることは、本当につらいことだ。

　本気でやればやるほど、心が折れたときの痛みも増す。

「でもね？　あいちゃんが来てから流す涙は、どれもすごくあったかいの！　どんなにつらいことがあっても、苦しいことがあっても、絶対に心が折れないあいちゃんを近くで見て、一緒に将棋を指して……あいちゃんの熱さが澪にもうつったからかな？」

　あいはその棋風のように、どんな困難にも一直線に突っ込んで行く。

　まるで火の玉のようなその傍らには常に、澪ちゃんがいた。

「あいちゃんがいなかったら、転校のことだってきっと耐えられなかった。あいちゃんが一人で大阪に来てくれたから、澪だってどこでも行けるって思えたんだよ！　だって澪は……あいちゃんみたいに強くなりたいもん!!」


「み、お…………ちゃん…………!!」



　あいの目から、堪えきれずに涙がボロボロと流れ落ちる。

　両手にトロフィーを抱えているから、あいはそれを自分で拭えない。

　澪ちゃんがあいの頰に手を伸ばして、真珠しんじゅのようなその雫しずくを掬すくい取った。

「ほらね？　あったかいっしょ？」

「うん……熱い。すごく熱いよ……！」

　そして澪ちゃんはあいの手を取ると、一緒にトロフィーを掲げる。

　その姿に、会場から大きな大きな拍手が湧き起こった。

　壇上で二人が何を喋っているかは聞こえなくても、二人の涙とそのやり取りだけで全てが伝わったんだろう。

　なぜならここに集まった全ての子供とその家族が……将棋を通して、同じような困難を乗り越えて来たから。

「二人とも……たった一年でびっくりするくらい大きくなっちゃったな……」

　涙を必死に堪えながら、俺は二人に拍手を贈る。

　いつまでも子供だと思ってた。

　俺が教えてあげなきゃって思ってた。

『どうして教えてあげたことがすぐできないんだ！』って苛いら立だつようなことも正直あった。

　けど違った。

　いつのまにか……俺が教えられてたんだ。

「一緒に写真撮って『ぶらっくきゃっと』さんに送ろうよ！　おかげで優勝できましたって。あいちゃんが頼んでくれたんだよね？　自分の代わりに澪を鍛えてあげてって」

「み、澪ちゃん!?　気付いて……？」

「そりゃ気付くよ（笑）」

　ちょっと考えたらわかったよーとか言いながら澪ちゃんは大会会場を背景に、あいと一緒にトロフィーを掲げた姿をコンパクトデジカメで自撮りする。

　澪ちゃんが「ぶらっくｗｗｗきゃっとｗｗｗ」みたいな感じで発音してるのが若干じゃっかん気になるところではあるが……その人物はどうやら俺たちの知り合いらしく、ネット対局で澪ちゃんを相当鍛えてくれたようだ。いったいどこのシンデレラなんだ『ぶらっくきゃっと』さん。

「さて。次は我らの対局だな、ドラゲキンよ」

　いつの間にか俺の隣に立っていた歩夢が、前を向いて拍手しながら言う。

「驕おごり高ぶり足下を掬われるような愚ぐ妹まいではあるが、それでも我とは血の縁えにしにより繫がりし者……敵かたきは取らせてもらう！」

　確かに歩夢にとっては負けられない対局だろう。

　関東からわざわざ来たのに妹はライバルの教え子に返り討ちに遭った。しかも敬愛する師匠の目の前で。

　せめて自分の対局くらい勝って帰らなければ釈迦堂さんに申し訳が立たないと感じているに違いない。その気持ちは痛いほどわかる。

　だから俺はこう応えた。

「悪いな歩夢」

「なに？」


「俺も今日は…………絶対に負けるわけにはいかないんだ!!」
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「お越しいただきありがとうございました！」

　アイドルグループの握手会のように高速で握手を交わしながら、俺はもう何度言ったかわからないお礼の言葉を述べる。正確な回数は忘れた。三百を超えた辺りで数えるのを止めたからだ。

　賞金王戦の勝者は、来場者全員と握手するという究極のファンサを行うことになっている。

　つまり、大会に参加した小学生とその保護者、三〇〇〇人と……。

　終わる頃には顔が笑顔の形で固まり、手は腫れ上がってパンパン。和服は汗だくで、重くて歩行すら困難だ。翌日は駒も持てなくなってしまう。まあ勝ってハイになってるんでゼンゼン苦じゃないんですけどね！

「お疲れ様です九頭竜先生。そろそろ最後のお客さんになります」

「あ……はい」

　係の人が教えてくれて、朦朧もうろうとしかけていた意識が戻る。人間って失神しっしんしながらでも笑顔で握手できるんだな……。

　と、そんな疲労困憊こんぱいな俺の胸に飛び込んできたのは──

「師匠！」「くじゅりゅー先生！」「ちちょー♡」「お疲れ様なのです！」

　俺の四人の天使たちだった。

　みんなの顔を見たら疲れなんて一気に吹っ飛んでしまう。

「シャルちゃん、もう動いても大丈夫なのかい!?　何なら俺が抱っこしてあげ──」

「師匠？　ちゃんと握手のお仕事してくださいね？」

「いだだだだだだ!!　あいちゃん痛いッ!!　それ握手じゃなくて手の甲をつねってるから!!」

「なら澪は、くじゅるー先生の背中に手形つけちゃお！　てーいっ!!」


「う、うちはじゃあ……腹筋を触らせてもらうです………………記念に……記念に……」



　そんな感じでＪＳに完全包囲されていると──

「ふふふ。大人気だな？　若き竜王よ」

「あっ！　釈迦堂さん……お恥ずかしいところを」

「いや？　新鮮だよ。余はいつも竜王が恐ろしい強さで将棋を指すところしか見ていないのでな。こうやって幼女と戯たわむれている姿は実に生き生きとしている」

　誤解を生みかねない発言をしつつ、釈迦堂さんは歩夢のマントの内側に潜り込んだまま泣き続けている小学生名人を前に押し出す。

「教え子が色々と世話になった。その礼を、一言述べさせていただこうと思ってな……そちらの小さな勇者たちにも」

「うぇ!?　み……澪たちにも!?　お礼!?」

　澪ちゃんは急に話を振られてビックリだ。

「水越澪さん。それに貞任綾乃さんと、シャルロット・イゾアールさん。どなたも素晴らしい将棋であった。事情もあろうが、これからもぜひ将棋を続けて欲しい」

「「はいっ!!」」

　澪ちゃんはガチガチに緊張しつつ、綾乃ちゃんは感激して目を潤うるませつつ、大きな声で返事をした。研修会で腕を磨く二人にとって釈迦堂さんは神様みたいなもんだ。今後どんなことがあっても、このことは忘れないだろう。シャルちゃんも「おー」と返事している。

　釈迦堂さんは澪ちゃんを見て目を細めつつ、

「馬莉愛。あの者が言っていたことの意味、わかるな？」


「……ふぐっ…………あうぅぅぅ……」



「どれだけ勝とうとも、ここ一番で負けてしまえば敗者として記憶される。勝者に許されるのは引き分けでも敗北でもなく、次もまた勝利のみ。永遠に勝ち続けてこそ初めて真の勝者といえるのだ。一度きりの勝利を喧伝けんでんするなど愚ぐの骨頂こっちょうと心得よ」


「ま、まじゅだぁー……」



　泣き続けるマリアちゃんに、釈迦堂さんは厳しい言葉を投げつけた。

　この世界では、勝利は次の戦いの始まりに過ぎない。それを知っているからこそ、釈迦堂さんも名人も、自分の打ち立てた記録に興味を示さない。

　戦い続ける者にとってそれは何の意味も持たないから。

「そなたは今日から敗者となった。そのまま敗者で居続けるか、それとも再び立ち上がって戦うか。今ここで選べ」


「うっ……ぐすっ…………だ……だだが、う……っ！」



「よかろう」

　釈迦堂里奈女流名跡は深く深く頷くと……厳かな声で宣のたまう。

「汝は今日、敗北の痛みを知った。その痛みを癒いやす術すべは勝利のみ。我が門下として奨励会試験を受けることを許そう。これより《将棋生神女セオトコス》マリアを名乗るがよい」

「ッ!!　あ……ありがたき幸せ!!」

「新たな将棋の聖母マリアたれ。わが弟子よ」

　深い愛情を感じさせる視線を注ぎつつ《エターナルクイーン》はそう告げる。

　そして将棋の世界でも妹となったマリアちゃんの温かい涙を、歩夢が拭ってやっていた。

　釈迦堂さんにとってマリアちゃんはまさに娘のような存在。

　そんな存在を奨励会に入れることなんて……俺にできるだろうか？

　……いや。それは考えなくていいだろう。今はまだ。

「雛鶴あい……さしずめ《竜王の雛》か」

　そして釈迦堂さんは、澪ちゃんだけではなくあいにも祝福の言葉を与える。

「史上最年少での女流名跡リーグ入り、おめでとうと言っておこう。予選決勝の終盤は、見ていて感動を覚えたよ」

「……ありがとうございます」

　あいは固い声で礼を言う。澪ちゃんのように喜んだりはしない。戦う相手だから。

　釈迦堂さんは俺に視線を向け変えて、

「しかし九頭竜一門は、ほとほと最年少が好きと見えるな？」

「やめてくださいよ誤解されるからそういう言い方はッ!!」

　ＪＳ研のみんなのご両親や担任の先生も多分近くにいるんですよ!?

　釈迦堂さんは楽しそうに微笑むと、再びあいに向かって語り掛ける。

「《竜王の雛》よ。余はかつて、そなたの師匠から相談されたことがあったよ」

「なにを……です？」

「弟子がもうすぐ女流棋士になり、タイトルにも手が届くようになる。だがその成長スピードに師匠である自分が追いつけず、何をしてあげればよいのか不安になる……と」

「っ……!!」

　あいはビックリして俺を見る。

　確かに俺は釈迦堂さんに相談していた。あいがマイナビの予選に出場した頃だ。

　そしてその時の俺の言葉は現実のものとなった。

「雛鳥よ。余はこの通り、脚が悪くてな。そなたのいる場所まで歩いて行くのは億劫おっくうなのだ」

　不自由な左脚を示しつつ、釈迦堂里奈女流名跡は極上の笑顔と共に言った。

「だから早く余の居る場所まで上がって来ておくれ？　そうしたら……この手で下まで突き落としてやれるからな」

「「ッ……!!」」

　この時ようやく俺たちは理解した。

《エターナルクイーン》は祝福しゅくふくに来たんじゃない。

　雛鶴あいという女流棋士に──そして俺の育てる少女たちに、宣戦せんせん布ふ告こくをしに来たのだと。

「行きます……！」

　あいは拳を握り締めると、

「ぜったい行きます！　最短距離でッ!!」


　そして少女は──────伝説に挑む。






　移動宮廷きゅうていみたいな釈迦堂一門が去ると、それを待っていたかのように声を掛けられた。

「九頭竜先生」

　鐘ヶ坂先生と、その後ろに続くのはＪＳ研の保護者の皆さんだ。

　その中の一人を見て、澪ちゃんが叫ぶ。

「えっ!?　パパ!?　仕事だいじょーぶなの!?」

「娘の晴れ舞台なんだぞ？　休ませてくれなきゃ辞めると言って会社を出てきたよ……そもそも日曜日なんだし」

　大手製薬会社に勤める澪ちゃんのお父さんは、明らかに働き過ぎな感じにやせ細った顔でそう言うと、

「それよりも……お父さんな、澪にずっと言わなきゃいけないことがあったんだ」

「ふぇ？　なぁに？」

「ヨーロッパへの転勤の件な。澪は心配しなくていい。お母さんと一緒に、今まで通り大阪に住めばいいから──」

「でもパパと一緒じゃなきゃ、今まで通りじゃないじゃん」


「…………」



「そりゃ、ずっとみんなと一緒にいたいよ。転校しなくていいなら嬉しいけど……そしたらパパは一人で海外に行くことになるんでしょ？」

「それはそうだが……でもせっかく大会に優勝できたんだぞ？　このまま日本で頑張れば女流棋士にだってなれるかもしれないじゃないか。それを証明したくて頑張ったんだろう？」

「ほぇ？」

　お父さんの言葉に、澪ちゃんはポカンとする。

　そしてあっさりこう言った。

「澪は、日本に残って研修会で将棋を続けたいからこの大会で優勝したんじゃないよ？」

「え？」

「ずっと将棋を続けさせてくれたパパとママにお礼が言いたかったんだよ！　日本を離れる前に『こんなに強くなったよ！』って見せてあげたくて……だって澪が将棋を続けられたのは、パパとママのおかげだもん！」

「「ッ……!!」」

　澪ちゃんのお父さんもお母さんも、驚きのあまり言葉を失う。

　いつまでも子供と思っていたのに……その子供に励まされた。親として驚くと同時に、こんなにも嬉しい瞬間は他に無いに違いない。

　お母さんはハンカチで目元を拭い、お父さんは涙が溢れないように天井を見る。周りで見ていた他の子の親御さんも思わずもらい泣きだ。

　そんなご両親に向日葵ひまわりのような笑顔を見せて、澪ちゃんは言う。

「澪、強くなったでしょ？　だから大丈夫。家族みんなで行こ？」

「で、でも……寂しくないのかい？　お友達とも離ればなれになってしまうんだよ？」

「寂しくなんてないよ！　だって……ね？」

　澪ちゃんはそう言うと、悪戯いたずらっぽい笑顔を浮かべて、ＪＳ研のメンバーと目め配くばせする。

　あいも、綾乃ちゃんも、シャルちゃんも、クスクスと笑い合う。

　大人たちは、子供のそんな様子を不思議そうに見詰めている。

　ＪＳ研を代表して、リーダーの澪ちゃんが説明した。

「パパとママにはわからないかもしれないけど……どれだけ遠くに離れても、たとえ地球の反対側にいても、寂しくなんてないんだよ？」

「しゃうもー！　ふりゃんしゅかえってもね、もう、さびしくないんだよー！」

「うちも寂しくはないです。寂しがってる暇はないです！」

「あいは……ちょっと泣いちゃうかもしれないけど。でもどこにいても、どれだけ時間がたっても、澪ちゃんとは誰よりも近くにいられると思います。だって──」

　小さな魔法使いたちは四人で手を取り合うと、元気いっぱいに唱える。

　みんなを繫ぐ、その魔法の名前を。




「だって……将棋で繫がってるから！」
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　……みんなから少し離れた場所に立っていた鐘ヶ坂先生の隣に行くと、俺はずっと気になっていたことを尋ねる。

「先生は最初から知ってたんじゃないですか？　将棋のことや、俺とあいのこと……ＪＳ研のことも。だからその輪をクラス全体に広げようと考えた。澪ちゃんが寂しくないように。違います？」

「ご想像にお任せします」

　鐘ヶ坂先生は表情一つ変えずにそう答えた。

　さすが本物の教育者だ。俺なんかとは頭の出来が違う。

「九頭竜先生。約束どおり、雛鶴さんの保護者としてあなたを認めましょう」

「ありがとうございます」

「雛鶴さんに対する不安は……正直なところ、まだあります」

「……」

「ですが彼女と同じかそれ以上の才能を持つ人以外、あの子を育てることは不可能でしょう。この大会を見てわかりました。あの子は……普通の小学生とは根本的に違います」

　澪ちゃんたちと一緒になって泣いたり笑ったり忙しいあいを見守りながら、鐘ヶ坂先生は畏おそれの混じった声で言った。

　あの小さな天使の中には、とんでもない魔ま物ものが宿っている。

　才能という魔物だ。

　それはこれからどんどん大きくなり、挑んでくる者を喰くらい、そしてもしかしたら宿主やどぬしすらも喰らい尽くすかもしれない。

「雛鶴さんには特別な力があります。どうかその力を、誤った方向へ進まないよう導いてあげてください」

「約束しますよ。それが師匠の仕事ですから」

「師し弟てい愛あいですか……内弟子というのは時代錯誤かと思いましたが、才能のある子供を御ぎょするには最適かもしれませんね」

　鐘ヶ坂先生は笑顔を浮かべてから、急に真面目な顔に戻って、

「でもこれだけは憶えておいてください」

「何です？」

　首を傾げる俺に、弟子の担任の先生は言った。

「小学生との恋愛は絶対にＮＧですからね！」

　……肝に銘じます。
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　会場を出たときに降り始めた雨は、今はもう土砂降りになっていた。

「じゃ、みんなはこのまま師匠の家まで行ってくれ。俺も荷物を家に置いて泊まる準備をしたら、後からすぐ追いかける」

「「はーい!!」」

　元気いっぱい喜びいっぱいのＪＳボイスに背中を押されながら、俺はなにわ筋に一時停止したワゴン車から降りる。

　澪ちゃんの優勝、綾乃ちゃんの三位、そしてシャルちゃんの八位入賞という望外の結果に誰よりも大喜びしたのは……本人たちでも、親御さんでもなかった。

　清滝きよたき鋼介こうすけ九段である。

　俺が順位戦で忙しかった期間、ＪＳ研のみんなは清滝道場で研究会を開いてた。師匠はＪＳから『おじいちゃん♡』と呼ばれてＬＩＮＥのＩＤまで交換した。とんだロリコンだぜ！

　そんなわけで中継に齧かじり付いていた師匠は大会がやってる最中から泣き始め、勝っても負けてもＪＳ研のみんなを労ねぎらいたいと考えたらしい。大会中にもかかわらず俺にガンガン連絡を入れてきていたようだ。

　対局中は電子機器を持ち込めないので終わってから携帯の電源を入れてビックリ。不在着信九九件でドン引きしながら折り返し電話を掛けてみると、感動のあまり泣き崩れた師匠が、もはや何語かわからない言葉でまくしたてる。

『ふんぐるい、むぐるうなふ、くとぅるう、るるいえ、うがふなぐる、ふたぐん』

『え？　お祝いしたいから家にみんなを連れて来いって？』

『いあ！　いあ！』

『わかりました。ちょうど親御さんもいらっしゃるんで、許可取ってそっち向かいます』

　こんな具合でお泊まりが決まった。

　親御さんたちも、自分の娘が大会で好成績を残したんだから家族でお祝いしたい気持ちもあったと思う。

　けれど俺と四人が一緒に過ごせる時間を優先してくれた。

　それどころか、普通のタクシーには乗り切れないのでと大きな車を呼んでくださって……小学生をしこたま黒いワゴン車に詰め込む俺を、会場にいた将棋関係者は温かい視線で見送ってくれた。

　車のドアが閉じる寸前にも、楽しそうな声が聞こえてくる。

「じーたん♡　じーたん♡」

「清滝先生、お祝いに何でも買ってくれるんだって！　澪、海外に行く時のために音声翻訳機がほしーなー」

「うちはもっと将棋の勉強をしたいので、いい駒が欲しいです」

「桂けい香かさんとパジャマパーティー、久しぶりだね！」


　ＪＳ研と桂香さんのパジャマパーティー……だと!?



　何だそのプリキュア並のオールスター感は？　ウルトラハッピー過ぎる……。

　一門会議の夜に見た桂香さんのエロ……成熟した姿を思い出しつつ、俺は口から流れる汗を拭った。これは汗！　もしくは雨！

「けしからんな……やはり俺がちゃんと監視しておかないと……」

　だって親御さんに任されたから！

　鐘ヶ坂先生にもあいの保護者って認めてもらえたから！　小学校で将棋を教えてるから！

　だから俺も家に帰ってパジャマ取って来てパーリーピーポーにならなきゃいけないのだ!!

「夏休みまでに、いっぱいいっぱいやりたいことあるもん！　全部みんなでやろ！」

「うん！　思い出いっぱい作ろうね！」

　澪ちゃんとあいは会場からずっと握り合ったままの手を放そうとせず話し続けていた。

　俺にできることなら何でもしてあげよう。

　夏になれば俺は十八歳になる。

　車の免許も八月一日の誕生日に取れば、夏休みのあいだにみんなを乗せてどこへでも行くことができる。どんな楽しい思い出でも、作ってあげることができる。

「……おっと。もう結果が出たか」

　そんな未来を想いつつ……俺はポケットの中で震えたスマホを取り出し、大事なことを確認する。二週に一度の、大事な対局の結果を。

　三段リーグの結果だ。

　今日の例会、姉弟子は大阪で対局だった。

　連盟へ行くことも結果を直接尋ねることも本人から禁止されてるから、毎回こうして幹事からこっそり教えてもらっている。

「創そう多たは全勝で首位を譲らずか。さすがだな……鏡洲かがみずさんは一敗をキープで順位は変わらず。あの人は次点持ちだから三位でもいい。このまま行ってくれれば……」

　そして肝心の姉弟子の結果を見る。





　空銀子三段　────────　○○○○○○○●●●






「連敗!?　姉弟子が……!?」

　初めての連敗だった。

　鏡洲さんをはじめ、一敗勢と二敗勢がひしめいている。

　三敗は……非常に厳しい。姉弟子は順位も低いから残り全部勝つくらいじゃないと……。

「けど、切り替えていくしかない。桂香さんと話し合って、何とか姉弟子の気に障らないような形で元気づけてあげる必要が──」

　そんなことを呟きながら玄関の鍵を開けて部屋の中に入った俺は、髪を拭うために洗面所でタオルを取って、濡れた服を洗濯籠かごに放り込む。

　そして台所に足を踏み入れたとき、名前を呼ばれた。


「………………やいち…………」



　暗がりの中に、ぼんやりと白く光る誰かが立っていた。

　左手に何かを握り、右の手首にそれを押し当てている。

「……姉弟子？」

　名前を呼んだものの、姿を見てもそれが姉弟子だという確信が持てなかった。

　だってそこにいたのは──俺が今までに一度も見たことがないほど虚うつろな目をした、空銀子の姿だったから。

「この手が悪いの」

　幽霊ゆうれいのように白く立ち尽くす少女は、人形のように生気のない声で、言う。

「わたしはちゃんと勝ちになる順をわかってたの。でもこの手がわたしの考えてたのとぜんぜんちがう指し手を選んじゃって。だから──」

　姉弟子が自分の手に押し当てていたものが何か、ようやく気付く。


　それは────包丁ほうちょうだった。



「だから、斬り落とさなくちゃいけないの」

「ちょ!?　な、何してるんですかッ!!」

　俺は慌てて駆け寄ると、姉弟子の手から包丁を取り上げる。

「刃物なんて冗談でも肌に当てたらダメですよ！　そりゃ連敗はショックかもしれないけど、この先も三段リーグは続くんです！　将棋が指せなくなったらどうするんですか!?」

　かつて姉弟子はこの部屋で、俺の首を切り落とすと言って包丁を探したことがあった。

　あいと初めて会った時のことだ。

　たった一年前のことだ。

　その一年間で、あいは将棋も心も成長した。友達と一緒に。

　逆に姉弟子は……将棋を指すために必要な右手を包丁で切り落とそうとしていた。

　なぜ、こんなことに……。

「もう無理なの。将棋なんて指せない。大阪にいたくない」

　姉弟子の形をしたびしょ濡れの人形は、暗い瞳でこっちを見詰めたまま、俺の取り上げた包丁に手を伸ばし……刃を素手で摑む。

　そしてその切っ先を自分の心臓に誘いざないながら、言った。
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「おねがい────────私を殺して」











あとがきに代えて──お祝い








「将棋は本当に楽しいです。昨日負けた私が言うのですから、間違いないと思います」

　これは豊島将之二冠の、六段時代の言葉です。

　二〇歳で初めてタイトルに挑戦したその第一局、豊島先生は苦しい敗北を喫します。

　そして翌日のジュニア将棋大会において、子供たちに向けて冒頭の挨拶をしたのです。

　羽生・渡辺の次は豊島。

　類い希な才能を持ち、次世代の覇者と目され続けたにも関わらず、その後もあと一歩でタイトルに手が届かない日々が続きました。

　同世代の関西棋士にも先にタイトルを獲得され、常にマイペースに努力を続けているように見える豊島先生の中にも様々な思いがあったようです。

　初タイトルとなる棋聖を獲得した直後、インタビューで「二五歳あたりから今までが一番つらかった」と語った豊島先生は、

「子供の頃から将棋が好きで、将棋は純粋に楽しいものです。そう思えない時期もありましたが、周りの方や応援してくださる方がおり、頑張ろうと思うことができました」

　そう言って、はにかむような笑顔を浮かべました。

　初めての挑戦から、八年近くが過ぎていました。

　ところで話は変わりますが──

『りゅうおうのおしごと！』のイラストを担当してくださっているしらび先生が、『このライトノベルがすごい！　２０１８』のイラストレーター部門で１位を獲得なさいました！

　数々の人気作を担当なさり、既にラノベ界の枠を超えて活躍しておられるしらび先生ですから、『りゅうおうのおしごと！』もその広範なキャリアの一つに過ぎません。

　それでもこの作品に、通常の仕事の枠を超えていると思えるほどに多くの情熱と労力を注いでくださっていることは、私が説明するまでもないでしょう。

　キャラクターデザインから既に妥協が無く、たとえば銀子の雪の結晶の髪飾りはしらび先生のアイデアですし、黒いカチューシャは幼少時の桂香が使っていたものを譲り受けたという設定（３巻の表紙をご覧ください！）も、しらび先生の発案です。

　季節が変わればキャラクターごとに新しい衣装（４巻から夏服になっています！）をデザインしてくださり、和装にした時は着物の柄や髪型も新たにデザインし直し……。

　もちろん他の作品にも妥協は一切無く、たとえば『異世界修学旅行』は読売中高生新聞で週刊連載していたため毎週挿絵を描き下ろす等、常に多くの作品を抱えておられます。技量も、そして仕事量も１位に相応しい。超人的ですらあります。

　どうしてそこまで……と思い、かなり前に一度だけ尋ねたことがあります。なぜ、ここまで一生懸命に取り組むことができるんですか？　と。

「ラノベが好きなんです」

　はにかんだ笑顔と共に、そんな答えが返ってきました。

　全く似てないはずなのに……その顔は不思議と、豊島先生に重なって見えました。




　しらび先生。おめでとうございます。

　私にとって、先生と一緒にお仕事をさせていただけるのは、本当に光栄です。

　素晴らしいイラストはもちろんなんですが、仕事への姿勢や、作品や人への優しさに、多くのものを学ばせていただいております。

『りゅうおうのおしごと！』という作品は、人生で一番つらい時期に書き始めたものです。

　けれど今は、人生で一番幸せな日々を過ごしています。

　しらび先生が形を与えてくれたキャラクターたちに支えられて、つらい時期を乗り越えることができました。先生の絵に救われた人間は、きっと私だけではないはずです。

　ラノベを好きでいてくれて、ありがとうございます。




　面と向かってこういうお礼やお祝いを申し上げるのは恥ずかしいので……あとがきという形を取らせていただきました。

















「おや？　お燎りょう、お一人どすか？」

　いつものように供御飯くぐい万智まちが関西将棋会館三階にある棋士室を訪れると、そこにはいつものように月つき夜見よみ坂ざか燎の姿があった。

「明日、関西こっちで仕事があっからよ。どーせなら日曜から前入りしてどっか行こうと思ったんだけど……この雨じゃ他に行くところもねーからなぁ」

「確かにこの雨ではなぁ」

　関西は昨年と同じように早めの梅雨に入り、ここ数日はずっと雨が降り続いていた。そのせいか、棋士室だけではなく関西将棋会館全体に人の数が少ない。

　椅子を引いて鞄かばんをそこに下ろしながら、供御飯が言う。

「せっかく二人そろうたわけやし、練習将棋でも？」


「将棋なぁ…………んな気分でもねーっつぅか……」



「ふっふっふ。どうせそないなことを言うと思って──」

　供御飯は鞄の中から一冊の本を取り出した。

「ジャーン！　古いアルバムを持って来たのどす～！」

「おおっ!?　おもしろそーじゃん！　いつのいつの？」

「こなたらの出会いからやから……小学六年生の春どすな」

　重厚なアルバムに手を伸ばしかけた月夜見坂は、その表紙に刻まれた『出会い　～はじまりの瞬間とき…～』というタイトルを見て思わず突っ込む。

「何だよ万智お前この……昭和しょうわの歌謡曲みてーな痛いタイトルは？」

「……そういう年齢トシやったんや」

　少し恥ずかしそうに俯うつむくと、供御飯はそそくさと表紙をめくる。

　出てきた写真を見て、さっそく月夜見坂が声を上げた。

「うっわ！　懐かしッ！　これ下の道場でオレとクズが将棋指してる写真じゃん！　こんなのいつの間に撮りやがったんだよ!?」

「こなたがカメラに凝り始めたんがこの頃どしたからなぁ。棋士としては大成たいせいせん思って、他にも手に職を付けようとしたのどす」

「万智オメ、んな早くから観戦記者になろーとしてたのか？」

「文筆業ぶんぴつぎょう全般いう感じやね。現に今もフリーライターとしてタウン誌でも記事書いておざりますから」

「フーン。将棋一本でやれるヤツにそういうことされっとムカつくわー」

「まあまあ。そのおかげで──」

　供御飯は伏ふし見み稲荷いなりの狐きつねのようにニタリと口の端を持ち上げ、アルバムをめくる。

「こういう貴重な写真も残ってるわけやし？」

　そこにあった写真は──『月夜見坂燎　～その瞬間とき…胸に秘めた初恋おもい～』と題された一群。

　小学六年生の月夜見坂が、同じく小学生だった九く頭ず竜りゅう八や一いちと将棋を指す姿だけが収められているのだが……。

　最初は男の子と同じような服装だった月夜見坂が、ある時から急に髪を伸ばし、女の子っぽい服装をするようになったのが、時系列に沿ってわかりやすく整理されているのだ。

　格好だけではない。

　視線も、将棋盤ではなくその向こうに座る少年の顔に注がれていて──


「うおおおおおおおおおおおおおおおおい止めろバカ！　んな写真持って来んじゃねーよ隠せ隠せ隠せ隠せっ!!　つーかナニが初恋だふざけんな燃やせバカバカバ────カッ!!」



「大丈夫どす。誰もおりやせぬ」


「…………チッ……」



　部屋の入り口をチラチラ見ながら机に身を乗り出して写真を隠そうとした月夜見坂は、供御飯の言う通り誰も来ないことを確認すると、椅子に座り直す。

　再び視線をアルバムに戻す二人。

「にしても、この頃のお燎が一番かわいかったなぁ？　関西に来るたびにどんどん女の子っぽくなってって……なぁ？」

「ありゃ……気の迷いってヤツだよ。初恋とかそういうんじゃねーし。クズのヤツがオレのことずっと男だって勘違いしてやがったから、絶対に驚かせてやろーと思って……」

「ほーう？　絶対に振り向かせてやろうと？」

「『驚かせて』だって言ってんだろ!?　ブッ殺すぞ!?」

　髪の色のように真っ赤になった月夜見坂は、アルバムに指を突きつけて指摘する。


「お、オメーだってこのアルバム…………妙にクズの写真が多いじゃねーか!!」



「せやね。好きやったから」

「ッッ!?!?!?」

「当時から竜王サンの将棋が。絶対将来タイトル獲る思って。そしたら貴重になるやん？」

「ふ、ふーん……」

　なぜか月夜見坂のほうがドキドキしながら、二人は同時に部屋の入り口を見る。


「「…………」」



　いつもならこのあたりで、似合わないダブルのスーツを着た少年がふらっと入って来るから、三人でさらに盛り上がるのだが……。

「……暇ひまだな」

「せやね。今日は誰も来ませぬなぁ」

「……将棋でも指すか」

「……せやね」

　アルバムを片づけると、二人は駒を並べて練習将棋を始めた。







著者

白鳥士郎（しらとり しろう）

　小学３年生だったあいちゃんも、この巻で５年生の始業式を迎えました。

　最初は５巻で終わる予定だったシリーズも大台の10巻となり、さらに続けられる幸福を噛み締めています。

　10歳のあいちゃんが何歳になるまで九頭竜先生の愛が続くか……もとい、何巻まで続けられるかわかりませんが、頑張ります！




イラスト

しらび

　あいちゃんたちも５年生になったので服装を新しく考えるのが大変です。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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